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負けヒロインが多すぎる！　８

雨森たきび
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本電子書籍は縦書きでレイアウトされております。

一部の漢字が簡略体で表示される場合があるほか、ご覧になる機種により見え方が違う場合があります。
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　放ほう課か後ごのツワブキ高校図書室。

　俺は手元の本から顔を上げると、貸かし出だしカウンターの裏で大きく伸びをした。

　定期テストも終わった５月下旬、図書室は閑かん散さんとしている。

「今日はお客さんいないな」

「そ、そのほうがいいだろ。話さなくて、いいし」

　隣となりで本から顔も上げずに答えたのは、文芸部副部長の小こ鞠まり知ち花か。

　今日は図書委員の手伝いで、二人で受付をしているのだ。

　──新生文芸部の誕たん生じようから１カ月。

　仮かり廃はい部ぶが明け、活動が再開。予想以上に平へい穏おんな日々が続いている。

　むしろ仮廃部中は我が家を部室代わりにされ、地じ獄ごくの日々だったのだ。

　大げさだと言うやつは、本ほん棚だな裏うらの秘ひ蔵ぞう本ぼんを女子部員に回し読みされた男子高校生の気持ちを考えてみてほしい。

　しかしそんな恥ち辱じよくの日々も終わった。終わったのだ──。

　俺はゆったりした気持ちで、鳥ちよう類るい図ず鑑かんのページをめくる。

「小鞠、知ってるか。ハヤブサってインコの仲間なんだぞ」

「お、お前、頭がインコになったのか」

　ようやく顔を上げたかと思うと、この言い草である。

　俺はヤレヤレと肩をすくめながら、図鑑を小こ鞠まりに押しだす。

「ホントだぞ。最新のＤＮＡ分ぶん析せきで判はん明めいしたんだって」

「うぇ……ホントだ」

　そう、ホントなのだ。もう少し俺を信用しなさい。

　図鑑をのぞきこみながら、小鞠がボソリとつぶやく。

「お、お前、鳥なんか興きよう味みあったのか」

「ああ、俺も若者らしくアウトドアな趣しゆ味みを始めようかって」

「な、なんで鳥？」

「鳥なら姿を見なくても鳴き声だけで楽しめるし。田た中なか先生くらいになると、あのあたりにいそうだな──って思うだけで、実物を必要としなくなるらしい」

「そ、それ、若者向きじゃないだろ」

　え、違うの？　鳥って外にいるんだぞ。

「うちの学校、鳥を見る会だってあるじゃん。若者の趣味だって」

「あ、あそこ、鳥じゃないもの見てたから、無む期き限げんの仮廃部中、だぞ」

　ある意味、若者らしい気がするが。

　小鞠は図鑑を押し戻しながら、横目で俺を見上げる。

「そ、それはそうと、最近あの子は来てるのか。し、新入生の」

　ん？　白しら玉たまさんのことか。

「ほぼ毎日じゃないかな。気が付くといつもいるし」

「うぇっ?!　ま、毎日？」

「？　白玉さん、毎日部室にいるじゃん。お前も知ってるだろ」

「……し、死ね」

　なぜ罵ば倒とうされた。

　そういや、仮廃部が明けてからも突とつ然ぜん家に来て、佳か樹じゆに玄げん関かん先さきでテイよく追い返されたことがあったな。あの二人、もう少し仲良くしてくれないものか……。

　結婚式場での騒そう動どうを終え、白玉さんはすっかり文芸部に定着した。

　八や奈な見みはお菓子で飼いならされつつあるし、焼やき塩しおは相変わらず焼塩だ。

　心配だった小鞠も、調子がよければ白玉さんと２単語までは会話できるようになった。

　その白玉さん本人は、ときおり田中先生と廊下で話しているのを見かける。

　なにも事情を知らなければ、ただの仲がいい先生と生徒だ。

　まさか姉から義兄を寝取ろうとしている泥棒猫とは、誰も気付いていまい──。

　その時、俺が座るカウンターに一冊の本が差しだされた。お客さん、いたのか。

　俺が手に取った本のタイトルは『丁てい寧ねいな漢かん方ぽう暮らしはじめます』。

　貸出カードの名前は──馬ば剃そり天愛星ていあら。

「あの、こちら貸出お願いします」

「あ、はい分かりました」

　生徒会副会長。トレードマークのひっつめ髪。

　見た目どおりの真面目な生徒だが、たぶんちょっとアレな人だ。

　俺が手続きをしているあいだも、天愛星ていあらさんはソワソワとあたりを見回している。

「ええと、終わったけど」

「はい？　あ、どうもすみません」

　天愛星さんは本を受け取っても、その場から動こうとしない。

「なんか他に探してる本でもあるの？」

「ええとそのですね、今日は温ぬく水みずさんにお話があって」

「はあ」

　天愛星さんは固まっている小こ鞠まりをチラリと見ると、コホンと小さく咳せき払ばらい。

「ぬっ、温水さん！　私、あなたにお願いがあって来たんです！」

「はあ」

「…………」

　なぜここで黙る。

　カウンターの下で小鞠がつついてくるので、仕方なく口を開く。

「あの……お願いっていったいなにを」

「あっ、はい！　ええと、お願いというのはその、つまり私は温水さんを……ではなくて、だから、ああもうっ！」

　天愛星さんは身を乗りだすと、カウンターにバンと手をつく。




「つまり私は──あなたが欲しいんですっ！」




　……なに言いだした。

　ゼイゼイと荒あらい息をつく天愛星さんに、俺は静かに告げる。

「ええと、天愛星さん。いま図書室の当番中だから、終わるまで待ってもらっていいかな」

「……あ、はい。では待たせてもらいます。それと私を下の名前で呼ばないでください」

　天愛星さんはペコリと頭を下げると、カウンター近くの席に座る。

　本を読み始めた彼女を見ながら、俺はバレないように溜ため息いきをつく。




　……さて、なんかまた面倒なことが始まりそうだ。

　そして小鞠、カウンターの下で俺を蹴けるな。





～１敗目～　断じて下心はありません







　最近はすっかり陽が長くなった。

　部室に差し込む夕陽が、文芸部ガールズに囲まれて椅い子すに座る天愛星ていあらさんを優しく照らしている。

「はい馬ば剃そり先輩、お茶をどうぞ」

「あ、どうも」

　笑顔で湯ゆ気げのたつ湯ゆ呑のみを置いたのは１年生の白しら玉たまリコだ。

　ニコニコと完かん璧ぺきな笑みを浮かべながら、見張るように天愛星さんの背後に立つ。

　落ち着かなげな天愛星さんに、八や奈な見みがクッキーの箱を差しだした。

「馬剃さん、これ食べる？」

「あ、はい、いただきます」

　ホッとしたようにクッキーを受け取った天愛星さんが、次第に困こん惑わくの表情に変わっていく。

「あの……ジッと見られていると落ち着かないのですが」

　天愛星さんが戸と惑まどうのも無理はない。

　八奈見が身を乗りだし、天愛星さんの手元を凝ぎよう視ししているのだ。

　俺は溜ため息いきをこらえながら、椅子をポンポンとたたく。

「八奈見さん。はい、ちゃんと椅子に座っていい子にしてようか」

「温ぬく水みず君、私が人にお菓子あげといて、惜しくなったとか思ってる？」

　うん、思ってる。

　八奈見はヤレヤレと肩をすくめると、ドサリと椅子に腰を下ろす。

「あのね、よく聞いて温水君。このクッキーって１枚７０キロカロリーなの」

「はあ」

「食べる予定だったクッキーを、代わりに馬剃さんが食べたってことは──どういうことか分かる？　はい、小こ鞠まりちゃん！」

「うぇっ?!　わ、私？」

　部室の隅でスマホを見つめていた小鞠が、驚いて顔を上げる。

「え、えと、や、八奈見が太るのが少し、減る」

「……違います。はい、次は温水君」

　これって持ち回り制なんだ。

「せめてヒントをくれないか」

「仕方ないな。クッキーをあげることにより、私の摂せつ取しゆカロリーはどうなったと思う？」

　どうもこうも食べてないんだし。

「０カロリーだろ」

「違います。私がとるはずだったカロリーが馬ば剃そりさんにうつった──つまりマイナス７０キロカロリーになるんだよ」

「ならないぞ？」

　俺の誠せい意いあるツッコミにもかかわらず、八や奈な見みは腕うで組ぐみをして謎なぞ理り論ろんの解かい説せつを続ける。

「つまり馬剃さんがこのクッキーを１１０枚食べれば、私の体重が１ｋｇ減る計算なの。はい馬剃さん、もっと食べて」

「１枚で──あ、はい、いただきます」

　断りきれずに２枚目のクッキーを受け取りながら、天愛星ていあらさんが俺を見てくる。

「ええと、なんで私は文芸部の部室でクッキーを食べているのでしょうか」

「図書室は閉室後に司し書しよの先生がくるし、こっちのほうが人目につかないかなと思って」

「ここのほうが、明らかに人が多くないですか？」

　そんな気もする。

　だが八奈見たちは土ど着ちやくの怪かい異いのようなものだし、気にしても仕方ないのだ。

「でも会話が部員以外に聞かれることは──わりとあるけど、安心して」

「それを聞いて安心できますか……？」

「はい先輩、お茶をどうぞ」

「えっ」

　コトリ。白しら玉たまさんが２つ目の湯ゆ呑のみを天愛星さんの前に置いた。

　並んだ湯呑を前に、天愛星さんが戸と惑まどったように口を開く。

「白玉さんでしたよね。お茶はもう」

「どうぞ、冷めないうちに召し上がってください」

「あ、はい」

　ズズ……。天愛星さんがお茶をすする音。

　そして天愛星さんのクッキーを凝ぎよう視しする八奈見。うん、いつもの文芸部だ。

「それで馬剃さん。俺に話って？」

「この状況で話すんですか？」

　はい、話すんです。

　天愛星さんは覚悟を決めたようにクッキーを口に詰めこむと、一枚の紙をテーブルに置く。

「話せば長くなるのですが。ええとつまり、温ぬく水みずさんの名前をお借りしたい──」

「ここに名前を書けばいいの？」

　俺がボールペンを取り出すと、

「部長さん！」

　白玉さんが血けつ相そうを変えて止めてくる。

「なにかまずかった？」

「はい、確認もせずに名前を書いてはダメですよ」

「しっかりしてよ温ぬく水みず君。うちの父さんなんて昔、ホイホイと印いん鑑かん押して大変なことになったんだからね」

　八や奈な見みはテーブルの紙を手にとると、不思議そうに目をパチクリさせる。

「生徒会選挙の立りつ候こう補ほ用紙……？　それがなんで温水君と関係あるの？」

「来月の体育祭を最後に、生徒会の任にん期きが終わるのはご存じだと思いますが」

　もちろん知らない。

　天愛星ていあらさんは背せ筋すじをピンと伸ばすと、俺を正面から見つめてくる。

「私は次期、生徒会長に立候補します。そこで温水さんに推すい薦せん人にんになってほしいんです」

「推薦人？　俺が？」

　我ながら間の抜けたオウム返しに、天愛星さんは真面目な表情で頷うなずく。

「はい。応おう援えん演えん説ぜつもお願いできればと」

　応援演説──たしか投とう票ひよう当日に体育館でやるやつだよな。

　全校生徒の前で俺が演説か……なるほど……。

「いや、無理です」

　俺は八奈見の手から立候補用紙を取り上げると、天愛星さんの前に置く。

「悪いけど、他をあたってくれるかな」

「温水さん、話を聞いてくれませんか？」

　天愛星さんは食い下がってくるが、そればかりは無理だ。

「まあまあ、温水君。話くらいは聞こうよ」

　言いながら、八奈見は３枚目のクッキーを差しだす。

　天愛星さんがためらいつつも受け取ると、ニコリと笑う八奈見。

「ってことはさ。馬ば剃そりさんが当選したら、温水君も生徒会に入るの？」

「ええ、役員は会長による指し名めい制せいなので、温水さんには副会長になってもらえたら」

「なんで温水君なの？　他にもっといいのいるでしょ」

　八奈見、相変わらず失礼なやつである。

　その言葉に天愛星さんが深く頷く。この人、俺が欲しいんじゃなかったのか。

「現生徒会の会長と副会長が女性なので、次はどちらかを男性にしてほしいと、先生から要よう請せいを受けているんです。それで……」

「それで温水君なのか。桜さくら井い君のほうがよくない？」

　八奈見、そろそろ黙だまろうか。

「桜井君は生徒会を続ける気がないそうですし、他に親したしい男子はいないので……」

　気まずそうに顔をふせる天愛星さん。

　なるほど、消しよう去きよ法ほうなら慣なれている。俺は気を取り直して口をはさむ。

「そんなに男子にこだわる必要があるかな。いまだって両方女子で問題ないし、先生に説明すれば分かってもらえるんじゃ」

「生徒会は生徒の代表なので、できるだけ意見を吸い上げやすくするのが目的なんです。異性ばかりの生徒会には、生徒も相談しづらいでしょうから」

　確かにいまの生徒会は、桜さくら井い君が唯ゆい一いつの男子かつ良心だ。必要だな、男子。

「私が副会長になるときも、いろいろあったそうです。当選してからの活動には先生を含ふくめた周りの理解は必要です。ツワブキの男子生徒の代表として、お力を貸してもらえませんか？」

　話は分かったが、俺が男子代表なのは問題がないだろうか。

　どうやってあきらめてもらおうか考えていると、八や奈な見みが口を開く。

「馬ば剃そりさんの話は分かったけどさ。温ぬく水みず君は文芸部の部長だし、うちだって困るよ」

　初めて八奈見がフォローらしい発言をしてくれたぞ。のるしかない、この流れに。

「ああ、そうだな。やっぱ部活があるから生徒会は」

「温水君を貸しだすなら──文芸部にそれなりのメリットがないと」

　ニヤリと邪じや悪あくな笑みを浮かべる八奈見。

　まずい、のる流れを間違えた。

「メリットですか？」

　思いがけない言葉に目を丸くする天愛星ていあらさんに、八奈見が身を乗り出す。

「そう、メリット！　生徒会に入れば予算を好きにできるとか、食しよく堂どうが食べ放題になるとか。なんか生徒会特とつ権けんみたいなものはないの？」

「ええと、特権みたいなものは……確かに部活の予よ算さん案あんは生徒会で作成しますが、先生の承しよう認にんは必要ですし──」

「部活の予算を決めるの?!　温水君、生徒会に入りなよ！」

　俺を売るのが早すぎる。

「無理だって。八奈見さんだってそう思うだろ？」

「でも部室に冷蔵庫と電子レンジ欲しくない？　あと、ドレッサーもあったらいいなー」

　それ、部活動に関係ない。

　と、天愛星さんの背後に控えていた白しら玉たまさんが、目をキラキラさせながら手を合わせる。

「ドレッサー、いいですね！　小こ鞠まり先輩も欲しくありませんか？」

「うぇ……ドレ……？」

　突然話を振られた小鞠が、部室のすみでビクリと震える。

「化け粧しよう台だいのことだ。部費でそんなの買えないって」

「確かに化粧台はちょっと。でも冷蔵庫でしたら、生徒会室にあるのをお譲ゆずりできるかもしれません」

「決まりだね。温ぬく水みず君、頑張ってね」

「決まってないぞ。俺はそのつもりはないからな」

　はっきりと拒きよ絶ぜつする俺に、八や奈な見みが挑ちよう発はつ的てきな視線を向けてくる。

「じゃあ多た数すう決けつとろうよ。白しら玉たまちゃんはどう？」

　白玉さんは両手の人差し指をコメカミにあてると、うーんと可か愛わいく首をかしげる。

「そうですね。部長さんが生徒会役員って、ちょっとカッコいいかもです」

「え、そうかな」

　白玉さんはニコリと笑いかけてくる。

「はい、周りに自じ慢まんしちゃいます。私の部長さんは副会長なんだよって」

「そっかー、自慢になるかー、でもなー」

「……なんで白玉ちゃんが言うとその気になるの？」

　なぜか俺をジト目で見てくる八奈見。

　さっきまで生徒会に入れって言ってたじゃん。

「部員の意思は大切だろ。小こ鞠まりの意見も聞かないと」

「し、死ね」

「ほら反対だ。これで票ひよう数すうは──」

　八奈見がコクリと頷うなずく。

「うん、２対１で賛さん成せいのほうが多いね」

「俺には投票権ないの？」

「当事者なんだから当然だよ。それじゃ馬ば剃そりさん、話はまとまったから」

　話の流れを黙って眺めていた天愛星ていあらさんは、ハッと気付いたように背せ筋すじを伸ばす。

「あ、はい！　では温水さんこちらに署しよ名めいを──」

　天愛星さんが書類に手を伸ばすと、白玉さんがその上にトン、と３つ目の湯ゆ呑のみを置いた。

「え、あの……？」

「私の投票は白はく票ひようです。これで１対１ですね」

　立ちのぼる湯ゆ気げの向こうで、白玉さんが天使の笑顔をうかべる。




「馬剃先輩──冷める前にどうぞ」




◇




　突然の勧かん誘ゆうから二日後、放課後の家庭科室。

　俺は桜さくら井い君がゴボウを削けずる手さばきを、感心しながら眺めていた。

「それって会長の弁当のおかず？　学校で作ってたんだ」

「だね。常じよう備び菜さいを放課後に作って、焼き物は朝から家で作る感じかな」

　家庭科室の反対側から、料理部員の楽しそうな笑い声が聞こえる。

　彼は料理部の所属ではないが、ときおりこうやって場所を使わせてもらっているらしい。

「……話は聞いたよ。温ぬく水みず君も色々大変だね」

　桜さくら井い君は困ったような笑みを浮かべて、削ったゴボウをボウルの水にさらす。

「そう思うんなら、代わりに推すい薦せん人にんになってあげてくれないか。馬ば剃そりさん、今日も廊下で待ちぶせててさ」

「馬剃ちゃん、僕たち生徒会メンバーの力は借りたくないみたいなんだ。夢ゆめ子こさんが推薦人に立候補したけど、キッパリ断られたしね」

「３年生が推薦人になるのもありなんだな」

「特に決まりはないからね。必ずしも推薦人が生徒会入りしなくてもいいし」

　ふうん、そうなのか。それより天愛星ていあらさん、生徒会の３人の力を借りる気はないんだな……。

　俺はそれ以上聞きにくくなって、クラクラと音を立てる鍋なべに目を向けた。

「そっちの鍋では、なにを煮てるんだ？」

「フキと油あぶら揚あげを炊いてるんだ。ひば姉ねえの好物なんだよ」

　桜井君は鍋の落としブタ代わりの、アルミホイルの端はしを持ち上げる。

「会長って、けっこうシブいのが好きなのか」

「基本は和食だね。ほっとくと肉や油ものをとらないから、気をつかうよ」

　へえ、そうなんだ。八や奈な見みと足して２で──いや、４で割るくらいでちょうどよさそうだ。

「ひば姉のお世話をできるのも、体育祭で最後だからね。その前に生徒会選挙もあるし、お弁当くらいは作ってあげようかと」

　──お世話をできるのもあと少し。

　３年生の多くは進学でこの町をはなれる。

　いまは同じ校こう舎しやに通っている生徒たちも、それぞれ違ちがう道を歩み始める。

「会長はやっぱ、卒業したら豊とよ橋はしを出るんだ」

「将来に向けて東京に行くってさ。僕もそろそろ──」

　少しさみしそうな口調で続けようとすると、




「桜井くーん。はい、あーん」




　料理部の女子が、突然割りこんできた。

　華はなやかな外見の女生徒が、木き匙さじを桜井君の口元に差しだしてきた。

　桜井君は気き負おうでもなくそれを口にすると、笑顔で頷うなずく。

「冷れい製せい茶わん蒸むしですね。このダシ、昆こん布ぶと鰹かつおの合わせですか？」

「うん、ちょっと手間かけてダシ引いてみたの。今度教えてあげる」

「楽しみにしてますね」

「よければ今夜ウチくる？　親いないよ」

「それは悪いので遠えん慮りよしときます」

　女生徒はひと笑いすると、ヒラヒラと手を振ってその場を離はなれる。

　桜さくら井い君は軽く手を振り返すと、ニンジンを取りだし──。

「えっ、いまのなに?!　二人つきあってるの?!」

「違うって。料理部の副部長さんで、ここを使えるように話をしてくれたんだ」

　へえ、そうなんだ。あの人が家庭科室を使えるように手を回してくれたのか……そうか……。

「いや、あーんと関係ないよね。普通、つきあってないとやんなくない？」

「そんなことないって。料理部は男子いないし、面白がってるだけだよ」

　苦笑いをする桜井君。ちなみに俺も男子だ。

「正直、温ぬく水みず君が馬ば剃そりちゃんを手伝ってくれると安心だな。彼女、男子の知りあいは僕たちくらいしかいないからね」

「もし俺が断ったら、どうなるんだ？」

「先生が候こう補ほの男子を紹しよう介かいしてくれると思うよ」

　桜井君はこともなげに言うと、コンロの火をとめる。

「ツワブキは生徒会活動が活かつ発ぱつなわけじゃないからね。毎年、立候補者が０にならないよう、先生たちがうまくやってくれてるんだ」

「じゃあ俺が手伝わなくてもいいんじゃないか……？」

「馬剃ちゃんが相手とうまくいけば──だけどね。でも、最後まで一緒に仕事をして彼女を悪く言う人はいないよ。相手のために親しん身みになる子だから」

「よく見てるんだな」

「まあね。生徒会は４人だけだし、同じ２年生だから」

　ニンジンの皮をむいていた桜井君の包ほう丁ちようがとまる。

「いまの生徒会はどうしてもひば姉ねえの存在が大きいし、僕らの助けを借りないのは彼女なりに考えがあるんだと思う。だから僕も手を出さない」

　桜井君はキッパリ告げると、再び包丁を動かす。

　天愛星ていあらさんの件、これ以上掘り下げる雰囲気じゃなさそうだな……。

　俺は気持ちを切り替えようと、皮をむいたニンジンを手にとる。

「なにか手伝おうか」

「じゃあそれを薄切りにしてくれるかな。そこのピーラー使ってよ」

「了解。今日はなに作る予定？」

「ゴボウのキンピラとインゲンの胡ご麻まあえかな」

　二人で黙々と作業をしていると、背後でキャイキャイと黄色い声がする。




「桜さくら井い先輩、お取りこみ中すいませーん！」「ませーん！」




　次に声をかけてきたのは、初うい々ういしい雰囲気の女子３人組だ。

　モジモジとうつむいている真ん中の子を、左右の女子がしきりにうながしている。




「ほら、はやく言いなって」「なってー」




　両横の友達に押されて、モジモジ女子がズバッと小さな包みを差し出した。

「あのっ、桜井先輩！　これ作ったんで食べてください！」

　その子の手には、綺き麗れいにラッピングされたマドレーヌ。

「ありがとう、あとでいただくね」

「い、いつも応援してます！」

　黄色い悲ひ鳴めいをあげながら逃げだす３人の１年女子。

「…………いまのなに？　特とく殊しゆイベント発生した？」

「ええと……僕は男っぽくないから、からみやすいのかな」

　なるほど、俺も男らしくないとよく言われる。後輩女子に味見は頼まれないけど。

　格かく差さ社会について考えていると、桜井君が静かな口調で話しだす。

「……この１年間を大切にしようと思ってたんだ」

　包丁を握る手を止めて、俺にだけ聞こえる声で話し続ける。

「僕にとっての生徒会は、馬ば剃そりちゃんと夢ゆめ子こさん、それにひば姉ねえで全部なんだ。だから、これでおしまい。選挙の結果を見届けて、体育祭が終わったら勉強に専念するよ」

　桜井君は俺をチラリと見てから、少し気まずそうに口を開く。

「ごめんね、役に立てなくて」

　こっちこそゴメン──そう言いかけて、俺は苦笑いを返す。

　正直に言えば、俺は桜井君に天愛星ていあら問題をぶん投げようとしたのだ。

　それを笑顔で逆に謝あやまられたのだから、完敗という他ない。

　……そりゃあ桜井君、モテるよな。

　俺は妙みように納得しながら、無言でニンジンを削けずり続けた。
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　自転車通学にもすっかり慣なれた。

　１年生まで乗り降りしていた東ひがし八はつ町ちようの電でん停ていを視界の端はしにとらえながら、愛車で夕方の街を走り抜ける。

　陽がかたむくと肌はだ寒ざむさを感じていた風も、いまはむしろ心ここ地ちいい。

　桜さくら井い君のお手伝いを終えた俺は、天愛星ていあらさんと会わないよう、まっすぐに帰宅していた。

　最近、西校舎の暗がりには天愛星さんが出しゆつ没ぼつするため、近付かないと決めているのだ。

「ただいまー」

　玄げん関かんのドアを開けた俺は、キチンと並べられた見慣れない靴くつに気付いた。

　……さて、このパターンはどれだろう。黒光りする革靴は女性モノだが、文芸部ガールズのものではない。佳か樹じゆの友人か、家庭訪問あたりだろうか。

　深く考えずにリビングの扉を開けた俺の目に映ったのは──佳樹と並んでキッチンに立つ、エプロン姿の天愛星さんだった。

「っ?!　なんで天愛星さんがここにいるの？」

　俺の当然の問いかけに、佳樹がたしなめるような視線を向けてくる。

「お兄様、馬ば剃そりさんは佳樹のお客さんですよ。一緒に料理をする約束をしてたんです」

「温ぬく水みずさん、お邪じや魔ましてます。それと下の名前で呼ばないでください」

　天愛星さんが佳樹と料理……？　このタイミングで？

　平静を装よそおいソファにカバンを置きながら、横目で二人の様子をうかがう。

　両手にかつお節と昆こん布ぶを持って熱ねつ弁べんする佳樹と、しきりに頷うなずきながらメモを取る天愛星さん。

　料理の話をしているのは間違いないようだが、油断は禁きん物もつだ。

　注意深く様子をうかがっていると、玄関のチャイムの音が鳴った。

　佳樹はエプロンで手を拭ふきながら扉に向かう。

「佳樹が出てきますね。お兄様、馬剃さんのお相手をお願いします」

　相手？　もう高２なんだし放っておいてもいい気がするが、無視するのもなんだしな。

　俺は天愛星さんの隣に並ぶと、湯ゆ気げを立てる鍋をのぞきこむ。

「……味み噌そ汁しる？」

「ええ。味噌汁ひとつ作れない女と、思われたくありませんから」

　そう言うと、鍋の昆布をジッと見つめる天愛星さん。

　３月の会長宅での合宿、ダシを取り忘れたのをまだ気にしてるのか……。

「あの味噌汁も美お味いしかったよ。赤あか味み噌その味がダイレクトに伝わるというか、すごく赤味噌で」

「それ、ほめてませんよね？　はい、味見してください」

　天愛星さんは素っ気なく、小皿を俺に突きだしてくる。

　プレッシャーを感じつつ口にすると、慣れ親しんだ味が舌に広がった。

「うん、いい味だよ。いつもの昆布使ってるから、佳樹と同じ味がする」

「──お兄様、同じ材料を使えば同じ味になるわけではありません」

　そう言いながら戻ってきたのは佳か樹じゆだ。

「素そ材ざいの扱いかたひとつで、ぜんぜん味が違ってきます。それが家庭の味なんです」

「そういうものか。それにしてはいつもの味に近いけど」

　佳樹は足早に冷蔵庫に歩み寄ると、麦むぎ茶ちやを取りだす。

「なんといっても佳樹直じき伝でんですから。くりかえせば、馬ば剃そりさん一人でも温ぬく水みず家の味が出せるようになりますよ。いつでもお待ちしています」

「はいっ?!」

　お玉を片手に、ビクリと震ふるえる天愛星ていあらさん。

「い、いえ私っ、そういうつもりで習ったわけでは！　確かに温水さんがいつも食べている味は気になり──えっ、私、嫁よめ入いりするんですかっ?!」

　いや、だれもそんなこと言ってない。相変わらずこの人、情じよう緒ちよ不安定だな……。

「ええと、違うから安心して──」

「あれ、馬うまちゃんじゃん。なんでいるの？」

　突然の声の主は焼やき塩しおだ。

　タンクトップにショートタイツ姿。タオルを首にかけながらリビングに入ってくる。

「今日は馬剃さんと二人でお料理なんです。焼塩さんどうぞ」

「ありがと、佳樹ちゃん」

　渡されたグラスの麦茶を一気に飲み干すと、満足そうに溜ため息いきをつく。

「はー、染みるなー。じゃあシャワー借りるね」

「はい、タオル出しときましたから」

　ヒラヒラと手を振って出ていく焼塩。

　うちが仮部室になって以来、よくうちでシャワー浴びてくよな……。

「馬剃さん、鍋が沸ふつ騰とうしてるけど大丈夫？」

「えっ、あっ、あの、なんで焼塩さんがこの家でシャワーをあびるんですか?!」

　なんでだろ。俺にも分からん。

「あー……そこにうちがあるから、かな」

「だからって普通、男子の家でシャワーとか浴あびませんよね?!　もしかしてお二人、そういう仲なんですか?!」

「そうなんですか、お兄様！」

　なぜ佳樹まで興奮してるんだ。

「最初にシャワーを勧めたのは佳樹だろ。ほら、鍋の火を消さないと」

　俺はコンロのスイッチを切ると、二人を無視してダシの味見をする。

　佳樹にくらべると、わずかに舌に雑ざつ味みが残るが──これも意外と悪くないな……。
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　ようやくキッチンを逃げだした俺は、階段に向かいつつ脱だつ衣い所じよの扉をチラリと見る。

　シャワーの音は聞こえてこない。

　足を速めて扉の前を通りすぎようとすると、

「──ねえ、ぬっくん」

　焼やき塩しおが扉越しに声をかけてきた。

「な、なに?!」

　思わずきょどる俺に、焼塩はいつもの口調で話し続ける。

「体育祭、そろそろ練習始まるでしょ。ぬっくんはなんに出るの？」

　……体育祭？　なんでいまそんな話を。

「たしか、障しよう害がい物ぶつ競きよう走そうだっけな」

　なにげない口調で答えたが、タオルで身体からだを拭ふく音がなんかこう──とても気になる。

　扉一枚向こう側に、風呂上がりの同級生がいるのだ。こう見えて俺も、健けん全ぜんな男子だぞ。

「えーと、その話はまたあとで──」

「ねえ、あたしがなんに出るか聞いてくんないの？」

　なにそのめんどくさい彼女みたいなセリフ。

「じゃあ……焼塩はどれに出るんだ？」

「クラス対抗リレーと２００ｍ、それと応おう援えん合がつ戦せんだっけな。ぬっくんは応援合戦出ないの？」

　応援合戦か。クラス別で陽キャたちが踊ったり歌ったりするやつだよな。

「出ないって。自分たちの応援を自分たちでするっておかしくない？」

「なにそれ、考えすぎだって」

　ケラケラと笑う焼塩。

　俺がつられて笑うと、返ってきたのは焼塩の少しシリアスをまぶした声。

「──小こ鞠まりちゃんから聞いたよ」

　聞いたってなにを？　俺が問いかえすより早く、焼塩が言葉をつなぐ。

「ぬっくんがまた文芸部捨てようとしてるって」

「……焼塩がそれ言う？」

「えー、あれとこれとは話が別じゃん」

　そうか別なのか。焼塩が言うなら仕方ない。

「つまりだな、馬ば剃そりさんから会長選挙の推薦人になってくれって頼まれたんだよ。なかなか断りきれなくてさ」

「推薦人？　それだけなの？」

「それと、当選したら副会長になってほしいって──」




「ぬっくん、生徒会入るの?!」




　ガラッ。音を立てて洗面所の扉が開き、俺は慌てて目をそらす。

「ばっ!?　開けるなって！」
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「ちゃんと服着てるよ。ほら、タオル巻いてるでしょ」

　タオルは服じゃない。断じて違う。

　いやでも、本人がいいというのなら、少しくらい見てもいいのか……？

　理性と戦う俺にかまわず、焼やき塩しおがペタペタと裸足はだしで近付いてくる。

「ふーん、あたしが帰宅部に勧かん誘ゆうしたらすぐに断ったくせに、馬ちゃんの生徒会のお誘いは迷うんだ。ふーん」

「ちゃんと断ったって。なかなかあきらめてくれないだけで」

「断ったのに家まで来てご飯作るんだ。ふーん」

　視界の外で、焼塩がジリジリと距きよ離りを詰めてくるのが分かる。

　首くび筋すじにまとわりつく、風呂上がりのシャンプーと、焼塩自身の香り──。

「焼塩さん、怒ってらっしゃる……？」

「怒ってないけど？」

　あ、これは怒ってる。俺は妹がいるから、女心にくわしいんだ。

　俺は背中を向けたまま、ペコリと頭を下げる。

「ええと、すいませんでした。小こ鞠まりを不安にさせないように気を付けます」

「……んー、まあ今日のところはこのくらいにしといたげる」

　許ゆるされた。ホッとした俺の正面に、焼やき塩しおがヒョコリと回りこんできた。

「っ?!　風邪かぜひくから早く服着ろって！」

「だからちゃんと着てるって。そんなに意識されると照れるじゃん」

　少しは照れろ。裸ら身しんにバスタオル、想像以上にギリギリだぞ。

「ぬっくん、小鞠ちゃんのフォロー頼んだよ」

「分かったから！　早く戻って！」

　焼塩が脱衣所に戻ったのを確認すると、俺はホッと息をつく。

　なじみのないシャンプーの香りが、その場にまだ残っている。

　………。

　………………あれ。

「ひょっとして焼塩、自分のシャンプー持ちこんでる？」

「うん、チハちゃんにもらったやつ使ってるの。ぬっくんも使っていいよ」

　じゃあ俺の親も、見知らぬシャンプーに気付いてるはず──。

　……いや、これ以上考えるのはよそう。

　俺は心のモヤモヤを振りはらうように、階段を一気に駆けのぼった。
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　翌日の昼休み。俺はカレーパンと牛乳を片手に旧校舎の非常階段をおとずれた。

　今日は天気がいいし、気き候こうもいい。教室にいなければ、きっとここにいるはず──。

「あ、やっぱり」

　３階踊り場で、小鞠が柵さくにもたれながらバターロールを食べていた。

　俺の姿を見ると、驚いたようにパンを飲みこむ。

「ぬ、温ぬく水みずきたのか」

「ああ、ここに小鞠がいると思ってさ」

「うぇ……？」

　迷めい惑わくそうな小鞠にかまわず隣に並ぶ。

　半はん裸らの焼塩に頼まれたからには、小鞠のフォローをしなくてはならない。ギブアンドテイクというやつだ。

　俺は牛乳のパックを差し出しながら、用意していたセリフを口にする。

「えーと、うっかり牛乳ふたつ買っちゃってさ。小こ鞠まり、１個飲むか？」

「ま、間違えてふたつは買わないだろ」

　言いながら、牛乳を受けとる小鞠。

「言われてみればそうだな。次のセリフ考えていいか？」

「ひ、昼休みが終わるまでに、頼むぞ」

　ストローで牛乳をチュウチュウ吸う小鞠を見ながら、俺はカレーパンの袋を開ける。

　さて、どうやって切りだそうか……。

「小鞠、こないだ馬ば剃そりさんが部室に来ただろ」

「し、死ね」

　ツッコミが早い。

　とはいえ、小鞠がピリピリするのも仕方ない。

　焼やき塩しおの退たい部ぶ騒そう動どうの次は、問題児の新入生につきあって２週間の仮廃部。

　副部長の小鞠には心しん労ろうをかけてきた。ちなみに俺も大変だった。

「小鞠が心配するようなことにはならないって。俺は文芸部の部長だぞ」

「い、いつまでも立場に甘えるな」

「あ、はい。気を付けます」

　ふむ、これもダメか。

　仕方なく牛乳をチュウチュウ吸ってると、小鞠が横目でジロリと見上げてきた。

「や、焼塩になんか言われた、だろ」

「いやまあ、ちょっと」

　言葉に詰まってカレーパンをかじっていると、小鞠が小さく溜ため息いきをつく。

「お、お前がお人よしなのは知ってる。す、好きにしろ」

「生徒会選挙にかかわる気はないって。昨日だって、馬剃さんが勝手に家に来ただけだし」

「あ、あの女、家まで来たのか」

　え、焼塩から聞いてなかったの？　マズイ、墓ぼ穴けつを掘ほった。

「あー、妹に用があったみたいでさ。ほら、生徒会つながりで知り合いだから。それにうちには焼塩もいたからな？」

「や、焼塩もいたのか」

　小鞠の視線が、だんだんと生ゴミを見るそれになる。順調に育っていく墓穴。

「えーと、要するに安心してくれということだ」

「せ、節せつ操そうのないやつめ」

　言い捨てると、バターロールをモサモサと食い始める小鞠。

　気まずく俺もカレーパンを食べていると、小鞠がボソリとつぶやく。

「お、お前のことだから、どうせ最後には断りきれない、だろ」

「いや──」

「そんなことない、って言いきれるか？」

　……言いきれない。俺は黙ってカレーパンを食い終えると、ためらいながら口を開く。

「仮にだけど。仮にだぞ、俺が馬ば剃そりさんの推薦人になっても構わないのか？」

　小こ鞠まりは空になった牛乳のパックを掌てのひらでもてあそびながら、あきらめたような口調でつぶやく。

「せ、生徒会でもなんでも、好きにしろ」

「生徒会に入るつもりはないって」

「だ、だから、好きにしろ」

　……ま、信用がないのは仕方ない。われながら前ぜん科かが多すぎる。

　俺は踊り場の柵に肘ひじをつき、ボンヤリと遠くを眺める。

　広がる市街地の先に、見慣れた低い山が連なっている。

　少し見ないうちに山の緑が濃くなっている。週が明けたらもう６月。衣ころも替がえの季節だ。

　今年も夏が始まろうとしている。
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　その日の放課後。俺は学校からほど近いボドゲカフェDEJANAにいた。

　２階席のテーブルで、俺と向かい合っているのは──生徒会書記、志し喜き屋や夢ゆめ子こ。

　緩ゆるやかにウェーブした白茶色の長い髪。

　首をゆらりと揺らしながら、どこを見ているか分からない白い瞳を向けてくる。

「温ぬく水みず君の……番だよ……？」

「あ、はい」

　見つめていたことがバレないよう、急いでサイコロを振る。

　俺は茶色いクマの駒こまを動かしながら、盤ばん面めんの状況を確認する。

　いま遊んでいるのは二人用のすごろくのようなゲームだ。

　可か愛わいいクマとシロクマが主人公のファンシーな見た目にもかかわらず、フィールドに配置したチップやルールの使い方が勝敗を左右する、意外と知的なゲームなのだ。

　ちなみに俺が３連敗中である。

「そのチップいただきです。スタートに戻ってください」

「いいの……？　そんなことして……」

　コロリ。志喜屋さんが振ったサイコロの目は６。

「あれ、ひょっとして２０点チップとられました？」

「ナイス……アシスト……」

　上機嫌の志喜屋さんは、デコった指先でチップをつまむ。

　もちろん俺たちは、イチャイチャと放課後デートを楽しんでいるわけではない。

　ちょっと話がしたいと連絡したら、待ち合わせ場所がここになっただけなのだ。本当だ。

　俺はタイミングを見計らい、なにげなさを装よそおって口を開く。

「ええと、馬ば剃そりさんは最近どうですか」

「どう……って……？」

　シロクマの駒にのばした志し喜き屋やさんの手が止まる。

「最近、生徒会ではどんな感じかなって」

「私とお話……したかったんじゃ……ないの……？」

　ゆらゆらと揺ゆれながら、志喜屋さん。

　俺はなんとなく気おされながら、コクコクと頷うなずく。

「あ、はい。馬剃さんのことで先輩に相談したくて。それでお話できればと……」

　なんだろ、この微び妙みように不ふ穏おんな雰囲気。

　ビクビクしていると、志喜屋さんがカクリと首をかしげた。

「会長選挙の……こと？」

「はい、先輩が推薦人になるのを断られたって聞いて」

「うん……天愛星ていあらちゃんに……振られた……」

　悲しそうにユラリと揺れる志喜屋さん。

「どうして先輩が推薦人に立候補したか、聞いてもいいですか？」

「天愛星ちゃん……先生に紹介された人……断ったから……」

　ユラユラと揺れながら、細い指でシロクマの駒をもてあそぶ。

「だれか……手伝ってあげないと……落選……」

　しばらく揺れていた志喜屋さんが、俺に白い瞳を向けてきた。

「天愛星ちゃんに……頼まれたの……？」

「はあ、なんか俺に推薦人を頼みたいらしくて。断ってはいるんですが、なかなかあきらめてくれないんです」

　志喜屋さんの揺れが、いつの間にか収まっている。

「そう……なんだ……」

　沈黙。

　俺は居心地悪く、指先でクマの駒をつつく。

「天愛星ちゃん……君のこと……気に入ってる……から」

「それはあの、キャラというかＢＬ的なアレなんじゃ」

「否定は……できない」

　志喜屋さんがコトリと駒を置き、ゲーム再開。

　俺は気もそぞろにサイコロを転がしながら、会話を続ける。

「俺が応援演説なんてしたら、当選するものもダメになりますよ。先生がちゃんとした推薦人を連れてきてくれるなら、そっちのほうがいいに決まってます」

「応援したく……ないの……？」

　志し喜き屋やさんの白い瞳。

　俺はゆっくりと首を横に振る。

「彼女は真面目で仕事熱心だし、当選すればいいなって思います」

　少し迷い、言葉を続ける。

「生徒会活動に関心がないのに、知り合いってだけで推薦人をするのはどうかなって。それに正直、人前で演説とかちょっと──」

「それ……天愛星ていあらちゃんに伝えた……？」

「いや、そこまでは。やっぱり先輩が推薦人をできるように頼んでみましょうか？」

「多分……無理……」

　志喜屋さんは再びゲームの手を止めて、サイコロをじっと見つめた。

　長い睫まつ毛げが、風もないのにわずかに震える。

「私……構かまいすぎて……嫌われた……」

「ええとそんなことは」

　かける言葉に迷っていると、志喜屋さんが唐とう突とつに立ち上がる。

「温ぬく水みず君……こっち……」

「え、ちょっと先輩」

　言うなり手をつかまれ、部屋の片かた隅すみに連れこまれた。

「先輩、一体なにが──」

「しゃがんで……」

「あ、はい」

　言われるまま無人のテーブルの陰かげにしゃがみこむ。

　……なんか手、つないだままだな。

　志喜屋さんのきめ細かい肌の感触。

　じんわりと伝わってくる冷気が、次第に手の感覚を奪うばっていく。

「どうしたの……？」

「あの──いえ、なんでもありません」

　今日はわりと暑いし、冷たいほうがいいかもしれない。うん、熱中症は怖いしな。

　……横目でコッソリ、隣でしゃがむ志喜屋さんの様子をうかがう。

　いつもの無表情のまま、テーブルの上に顔だけ出す志喜屋さん。

　盛った睫毛が、まばたきを忘れた白い瞳を包んでいる。

　あたりにただよう大人っぽい甘い香りは、最近よくつけている香水だ。

　ぼんやり眺めていると、志し喜き屋やさんは腕時計にチラリと視線を送る。

「１７時……ジャスト……」

「だれかと待ちあわせでも──」

「静かに……頭下げて……」

　頭を下げつつ志喜屋さんの視線を追うと、一人のツワブキ女子が階段を上がってきた。

　姿を現したのは馬ば剃そり天愛星ていあら。落ち着かなげにフロアを見回すと、階段から一番近いテーブルに座る。

　背せ筋すじを伸ばして階段を凝ぎよう視ししているのは、誰かを待っているのだろうか。

「なんでここに馬剃さんが」

　小声でたずねると、志喜屋さんが少し得意げに答える。

「私が……呼びだしたから……」

「３人で話すのなら別に生徒会室でもよかったんじゃ」

「私と遊ぶの……イヤ……？」

「イヤじゃ──ないです」

　なんとなく照れくさくて、天愛星さんに視線を戻す。

　と、天愛星さんがおもむろにカバンからなにかを取りだした。

　小さな円えん盤ばん状のそれは、化け粧しようのコンパクトのようだ。

　フタを開けると、パタパタと粉こなを顔にはたきだす。

　……なんか昭和のご婦人みたいだな。

「俺たち、どうして隠れて見てるんですか？」

「天愛星ちゃん……来てくれたの……嬉うれしい……」

　ウキウキと小さく身体からだを揺らす志喜屋さん。

　そういえばこの二人、気楽にブラを外す間あいだ柄がらだっけ。

　よく分からないがこれもプレイの一環なのだろう。放ほう置ち＆鑑かん賞しようとかレベルが高いな……。

　大人の世界にドキドキしていると、いつのまにか天愛星さんがこちらをガン見している。

「天愛星さん、こっちを見てません？　すごい顔してますが」

「この瞬間が……たまらない……」

　なるほど、大人の世界だ。

　感心していると、天愛星さんが早足に歩み寄ってくる。

「二人ともいたんですか?!　なんで声をかけてくれなかったんです？」

「お化粧の……邪魔かなって……」

　ふらりと立ち上がった志喜屋さんは、天愛星さんの身体に腕を回すと、鼻が触れるほど顔を近付ける。

「お化粧下手なの……可愛すぎ……校則違反……」

「そんな校則はありま──って、私お化粧が下手なんですかっ?!」

「そこが……可か愛わいい……」

「頰ほおずりしないでください！」

　ふむ、この二人の間にはさまるのはヤボという他ない。

　俺は席に戻り、すっかり冷めたコーヒーをすする。

　舌に広がる、苦みと酸味のハーモニー。

「ちょっと温ぬく水みずさん、見てないで助けて──ちょっ、どこ触ってるんですか！」

　絡からみあう二人を見ながら、俺はもう一口コーヒーを口に含む。

　冷めたコーヒーと──百ゆ合りはよく合う。
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「なんなんですか?!　なんなんですかあなたたちは！」

　天愛星ていあらさんは、コーヒーをスプーンでかき混ぜながら、俺をジロリとにらみつける。

「しかも私を呼び出した本人は、満足して帰ったとか、どういうことですか?!」

「俺に言われても……」

　そう。志し喜き屋やさんが帰ってしまったので、俺一人で天愛星さんの怒りを受けとめる羽目になったのだ。俺、悪くないのに。

「温ぬく水みずさんは止めてくれないし、なんでのんきにスマホなんていじってたんですか」

「動画を撮ろうと──じゃない。志し喜き屋や先輩と天愛星ていあらさんは、あと腐くされのない大人の関係でしょ？　邪魔しちゃ悪いかなって」

「違いますけどっ?!　それに下の名前で呼ばないでください！」

　プンスカ天愛星さんは、ミルクと砂糖３杯を溶かしたコーヒーをグイと飲む。

　しばらくたって、糖分とカフェインでようやく落ち着いたのだろう。音を立ててカップを置くと、天愛星さんはコホンと咳せき払ばらい。

「それであの……改まって話とはなんですか？」

　……ん？　なんの話だ。

「俺、馬ば剃そりさんが来るなんて知らなかったんだけど」

「私は志喜屋先輩からそう聞いてここに来たんですが」

　え、どういうこと。つまり志喜屋さんは俺をダシに、天愛星さんをここに呼びだしたのか？

　戸と惑まどう俺の耳に、ガラスが割れる甲高い音が届く。

「なんですかこの音」

「ああ、志喜屋先輩から着信だ」

　スマホを見ると、通知画面に１件のメッセージが滑りこんできた。




　──クリスマスのお返し




　……やられた。

　俺は思わず天をあおぐ。去年のクリスマスイブの夜。俺は志喜屋さんを月つき之の木き先輩と会わせるために、イルミネーションをダシに呼びだしたのだ。

　つまりこれは、その時の意い趣しゆ返がえしということか。

「温水さん、独りで完結しないでください。なにがあったんです？」

「ええと、つまり俺は志喜屋先輩に恨うらみをかっていて。これはその仕返し的な」

「恨みを買うって、あなたなにをしたんですか」

　うんまあ、色々と。俺は曖あい昧まいにごまかすと、空になったコーヒーを飲むフリをする。

　志喜屋先輩が俺たちを二人で向かいあわせた意味。

　俺はそれを考えながら、口を開く。

「ええと、生徒会選挙の件だけどさ」

「あ、はい」

　言葉をいったん切り、天愛星さんの様子をうかがう。

　天愛星さんは背せ筋すじをのばし、言葉の続きを待ち構えている。

　──志し喜き屋やさんの申し出を断った意味。それを聞こうとして、俺は思いとどまる。

「俺は文芸部の部長だし、生徒会にかかわる気はないんだ。推薦人になるのも、生徒会に興味がない人間が形だけでするのは違うと思う。それに俺は──」

　俺は自じ嘲ちよう気味に笑おうとして、ひきつった表情になってしまう。

「人前で話をするのは苦手なんだ」

　俺の言い分を黙って聞いていた天愛星ていあらさんは、なにかを言いかけて、深く溜ため息いきをついた。

「……分かりました。もう、無理は言いません」

　あれ、そんなあっさりあきらめてくれるんだ。

　拍ひよう子し抜ぬけしていると、天愛星さんはなにげない仕し草ぐさでスマホをテーブルの上に置いた。

　パッと明るくなった待ち受け画面に映っていたのは、いわゆる美少女のイラスト──そのものではなく、美少女キャラのグッズ写真だ。なぜそんなものを天愛星さんが……？

　思わず二度見した俺は、次の瞬間、椅い子すから身体からだを浮かせていた。

「えっ、それ『ギリギリアウトな娘たち』のチカピョンの店頭ポップ?!　なんで馬ば剃そりさんが？」

「親しん戚せきで商売をしてる人がいて、販はん促そく用ようのグッズ──というやつですか？　よくくれるんですよ。子供だから、アニメや漫画が好きだろうって」

　天愛星さんはすまし顔で、スマホを俺の前に押し出してくる。

「私、こういうのはよく分からないので、好きな人にお分けできればと思うのですが」

「なら……っ！」

　ガタガタッ。テーブルに身を乗りだした俺は、一瞬迷ってからゆっくりと椅子に座りなおす。

「ええと……そうなんだ。欲しがる人が見つかるといいね」

「あら、いいんですか？　温ぬく水みずさん、これによく似たキーホルダーをつけてた気がしたので」

「そうだっけな。よく似たキャラは多いからね」

　俺は思わずカバンの位置をずらす。

　よく似た──どころじゃない。俺のカバンについているラバーストラップはチカピョンだ。

　つまり馬剃さんは、俺の推おしキャラを知ったうえで仕掛けてきたのだ。安易に乗るわけにはいかない。

　…………。

　………………いやでも……少しくらいは話を聞いてもいいかな……。

　天愛星さんのスマホをチラチラ見ていると、天愛星さんがクスリと笑う。

「これをあげるから、推薦人になってください──」

「っ！」

「なんて言いませんよ。欲しい人がいれば、お譲りします」

「えっ、いいの？」

　口にした瞬間──俺は敗北を悟さとった。

　天愛星ていあらさんの口元に、面白がるような笑みが浮かぶ。

「構いませんが、私も少し愛あい着ちやくがわいてきまして。無理のない範はん囲いでお返しをしていただけると嬉うれしいかなって」

　くっ、やはりそうくるか。身構える俺に向かって、天愛星さんはなにげない口調で告げる。




「私にまた勉強を教えてくれませんか？」




　……え、勉強？　そんなんでいいの？

　拍ひよう子し抜ぬけする俺に向かって、天愛星さんは少し気まずそうな顔をする。

「先日のテストも、結果があまりかんばしくなくて」

「俺も最近、成せい績せきは落ち気味だけど。それでもよければ」

「ええ、温ぬく水みずさんの教えかたは分かりやすいので助かります」

　そう言われると悪い気はしない。

　だけど生徒会選挙の件、そんな簡単にあきらめてくれるのか……？

　微妙にひっかかっていると、天愛星さんが目をそらしながらたずねてくる。

「志し喜き屋や先輩からの着信、音を変えてるんですか？　さっきのガラスが割れる音」

「ああ。誰から連絡がきたのか見なくても分かるし。設定しておくと、いろいろと便利だよ」

　例えば小こ抜ぬき先生の着信音の場合、あえてメッセを見ないという選択ができるのだ。

　と、天愛星さんがおもむろにスマホをいじりだす。




　──チリン。




　俺のスマホから着信音。

　画面を見ると、天愛星さんから空白のメッセが届いている。

「なにこれ？」

　謎の行動に戸と惑まどっていると、天愛星さんはつまらなそうな顔でスマホをカバンにしまう。

「私の着信は初期設定のままなんですね」

「いやまあ、そうだけど」

　なんだなんだ。急になんか機嫌が悪くなったぞ。

　天愛星さんはスカートをはたきながら立ち上がる。

「では明日の土曜日、午後からあけておいてください」

「明日って、急すぎない？」

「あら、なにか予定がありましたか？」

　予定──は特にない。

　俺が首を横に振ると、天愛星ていあらさんはニコリと笑って俺に背中を向けた。
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　その日の晩、俺は勉強机に数学の教材を並べると、腕組みをしながら見下ろす。

　明日の勉強会、どれを持っていこう。全部持っていくと本気感があってカッコ悪いし、あんまり少ないと間が持たなくなる可能性があるのだ。

　教科書とノートは鉄てつ板ぱんとして、参考書と問題集は厳げん選せんした一冊を選んで、と。

　カバンに入れると厚すぎずいい感じだし、次は服装チェックだ。

　床の上に並べたのは、襟えり付きの半はん袖そでシャツに、薄手のチノパン。もちろんすべて無地だ。

　最近、偶然の不幸が続いてガラ物の大半がダメになったので、無地の他に選せん択たく肢しはない。

「よし、バッチリ──」

「お兄様、明日はおでかけですか？」

　いつの間にか背後に立っていたのは、妹の佳か樹じゆだ。

「ああ、ちょっと駅のほうまで」

「あら、図書館でお勉強ですか」

　カバンをチラリと見ながら、佳樹。

　明日は天愛星さんと駅前の精せい文ぶん館かん書店で待ち合わせて、勉強会の会場に移動する。

　後ろ暗いことはないが、佳樹にバレると面倒だな。うん、面倒だ。

「ええとまあ、ちょっと買い物に」

「……どなたかとお勉強会ですね」

　佳樹がボソリとつぶやく。

「え、いや」

「ひょっとして女性の方ですか?!　まさか相手のご自宅でお勉強デートとか！」

「いやいやそんなんじゃないって。友達──そう、男友達と勉強するんだ」

　俺の口から出まかせに、佳樹は瞳を輝かせて首を横に振る。

「桜さくら井いさんは明日、親戚のキャベツの収しゆう穫かくを手伝うと聞きました。綾あや野のさんは塾じゆくですし、お兄様には他に一緒に勉強するような男友達はいません」

　佳樹、友達の話になると容よう赦しやがない。

「確かに男友達といえばその二人くらいだけど。なんで二人の予定を知ってるんだ？」

「先日、馬ば剃そりさんがいらした時に、お兄様の交友関係について話をうかがったんです。やっぱり女の方と勉強会ですね！　ひょっとして会長か志し喜き屋やさんですか？　それとも──」

「はい、そんなんじゃありません。そろそろ中学生は寝る時間だぞ」

「むー、佳樹はもう大人です」

　俺は抗こう議ぎの声を聞き流しながら、佳か樹じゆの肩を押して部屋から追い出す。

　……まったく、佳樹の野や次じ馬うま根こん性じようにも困ったもんだ。

　あれ、そういえば佳樹って綾あや野のと面めん識しきがないはずだよな。綾野と天愛星ていあらさんは顔見知り程度だし、朝あさ雲ぐもさんの連絡先は佳樹のスマホから削除したし──。

「俺、いつのまにか綾野の話をしてたかな……」

　やれやれ、自分の記憶もあてにならないな。

　俺はもう一度カバンの中身を確認すると、入れ忘れていたペンケースを押しこんだ。
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　天愛星さんとの待ち合わせ場所は、豊とよ橋はし駅前の精せい文ぶん館かん書店本店。

　指定された時間より早めについた俺は、ラノベとマンガの新刊チェックをすませると、１階の雑誌コーナーに向かった。１４時にそこで落ちあうことになっているのだ。

「まだ時間あるな……」

　ブラブラと情報誌コーナーを歩いていると、目の前に見慣れた人影が見える。

「あれ、温ぬく水みず君じゃん」

「八や奈な見みさん？　こんなところでなにやってるの」

　そう、雑誌を立ち読みしていたのは八奈見杏あん菜な。

　八奈見は読んでいた『まるっと三み河かわ食べ歩き』を俺に渡してくる。

「白しら玉たまちゃんに呼びだされたんだよ。タダ券あるから、一緒にスイーツバイキングに行きませんかって。はい、ちゃんと本開いて」

「二人って、一緒に出かけるほど仲良かったっけ」

「そうでもないけど、スイーツバイキングのタダ券だよ？　食べ放題だよ？」

　八奈見はファサっと髪をかきあげる。




「白玉ちゃんっていい子だよね！　私、誤ご解かいしてたよ」




　八奈見の信用、スイーツバイキング一回分。お手ごろ価格だ。

「それは楽しみだな。じゃあ俺はそろそろ」

「このカドワラって店、美お味いしそうじゃない？　ラーメンに大だい根こんが入ってるんだって。食べたらヤセるかな」

「そうかもね。あの、俺」

「うずら玉子のみたらし漬けも美味しそうだよね。あ、次のページお願い」

　……雑誌を人に持たせて立ち読みしないでほしい。

　言われるがままにページをめくりつつ、俺はチラチラとあたりを見回す。

　そろそろ馬ば剃そりさんが来るんじゃないかな。二人で会うのが秘密ってわけじゃないが、選挙の件でゴチャついてるこのタイミングで見られるのは面倒だな……。

　落ち着かなくキョロキョロしてると、雑誌をのぞきこんだまま八や奈な見みがボソリとつぶやく。

「ねえ、やっぱ馬剃さんの推薦人になるつもり？」

「ちゃんと断ったよ。分かってくれたと思う。多分」

「ふうん。さっきから周りを気にしてるけど、誰かと待ちあわせてるのかな？」

「あ、いや、俺は新刊チェックに来ただけで──」

　八奈見は俺の手から雑誌を取り上げると、俺にジト目を向けてくる。

「……誰と？　温ぬく水みず君、文芸部以外に友達いたっけ」

「いるぞ？　ほら、綾あや野のとか桜さくら井い君とか」

「その二人と会うんだ」

「えーと、その」

　まずい、八奈見が完全に俺を疑うたがっている。

　八奈見の視線から逃のがれようとする俺の鼻を、フワリと甘い香りがくすぐった。

「あれ、部長さんですか？」

　その声に振り向くと、紺こんと白の水玉ワンピに身を包んだ白しら玉たまさんが立っていた。

　短いスカートから、形のよいヒザがのぞいている。

　俺から離れると、いきなり白玉さんをハグする八奈見。

「白玉ちゃん！　きょうは誘ってくれてありがと！」

「私も先輩が一緒で嬉うれしいです」

　白玉さんは八奈見のハグから抜けだすと、俺に向かって可か愛わいく首をかしげてみせる。

「部長さんも行きますか？」

「え？　いや俺はちょっと用事──ってほどじゃないけど、用があって」

「あれれ、振られちゃいました」

　白玉さんは冗談めかしてそう言うと、小さなハンドバッグからチケットを２枚取りだす。

「八奈見先輩。私、注文してた本を受け取ってから行くので、先に入ってもらってていいですか？　私もすぐに行きますから」

「いいけど。一人で先に食べるなんて、なんか気が引けるな」

　先に食べると気が引ける。八奈見にそんな感情あったんだ。

　新鮮な驚きに包まれていると、白玉さんは可愛く両手をあわせる。

「すいません、予約時間に遅れるとキャンセルになっちゃうので。早く行かないと、人気のローストビーフがなくなるかもしれませんよ？」

「ローストビーフもあるの?!　分かった、先行ってるね！」

　お手ごろな上に話が早い。八や奈な見みはチケットを受け取ると、待ちきれないとばかりにガラス戸を押し開けて、外に出ていった。

　小さく手を振って八奈見を見送った白しら玉たまさんが、クスリと笑う。

「喜んでもらえてよかったです。急いでチケットを用意した甲か斐いがありました」

「あれ？　タダ券があったんじゃ」

「そうでした。はい、そのとおりです」

　白玉さんはクルリと俺を振り返る。

「最近私、佳か樹じゆちゃんと連絡先交換したんですよね」

「佳樹と？」

　突然の話題変更に面食らう。

　俺の見立てだと、二人は犬けん猿えんの仲なかのはず。いったい二人の間になにが……？

「そうなんだ。いつの間に佳樹と仲良くなったの」

　白玉さんはそれには答えず、ニコリと微ほほ笑えむ。

「佳樹ちゃんって可か愛わいいですよね。お兄様のことになると、すぐムキになっちゃうし」

「はあ……」

　白玉さんは後ろ手に指を組み、前かがみの姿勢から俺を見上げてくる。

「ほーんと、可愛い。カマをかけてるつもりが、全部バレバレなところとか。待ち合わせ場所まで口を滑らせちゃうんだもん」

「えーと、なんの話……？」

「さて、なんの話でしょう」

　白玉さんは身体からだを起こすと、俺の背後に視線を送る。

「……ふうん、副会長さんですか」

「え」

「八奈見さんには見られたくないんですよね。私は気にしませんけど」

　一体、なんの話──いや、白玉さんはどこまで知ってるんだ？

「あの、ひょっとして俺がここにいるって知ってて──」

「それじゃ私、行きますね。お邪魔虫にはなりたくありませんから」

「え、ああ、それじゃ」

　白玉さんは怖おじ気けづく俺の横を通りすぎざま、耳元で小さくささやいた。




「部長さん──私こう見えて、都合のいい女ですよ？」
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　合流してからなぜか無言の天愛星ていあらさんは、やけに早足だ。

　雑誌コーナー横のガラス扉からときわ通りに出て、クレープ屋の行列を横目にアーケードの奥に進む。俺はようやく追いつくと、天愛星さんの隣に並んだ。

「ええと、怒ってる……？」

「別に怒ってはいませんよ。勉強会にあの二人も招待したのかと、少し驚いただけです」

「誰にも言ってないって。あれは単にからまれてただけだし」

　天愛星さんは無言で頷うなずくと、アーケード端のチョコレートショップを背に角を曲がる。

　しばらく歩くと、安心したように胸に手を当てて息をついた。

「ふう……ここまでくれば、大丈夫でしょう」

「え、大丈夫って？」

「あのあたりは人目に付きますからね。最近、ちょっと周りがうるさいので」

　天愛星さんはあたりを見渡すと、一歩距離をつめてくる。

「……温ぬく水みずさん、鳥を見る会ってご存じですか？」

「盗み撮り写真を売って、廃部になったとこだよね」

「正式には無期限の仮廃部ですが。会長のおとりなしで、新聞部として活動継けい続ぞくが認められたんです」

「うちの学校、新聞部なんてあったっけ」

「いいえ。なので彼らが新聞部としてツワブキに貢こう献けんをして、鳥を見る会の復活につなげてほしいとの、会長のご慈じ悲ひだったんですが……」

　鳥を見る会、そうまでして残す必要があるのだろうか。

「で、その新聞部がどうかしたの？」

「ゴシップ誌のマネゴトみたいなことを始めて、選挙関係者をつけ回しているんです。同好会は生徒会の管かん轄かつではないから、口も出せませんし」

　額をおさえ、溜ため息いきをつく天愛星さん。

　同じ鳥好きとしておわびしたいが、たぶんそいつらは鳥とか好きじゃない。

　彼女と並んで歩きながら、俺は周りを観察する。

　広ひろ小こう路じ通どおりからアーケードを北側に抜けると、とたんに人通りが少なくなる。

　とはいえ閑かん散さんとしているわけではない。かつては商店や事務所が連なっていただろう通りには、当時の雰囲気を残したまま、住宅が並んでいる。

　商店だったころの名残を残した建物や、中にはそのまま営業を続けている店もある。

　建物の間にときおり真新しい飲食店の姿もあり、緩ゆるやかに息づきながら移りゆく街の姿がそこにあった。

　天愛星さんの足取りに迷いはない。この周辺にはくわしいのだろう。

「馬ば剃そりさん、勉強会はどこでするの？」

「あら、説明もしなくてすみません。私の家がこの近くなので、そこに向かっています」

　へえ、この近くに天愛星ていあらさんの家があるんだ。そこで勉強会……天愛星さんちで……。

「へっ?!　家に行くの？　いまから？」

「両親は出かけているのでお気遣いなく──って、そういう意味ではありませんからねっ?!　弟がいますから、変な気を起こさないでください！　それに──」

　天愛星さんは顔を赤くしながら付け加える。

「弟には彼女がいますから！」

　なんの念押しだ。

　でも家族がいるとはいえ、異性の家に上がりこむなんて許されるのか……？

　ラブコメならイベント発生待ったなし、大人なゲームの世界なら、差分付き画像大量ゲットのチャンスだぞ。

「いやでも、画像コンプリートのためなら……？」

「温ぬく水みずさん、さっきからなにブツブツ言ってるんですか」

　おっと、いけない。つい大人の世界に入りこんでいた。

　我にかえって周りを見ると、どことなく見覚えのある場所だ。この地面の石畳は……。

「ここって花はな園ぞののあたりだっけ」

「ええ。ご存じなんですか？」

「この先のスーパーによく来るから、たまに通るよ」

　この界かい隈わいは古い商店街だ。

　商店街といってもほとんどシャッターが下りていて、開いている店は年々減っている。

　その中に真新しい、大きな建物が目に入った。

「こんなところにマンションなんてあったっけ」

　前を通りすぎようとしていた天愛星さんは、足を止めて建物を見上げる。

「最近建ったんです。ここに住んでいた方も、みなさん引っ越されました」

「へえ、そうなんだ」

「私の祖父母の代まではこの商店街もにぎわっていたそうですが。仕方ありません」

　抑よく揚ようのない口調でそう言うと、再び歩き出して角を曲がる。

「私の家はすぐそこ──」




「あら、天愛星ちゃんじゃない！」




　天愛星さんの声を軽く押しつぶしてきたのは、恰かつ幅ぷくのいいおばさまの声だ。

　一瞬たじろいだ天愛星さんは、ペコリと頭を下げる。

「道みち重しげさん、こんにちは」

「あら、どうしたの。いつもはおばちゃんって呼んでるのにかしこまっちゃって」

「いえあの」

「おばちゃんさびしいわー、天愛星ていあらちゃんすっかり大人になっちゃ……って……？」

　道みち重しげのおばちゃんは、ようやく俺に気付いたのだろう。目を丸くする。

「あらー、あらあら！　天愛星ちゃん？　あらー」

「ち、違います！」

「うんうん、そうよね。違うよね。おばちゃんにもそんなころあったのよ？　いまのお父さんとは違う人だったりね。これ秘密だから」

「でっ、ですから違いますからね?!」

「分かってる分かってる。おばちゃん、ぜーんぶ分かってる。おじゃましてごめんなさいね」

　みなまで言うなとばかりにコクコク頷うなずくと、道重のおばちゃんは笑顔で通りすぎる。

　なぜか俺に親指を立ててから。




「天愛星ちゃんもすっかり大人に──これからなるのかしら。あらあら……」




　近所のおばちゃんの破壊力、天愛星さんが両手で顔を覆おおってプルプル震ふるえるのも仕方ない。

　……八や奈な見みも将来、あんな風になるのだろうか。
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　馬ば剃そり家は道重夫人遭そう遇ぐう地点からすぐ近く、道路に面した３階建ての建物だ。

　１階部分はかつては店てん舗ぽだったのだろう。道側がガラスになっている。

　天愛星さんはガラスの引き戸を開けると、先に入って俺を手招きした。

　中に入ると店舗部分は薄暗く、周りの棚には衣装ケースや段ボールが山積みになっている。

「すみません、散らかっていて」

　恥ずかしそうに言うと、部屋の奥に進む天愛星さん。

「そんなことないって。ここ、昔はなんの店だったの？」

「祖父の代まで、徽き章しようを商っていたんです」

「キショウ？」

「ええと、バッジやトロフィー、垂たれ幕まくとか───そういったものを扱っていました。競きよう合ごうに勝てずに店を畳たたみましたが」

　へえ、そういう商売があるんだな。

「あ、それで天愛星さん、制服に名札付けてるんだ」

「いえ、校則だからです。それと下の名前で呼ばないでください」

　天愛星ていあらさんはさらりと流すと、奥の扉を開ける。

　扉の裏は靴を脱ぐスペースになっていて、一段上がったところが住居になっていた。

　上がってすぐ右に２階へと続く階段。正面は居間だ。

「私の部屋は３階です。靴はそこで脱いでください」

「あ、はい。そうさせていただきます」

　……思わず敬語になろうというものだ。

　生活感あふれた女子の家。しかもさほど親しくない相手だというのが、かえって趣おもむき深ぶかい。

　急な階段を３階まで上がると、廊下沿いに扉が二つ。

「貴たか司しー、あなたちゃんとカバン片付けなさい」

　天愛星さんは声をかけながら、ひとつ目の扉を通りすぎる。

　家ではお姉ちゃんしてるんだ。そして弟さん、普通の名前でよかったな。

「なにもない部屋ですが、どうぞ」

　おずおずと天愛星さんが招き入れてくれたのは、畳敷きの６畳間。

　目立つ家具はベッドに勉強机、本棚とちゃぶ台くらいか。昔ながらのシンプルな和室だ。

　女子高生の部屋にしては飾り気がないが、ちゃぶ台の下に敷かれているラグやカーテンが薄いピンク色なのが実にいい。

　素っ気なさの中に見え隠れする、さりげない女の子感がいい仕事をしているのだ。

「どうぞ、そこの座布団に座ってください」

「あ、はい」

　俺はぎこちなく座布団に正座する。

　緊張するのも仕方ない。なにしろ『女子の部屋』に入るのは初めてなのだ。

　小こ鞠まりの部屋は弟妹と同室の上、非常事態だったし、数には入れないことにする。

　天愛星さんは俺の向かいにちょこんと座り、ソワソワと前髪をいじりだす。

「じゃ、じゃあ、始めましょうか」

「あ、ああ……そうしよう」

　勉強するだけなのに、なんだこの空気。

　俺たちは無言のままモソモソと教科書を取りだす。

「ええと……今日も数学を教えてもらっていいでしょうか。私、どうも数列が苦手で」

「ちょうどいい、それなら俺も苦手だよ」

　俺が適当に答えると、天愛星さんがクスクスと笑いだす。

「なにもちょうどよくありませんよ。じゃあ一緒に勉強しましょう」

　よく分からんが受けたようだ。内心ホッとしながら、教科書を開く。

「そういえば先日のテスト、どうだったの」

「改善の気け配はいがそこかしこに見られるといいますか。数字より悪くはありません」

　グッとこぶしを握り締める天愛星ていあらさん。うん、ポジティブなのはいいことだ。

　──勉強会が始まって３０分ほど経たったころだろうか。

　答え合わせを終えて顔を上げると、天愛星さんは真剣な表情で問題集を解いていた。

　ひっつめ髪に太い眉まゆ。首のホクロが白い肌にくっきりと浮かんでいる。

　意外と小さな顔は化け粧しようっ気がないようにみせかけて、週末は少しだけ装よそおって──。

「……私の顔になにかついてますか？」

　いつの間にか顔を上げていた天愛星さんが、怪け訝げんそうに首をかしげる。

「あー、いやなんでも。ちょっと気になっただけで……」

　モニョモニョとごまかすと、天愛星さんは楽しそうに身を乗りだす。

「えっ、なんですか。私こそ気になります」

「あーいや──本当に生徒会の勧誘じゃなかったんだなって」

　スッ、と天愛星さんの顔から笑顔が消える。

　……我ながらダメな返しをした気がする。

「場合によってはそのつもりでした。家に連れこんでしまえば、こちらのものですから」

　冗談か本気か分からない口調の天愛星さん。

　あれ、場合によってはということは。

「……そのつもりはなくなったってこと？」

「実は昨日で会長の立候補は締め切られたんです。そして夕方になっても、立候補者は私だけでした」

　いたずらを白状するような、そんな表情が見え隠れする。

「えっ、つまり会長選挙はないんだ」

「そうですね。所しよ信しん表ひよう明めいと信しん任にん投とう票ひようだけです。応援演説もありません」

　じゃあこれまでの騒ぎはなんだったんだ。

　というか昨日、ボドゲカフェで会ったばかりだよな……？

「昨日の夕方、なんで言ってくれなかったの？」

「ごめんなさい。一応、日付が変わるまでは確定ではないので、言いそびれました」

　そうなのか。怒るよりもホッとして、思わず口元が緩ゆるむ。

「……あら、ひょっとして少しは受けてくれる気になってました？」

「ああ、選挙を手伝うくらいはいいかなって思ってたとこだよ」

「ふふっ、いまとなってはなんとでも言えますね」

「言うだけタダだし」

　俺の軽口に、楽しそうに笑う天愛星さん。この人って、こんな風に笑うんだ……。

　しばらく笑いあった後、目元の涙をぬぐいながら天愛星さんが言う。

「いざとなったら、温ぬく水みずさんを説得するとっておきがあったんですが、必要ありませんでしたね」

「とっておきってどんなの？」

「いえ、そんな面白いものじゃありませんよ」

　笑いながらごまかす天愛星ていあらさん。

　……待てよ。俺はチカピョンの販促グッズをダシに呼びだされたはずだ。

　つまり、とっておきということは──。

「それ、見せてもらえない？」

「えっ、でも」

　俺が身を乗りだすと、思わずたじろぐ天愛星さん。

　この反応、かなりのレアグッズに違いない。

「天愛星さんのとっておき、すごい気になるんだ」

「あの、でもそんな、あらためてお見せするようなものでは……」

「そんなことないって。俺と天愛星さんだけの秘密で、誰にも言わないから」

「ひ、秘密……っ！」

　俺の熱意が通じたか。天愛星さんは唇を小こ刻きざみに震わせながら、上目遣いに頷うなずく。

「えーっと……ご期待にそえるかどうか」

　天愛星さんは机の引きだしからなにかを取りだし、後ろに隠したまま座りなおした。

　そんなに大きなグッズではなさそうだ。アクスタかなにかだろうか。

　俺が息をのんで見守る中──。

「じゃあ思いきって、やっちゃいます！」

　天愛星さんはそれを、おもむろに頭に装着する。

　そして両手を猫っぽく構えて、可か愛わいらしい口調で言った。




「私を応援してくださいにゃあ」




　…………。

　………………いきなりどうした天愛星さん。

　目の前の天愛星さんが頭につけているのは──猫耳カチューシャだ。
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　突然のフルスロットルに固まっていると、天愛星さんが首まで赤くなる。

「へっ……？　いやあの、そういうのではなくて！　そのっ、温ぬく水みずさんはこういうのがお好きかと思っただけで、私にそんな趣味は！」

「え、いや、確かに好きだけど──」

「好きなんですかっ?!」

　テンパリ天愛星さんがさけんだ瞬間──。

　バタン。いきなり部屋のドアが開いた。

「姉さん。俺、ちょっと出かけて──」

「貴たか司しっ?!」

　現れたのはオシャレジャージ姿のさわやか少年。佳か樹じゆと同じくらいの年ごろか。

　少年は姉の姿を見てしばらく固まっていたが、スルーすると決めたらしい。

　俺にペコリと一礼。

「あー……いらっしゃい。弟です」

「あ、どうもおじゃましてます。温ぬく水みずです」

　再び流れる気まずい空気。

　馬ば剃そり弟は姉を複雑な表情で見つめると、もう一度頭を下げる。

「ええと……俺、夕飯食って帰るから。その、ごゆっくり」

　パタン。扉が閉まり、急ぎ足で階段を下りる音が響いてくる。

　固まっていた天愛星ていあらさんは、ギギギ……と俺に顔を向けた。

「温水さん……どうしましょう」

　どうしよう。俺も分からない。

　さっきまで真っ赤だった天愛星さんの顔は、いまやすっかり青ざめている。

　俺は心を落ち着かせるべく深呼吸をすると、口を開く。

「ええと、弟さんは視力はいい？」

「さあ……最近少し、視力が落ちたとは言ってましたが」

　これだ。俺は大きく頷うなずく。

「ひょっとして、天愛星ていあらさんの猫耳、見えてなかったんじゃないかな」

「えっ、そんなことあります？」

「よく考えてみて。姉が猫耳をつけて、見知らぬ男子と『にゃあ』とか言ってるんだよ？」

「ぐっ！」

　胸を押さえてうめき声をあげる天愛星さん。まだだ。もう少し耐たえてくれ。

「普通なら、平常心をたもつことすら不可能だ。だけど君の弟は、平然としていただろ？」

「……ですか？　弟のあんな顔、初めて見ましたよ」

「いや、平然としてた。間違いない。そうなると逆説的に、弟さんに猫耳は見えていなかった。そう考えざるを得ない」

　青ざめていた天愛星さんの顔に血の気が戻っていく。よし、もう少しだ。

「にゃあは？　にゃあも聞こえてなかったんでしょうか」

「ああ、もちろん聞こえてない。ドアを開けるときの音が、逆ぎやく位い相そうで打ち消しあったんだ。物理の時間に習ったから間違いない」

「なるほど……私、生物選択だから気付きませんでした」

　奇遇だな、俺も生物選択だ。

　俺の口から出まかせに、天愛星さんも納得したらしい。

　頭から猫耳を外すと、安心したようにホッと息をつく。

「そうですね、少し落ち着きました。すみません、とりみだして」

「ああ、分かってくれたならよかった。なにも心配することはないんだ」

　そして天愛星さん、もう少し人を疑ったほうがいい。

「……ですね。それはそうと、さっきから私を下の名前で呼ばないでください」

　天愛星さんはダマされ──じゃない、納得してくれたし話は丸く収まった。

　あとは勉強会を無事終えて、チカピョングッズを手にするだけだ。

　弟さんは出かけたし、変な誤解を招まねくことも──。

　あれ？　両親は最初から不在で弟さんは外出した。つまりこれは。

「二人きり……？」

「はい?!」

　マズイ、口に出てたぞ。天愛星さんが飛び跳ねるように立ち上がる。

「突然なにを言いだすんですか?!」

「いやいや、変な意味じゃなくて。ほら、男子が女子の部屋に上がるのって、こっちも気を遣つかうから。周りに変な風に見られると、相手に迷惑がかかるし」

　俺の真しん摯しな説明に、天愛星ていあらさんは警戒しつつもゆっくりと座りなおす。

「ま、まあ、温ぬく水みずさんに限って、そんなことはあり得ませんからね。私は女ですし」

　信用してくれ。最後に変なこと言ってたけど。

「ええと、俺は恋愛対象が同性ではないのだが」

「はい、存ぞんじてます。ひょっとして私が妄もう想そうと現実の区別がついてないと思ってませんか？」

　うん、思ってる。

　俺の表情を見て、コホンと咳せき払ばらいをする天愛星さん。

「まあ、確かに区別がつかない時期はありましたが」

「あったんだ」

「対策として、最近は思ったことを文章にするようにしているんです」

「文章って、日記みたいなこと？」

　天愛星さんは頷うなずくと、眉まゆの間に指を当てて考えこむ。

「例えばですね……私の中では温水さんは鬼き畜ちく攻ぜめで、会長は男で受けじゃないですか」

　ないですかと言われても。天愛星さんは真面目な顔で説明を続ける。

「ですがこれも文章にして、数日おいてから読み返せば、『そんなはずはない』と妄想と現実の区別がつくんです。認にん知ち療りよう法ほうの一種でしょうか」

　むしろ数日おかないと区別がつかないのか。思ったより重症だ。

　天愛星さんはどこか得意げな表情で、問題集を開く。

「そういうわけなので安心してください。ちゃんと現実は見えてますよ。会長は女性で、温水さんは女好きの鬼畜攻めです」

　まだちょっと妄想が残ってるぞ。

　鼻歌交じりで問題を解いていた天愛星さんの手がピタリと止まった。

「……私、なにか変なこと言いましたか」

「大丈夫、いつもどおりだから」

「で、ですよね！　温水さんは女の人が好きで、鬼畜攻めの……節せつ操そう……なし……」

　一瞬明るくなった天愛星さんの顔色が変わる。

「え、ええと。私はその、女ですが。劣れつ情じようの対象ではなくてですね」

「ああうん、そうだね。馬ば剃そりさんはそういう対象じゃないから」

「ないんですか?!」

　えぇ……どう言えばいいんだ。

　まあでも、確かに年頃の女子がホイホイと男を家に上げるのは危険だよな。

　俺が誠実な男だからいいものの、悪い男だったら足の一つも触さわるに違いない。

　咳払いをすると、天愛星さんに向き直る。

「ええとだね、馬剃さん。男ってのは、勘違いをする生き物だ」

「勘違いですか？」

「ああ。男が女子の家で二人きりになれば、勝手に誤解してしまうんだ──誘われてる、と」

「ひぅっ?!」

　座ったまま、ズリズリと後ずさる天愛星ていあらさん。

「俺だからいいけど、他の男は──」

「え、あ、あの……」

　両手を胸の前で握りしめ、小刻みに震える天愛星さん。あれ、ちょっと言いすぎたかな。

　不安になる俺に向かって、天愛星さんが震える唇から小さくつぶやく。

「し、したいんですか……？」

「え、なにを？」

　俺の問いに天愛星さんの顔が真っ赤に染まる。

「なにってその、ナニを──って、なにを言わせるんですか?!」

　だからナニをだよ。あきれて聞き返そうとした瞬間、天愛星さんのスマホが鳴りだした。

「で、電話です！　電話に出ますからね！」

　天愛星さんは立ち上がるとスマホを耳に当てる。

「……先生？　土曜日なのにお疲れ様です。あ、はい大丈夫ですよ」

　話をしながら廊下に出ていく天愛星さん。

　廊下から漏もれてくる話し声はなんだか深刻そうだが、赤点でも取ったのだろうか。

　……それにしても相変わらず変な人だ。

　勧誘するために俺を家に連れこんで、猫耳までつけるとは。

　結局、そんな必要はなかったわけで、まったくの無む駄だ骨ぼねだ。

　なら、そもそも馬ば剃そりさんの家で勉強会をしなくてもよかったんじゃ……？

　ガチャ。俺の物思いは扉の開く音で中断された、

　部屋に戻ってきた天愛星さんの顔は青ざめている。

「なにかあったの？」

　天愛星さんは胸に手を当てて深呼吸すると、真面目な声で言った。

「昨日の夜、ギリギリで生徒会長の立候補があったそうです」

　つまり……信任投票ではなく、選挙が行われるということか？

　驚いていると、天愛星さんが飛びこむように目の前に座る。

「温ぬく水みずさん、言いましたよね?!　選挙を手伝ってもよいと！」

「えっ、そんなこと──」

　言ったかもしんない。額ににじむ汗。

「いや待って、確かに言ったけど、それはそういう意味だけどそういう意味ではなくて──」

「お願いします！　私一人では彼に勝つ自信がありません！」

　そうは言っても俺が味方してもどうにもならないぞ。

　……いま天愛星ていあらさん、彼って言った？

「立候補したのは誰？　俺の知ってる人？」

　天愛星さんはゆっくりと頷うなずくと、口を開いた。

「──桜さくら井い弘ひろ人と。生徒会会計の桜井君です」

「?!　いやでも桜井君、そんなつもりはないって……」

　それが本当なら、天愛星さんが勝つ未来が見当たらない。なんなら俺も桜井君に投票するぞ。

　言葉に詰まる俺を見て、天愛星さんが取り出したのは──猫耳のカチューシャだ。

　それをゆっくりと頭につけると、震える声で口を開く。




「わっ、私と一緒に選せん挙きよ戦せんを戦ってください……にゃあ」




　震えながら招き猫ポーズをとる天愛星さん。

　ええと……どうすればいいんだ。にゃあ。





Intermission　とっておきの思い出を







　放課後の生徒会室。

　生徒会長の放ほう虎こ原ばるひばりは固く絞った雑ぞう巾きんで、丹たん念ねんに自分の机を拭ふいていた。

　書棚の整理をしていた会計の桜井弘人は、振り返ると口元に笑みを浮かべる。

「任期はまだ１カ月あるのに、ずいぶんと気が早いね」

「去る直前に慌てて片付けはじめるのは性にあわない。敬意というのは積み重ねだ」

　そう言うと、バケツの水で雑巾を洗う。

　桜井の心配そうな視線に、放虎原は心配するなとばかりに肩をすくめる。

「私はこれまでの先輩たちから、色々なものを引き継いできた。次の代にそれを渡すのが私の役目だ」

　再び雑巾を固く絞り、次は椅い子すを拭き始める。

「ひば姉ねえは２年間も生徒会にいたから、思い出もたくさんあるんだろうね」

　放虎原は懐かしそうに笑う。

「ああ、先代の会長はなかなかのくせ者だったからな。古こ都と先輩にも引けを取らなかった」

「僕が入ったのが今年でよかったよ」

　そう言って笑うと、ふと真面目な表情になる。

「夢ゆめ子こさん大丈夫かな。また馬ば剃そりちゃんを怒らせたみたいだけど」

「なあに、仲がよい証拠だ。志し喜き屋やは馬剃君を前にすると、いきいきとしている」

　副会長、馬剃天愛星ていあら。彼女は次期生徒会長の立候補を済ませている。

　現在、他に立候補者はなく、信任投票さえクリアすれば次期生徒会長だ。

　放ほう虎こ原ばるひばりが退任したら、もう生徒会にはかかわらない。桜さくら井いはそう決めている。

　彼女のいない生徒会には興味はない──。

　桜井はもう一度心の中で確認すると、いつもの穏やかな微ほほ笑えみを浮かべる。

　見れば放虎原は、拭ふき掃除に満足したのだろう。

　バケツのフチに雑ぞう巾きんをかけると、机の上を見回す。

「そうだ、忘れないうちに渡しておこう」

　放虎原は一冊のファイルを手に取る。

「懸けん案あん事じ項こうをひと通りまとめてある。補ほ正せい予よ算さんの会議は、毎年荒れるから覚悟しておけ」

　差し出されたファイルを見て、桜井は戸と惑まどったように首を横に振る。

「ひば姉ねえ、僕は生徒会には残らないよ」

「……そうだったな。すまない、つい癖くせで」

　放虎原は苦笑いをしながら、ファイルの表面を撫なでる。

「なんとなく、弘ひろ人とに引き継いでもらえるような気がしていた。分かってはいたんだが」

　しばらく手元を見つめていた放虎原は、なにかを振り払うようにファイルを机き上じように戻す。

「よし、今日はここまでにしよう。弘人、なにか手伝うことはあるか」

　言いながらバケツの取っ手をつかんだ。

　と、次の瞬間、音を立てて取っ手が外れる。

「ひば姉──」

　手を伸ばしかけた桜井の前で、放虎原はすばやく空いた手でバケツのフチをつかむ。

　二人はホッと息をつく。

「私も世話を焼かれてばかりではないぞ」

「ああ、肩の荷が下りたよ」

「ずいぶんと軽くなっただろうな」

　顔を見合わせて笑う二人。

　その時、桜井のスマホが鳴りだした。画面を見た桜井の笑みが消える。

「……小こ春はるだろう。私に遠慮せずに出るといい」

　桜井はしばらく画面を眺めていたが、そのままスマホを裏返すと机に置いた。

「後でかけなおすよ。この時間にかけてくるのは、急ぎの用じゃないからね」

　抑よく揚ようのない口調で言うと、放虎原の机に歩み寄る。

「ひば姉ねえ、さっきのファイル見せてよ」

「どうした、なにか気になるのか？」

　放ほう虎こ原ばるが差しだしたファイル。

　無意識にそれから目を離せなかった自分に気付いた。

　だから桜さくら井いはなにかを決心したような、真剣な表情で手を伸ばす。




「──ああ、少し興味が出てきたんだ」





～２敗目～　肩の重みに揺らされて







　週明け。月曜日の授業は終わり、残るはＨＲだけだ。

　２‐Ｃ担任の甘あま夏なつ古こ奈な美みは、俺たちを見回すとバシンと教卓をたたく。

「お前ら──ジューンブライドなんてのは罠わなだ」

　……また始まった。

　進級して２カ月もたつと、クラスメイトも甘夏慣れをしてくる。

　この人が荒れているときには、天気のことでも考えて黙っているに限るのだ。

「あいつら、私の夏のボーナスを狙ってやがんだ。知ってるか、２８歳って周りが続々と結婚し始める年齢なんだぞ。えーと、分かりやすく言うとだな──」

　甘夏先生は黒板にチョークで図を描きはじめる。

「高校を卒業すると、就職組は２～３年で１次ラッシュが始まるだろ。ま、若くて可か愛わいいお嫁さんってやつだな。そして進学組は引っ越しとかで人間関係がリセットされることも多いから、卒業して５～６年でアレが始まる……っ！」

　黒板に大きく『第２次結婚ラッシュ！』と書きなぐると、俺たちに向き直る。

「いいかお前ら、これからが本当の地じ獄ごくだ！」

　バンバンバン。興奮して黒板をたたく甘あま夏なつ先生。

「いままで傷を舐なめあってきた戦友が、いつのまにか敵になるんだぞ！　古こ奈な美みは可か愛わいいから相手が簡単にみつかるよー、とか言うけど、簡単なら連れてこいよ！　簡単なんだろ?!」

　甘夏古奈美、２８歳。魂の叫び。

　残念ながら平均年齢１６歳、２‐Ｃ一同の反応は薄い。

　俺は甘夏劇場を聞き流しつつ、桜さくら井い君の後ろ姿に視線を送る。

　なんとなく気まずくて、選挙の話はしていない。

　突然の立候補、どういう心境の変化だろう。ちゃんと話をしたほうがいいよな……。

「６月は毎週末が結婚式っておかしいだろ……？　最近は小こ抜ぬきちゃんもつきあい悪いし、今年は実家からお見合い写真も届かなくなってさ。自分で探すって言ったけど、強がる娘の気持ちをくんでくれよな……」

　今日はいつにもましてグチが長い。

　６月を前にして、まだ見ぬ花嫁たちが甘夏先生の心をむしばんでいるのだ。

「お前らは流れがきたら、ちゃんと流されとくんだぞ。……あー、なんか連絡事項あったっけ」

　甘夏先生は手元の帳面をパラパラとめくると、やる気なさそうに手を振る。

「いいか、お前らは恋だの愛だのにウツツをぬかすなよ。それでは今日は終わりー」

　甘夏先生がペチンともう一度教卓をたたくと、それを合図に立ち上がるクラスメイトたち。

　さて、桜井君をつかまえないと。

　俺が立ち上がるより早く、勢いよく教室の扉が開いた。

　教室に飛び込んできたのは──天愛星ていあらさんだ。彼女はまっすぐ俺に歩み寄ると、紙の束をドサリと机に置く。

「温ぬく水みずさん、土曜日の話の続きですが」

「……なんの話だっけ」

　思わず返すと、天愛星さんが身を乗りだしてくる。

「私の部屋での話です！　まさか忘れたんですか？　私にあんなカッコウさせといて！」

「あれは馬ば剃そりさんが勝手に──じゃなくて、ここじゃなんだから場所を変えない?!」

　この会話は周りに誤解される。いや、誤解とも言いきれないのがさらにマズイ。

　おそるおそる視線をめぐらすと、八や奈な見みと小こ鞠まり、それに姫ひめ宮みやさんまでが俺をすごい目で見ている。そしてなぜ甘夏先生は、俺の写真を撮っているんだ……。

　天愛星さんは桜井君をチラリと見て、コホンと咳せき払ばらい。

「そうですね。場所を変えたほうがよさそうです。二人になれる場所に行きましょう」

　うん、そうだね。でも言い方、ちょっと考えてほしいな。




◇




　ツワブキ高校の中庭には、石製の広いテーブルと椅い子すがある。

　勧められるまま隣に座ると、天愛星ていあらさんはテーブルの上に書類を並べだした。

「さっそく選挙の話ですが、投票の１週間前が公示日になります。それまでは準備期間で、生徒の意見を聴ちよう取しゆすることは認められているので──」

　矢継ぎ早に話し続ける天愛星さん。

　近くの渡り廊下を通る生徒たちが、俺たちに怪け訝げんそうな視線を向けていく。

「……あの、天愛星さん。ここって人目につかない？」

「距離があるから、他の人には聞こえませんよ。それに私を下の名前で呼ばないでください」

　さらりと言うと、天愛星さんは紙をめくる。

「事前にやれるだけのことはやっておきたいですし、温ぬく水みずさんには生徒会のことを知ってもらわないと。すみませんが、しばらくは放課後に時間を作っていただけますか？」

「あの、ちょっと待って」

「あ、すみません一人で話してしまって。温水さん、どうぞ」

　天愛星さんは照れたような笑みを浮かべる。

「ええと、生徒会選挙の件だけど……」

「はい！」

　なぜか期待に満ちた瞳で俺を見つめる天愛星さん。

　俺は目をそらしながら言葉を続ける。

「やっぱ俺、文芸部の活動もあるし、その……あんまりガッツリかかわるのは」

「でも私の部屋で」

　言いかけた天愛星さんの言葉が消えていく。

　しばらく黙っていた天愛星さんは、テーブルの上の書類をかき集めながら立ちあがる。

「そ、そうですよね。温水さんには文芸部がありますし」

　少し震える声で。

「すみません、社しや交こう辞じ令れいを真に受けてしまって。大丈夫です、一人でなんとかしますので。明日から衣ころも替がえですから、気をつけてくださいね」

　天愛星さんは急いで書類をカバンに詰めこんで、その場を去ろうとする。




「──待って」




　俺は考えるよりも早く立ち上がり、天愛星さんの手をつかんだ。

「温水さん……？」

「推薦人は無理だけど、その……代わりの人が見つかるまで手伝うくらいなら」

　多分これは同情と自己弁護にも似た、よくない感情だ。

　中途半端な気持ちで手を伸ばしたことに、自分自身でも気付いている──。

「でも、温ぬく水みずさんにご迷惑じゃ」

「生徒会のみんなにはよくしてもらってるしさ。こんな時くらい、恩返ししないと」

　つかんだ天愛星ていあらさんの手から、少しずつ力が抜けていく。

「……ここにいるのは、生徒会ではなく私です」

「どういう意味？」

　思わず聞きかえす俺に、天愛星さんはゆっくりと首を横に振る。

「いえ、温水さんは桜さくら井い君とも仲がいいから、私に肩入れしたら気まずくなりませんか？」

「それは大丈夫じゃないかな。あいつは友達もたくさんいるし、気にしないと思うよ」

「私にも友達はいますけど」

　天愛星さんはボソリとツッこむと、気を取り直したようにクスリと笑う。

「助かります。私、男子の知り合いは他にいないので」

「俺も男子の知り合いは少ないし」

「異性の知り合いのほうが多いのは、どうかと思いますが」

　再びの冗談に、二人の間の空気が緩ゆるんだ瞬間──。




「馬ば剃そり先輩、お茶をどうぞ」




「「!?」」

　天愛星さんの前に、水筒のコップが差し出された。

　コップから上がる湯ゆ気げの向こう側、白しら玉たまさんがニコリと笑う。

「白玉さん?!」

「えっ、あなたどうしてここに」

「渡り廊下から見えたので。それに手をつないでるから、寒いのかなって」

「ちっ、違いますっ！　これは温水さんが強引に！」

　人聞きが悪い。天愛星さんは慌てて俺の手を振り払う。

　白玉さんは行き先のなくなったお茶をクピリと一口飲むと、納得したように頷うなずいた。

「では部長さんは、馬剃さんのお手伝いをすることにしたんですね」

「聞いてたんだ──って、俺はってどういうこと？」

　聞き返す俺に、白玉さんは可か愛わいらしく首をかしげて、言った。




「聞いてないんですか？　桜井先輩の推薦人、八や奈な見み先輩になったんですよ」




◇




　翌日、火曜日の１限目は体育祭の練習だ。

　当日はクラス対抗の応援合戦があるのだが、参加は希望制。

　当然、希望をしなかった俺は、校庭隅の木にもたれて練習風景をぼんやりと眺めていた。

　応援合戦の希望メンバーには八や奈な見みに姫ひめ宮みやさん、男子は綾あや野のや桜さくら井い君もいる。

　本番では男子は学ラン、女子はチアリーダーの格好をするらしいが、姫宮さんがその格好をするのはまずくないかな。飛んだり跳ねたりするし……。

　慣性の法則について考えているうちに、練習は終わったようだ。

　流れていた音楽が止まり、応援団の連中がバラバラと散りだした。

　ふと視線を送ると、桜井君はクラスの女子と楽しそうに話している。

　授業中に女子と世間話とか、さすがの陽キャだ。しかもタオルまで借りてるし。

「やっぱ桜井君、モテるんだな」

「まあそうだな。でも温ぬく水みずだって負けてないぞ」

　言いながら俺のところに来たのは、綾野光みつ希き。

　俺の視線を追いながら、不思議そうに言う。

「桜井となにかあったのか？　昨日からよそよそしいぜ」

「そういうわけじゃないけど。ちょっと気になることがあってさ」

「……なるほど、分かったぞ」

　綾野は眼鏡をキラリと光らせる。絶対、分かってない。

「温水お前──ついに好きな相手ができたんだな」

「いや違う」

　やっぱり分かってなかった。

「違うのか？　昨日、馬ば剃そりさんとなんかやってただろ」

「馬剃さんにつきあってるのは流れというか、取引相手というかそんな感じだよ」

　そういや、チカピョンのグッズまだもらってなかったよな。

　天愛星ていあらさんの猫耳姿だけじゃ、いくらなんでも足りないぞ。

「馬剃さんじゃないなら──」

　キラリ、と再び眼鏡が光る。

「え、なに？」

「……温水、がんばれよ」

　綾野は意味ありげに親指を立てると、無言でその場から立ち去る。

　いったいなんなんだ？　まあ、綾野って少しズレてるところがあるしな……。

　一人納得していると、

「サボりはダメだよ温ぬく水みず君」

　今度は八や奈な見みが俺の前に来ると、ニヤニヤ顔で両手を上げるポーズをとる。

「ほら、私の格好どう？」

「ええと、コアリクイの威い嚇かくのポーズ……？」

「違います。私のチアリーダー姿になにか思わないかってこと」

「八奈見さん、体操服だけど」

　俺の当然の回答に、八奈見はヤレヤレと肩をすくめる。

「そういうとこだよ温水君。私が応援合戦やるって聞いて、チアリーダー姿を想像したでしょ？」

「いや別に」

「してもいいんだけど？」

　えぇ……疲れてるし、よけいなことに頭使いたくないな。

　ええと、八奈見のチアリーダー姿か。手にポンポン持って、髪は後ろで縛しばるのかな。

　スカートは短くて、胸元がちょっとキツそうで──。

「あ、お腹なかがちょっと出てるから気をつけたほうがいい」

「なんの想像してんの?!」

「八奈見さんの──いやなんでもないです」

　あきれたように手を振る八奈見。

「あのさ、温水君が朝からウジウジしてるから、気をつかってあげてるんだけど？」

　それでいまの対応か。もう少し気をつかってくれ。

「ええとさ……八奈見さん、桜さくら井い君の推薦人やるんだろ」

「へぇ、気になるんだ」

　かぶせ気味に八奈見の声。俺は見透かされたような気がして、視線をそらす。

「八奈見さんって意外とあがり症だし。応援演説とか大丈夫かなって」

「私はあのころの私とは違うんです。それに私と温水君、どっちが勝っても文芸部から副会長が出るのってよくない？」

「八奈見さん副会長になるつもりなの？」

　驚く俺に、八奈見は当然とばかりに頷うなずく。

「だって月つき之の木き先輩、生徒会と文芸部の両方に入ってたじゃん。いけるでしょ」

「いけるかもだけど……」

　八奈見は周りにすばやく視線をめぐらすと、声をひそめてつぶやく。

「──つまりは権力だよ」

　権力？　ポカンとしている俺に、八奈見はしたり顔で説明を続ける。

「冷蔵庫とか小さなこと言ってないで、文芸部にシステムキッチン入れるの。対面のやつ」

「生徒会、そこまでの権力ないぞ？」

　八や奈な見み、生徒会に入る気があるんだな……。

　なんとなく黙っていると、八奈見がこっそり肩をぶつけてくる。

「ねえ、馬ば剃そりさんとなにかあったの？」

「なにもないけど」

「こないだまで乗り気じゃなかったのに、昨日はなんかイチャイチャしてたじゃん」

「してないが？」

　断言する俺を、八奈見がジト目で見上げてくる。

「馬剃さんの家、行ったんでしょ」

「行ってな──」

　いや、行ったな。天愛星ていあらさん猫耳してた。言いよどむ俺を見て、八奈見が片眉まゆを上げる。

「なに？　マジで？　色いろ仕じ掛かけにひっかかったの？」

「いや違う。あくまでもアニメグッズをもらう取引をしただけだ」

「アニメグッズ……？」

　脳内審議中の八奈見に向かって、小さな影が近づいてきた。

「や、八奈見、そろそろ練習、再開するぞ」

　声をかけてきたのは小こ鞠まりだ。古びたＣＤラジカセを、重そうに下げている。

「あ、小鞠ちゃん。電池もらえたんだ」

「た、体育教員室、怖かった……」

　涙目でコクコク頷うなずく小鞠。あれ、小鞠がそれを持っているということは。

「ひょっとして小鞠も、応援合戦立候補したのか？」

「わ、私は音楽とか、撮影の係だ」

　なぜかドヤ顔の小鞠。

「お、応援合戦に参加すれば、他の個人競技、でなくていいって」

　そうなんだ。いいな、俺は出たくもない障害物競走とか走るのに。

「それじゃ行こうか小鞠ちゃん。ちなみにチアガールやりたくない？」

「や、やりたくない」

　八奈見はラジカセの取っ手に手を伸ばすと、小鞠と二人で持ちながらグラウンドに向かう。

　……なんとかごまかせたな。

　もちろん、ごまかすようなことがあったわけではない。

　ないが、天愛星さんの部屋で猫耳プレイに興じたとか、情にほだされて手伝いを決めたとか、正直に言っても誤解をまねくだけなのだ。

　脳内で言い訳をしていると、なぜか八奈見と小鞠が足を止め、肩越しに俺を見つめている。

「……なに？」
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　こわごわたずねる俺に、二人は挑発的な口調で言い放つ。

「正々堂々やろうよ、温ぬく水みず君」

「う、浮気者」

　……まったく人聞きが悪い。

　通りすぎるクラスメイトの好奇の視線から逃のがれるように、俺は青い空をあおいだ。




◇




　二日後の放課後。ついに選挙戦が始まった。

　俺は天愛星ていあらさんと並んで廊下を歩きながら、手に持つ紙をめくる。

「ええと、次は美術部の訪問だ。３０分後にソフトボール部と約束があるから、移動時間も入れて、２０分で切り上げよう」

「分かりました。美術部は副部長が知り合いなので、事前ヒアリングはできています」

　足早に階段をのぼる天愛星さんの後を追う。

　……生徒会長選挙の準備を完全になめていた。

　チラシの準備程度と思っていたが、本物の選挙顔負けの有権者めぐりまでするとか。

「ねえ、これって選挙違反じゃないの？　有権者に投票のお願いをするとか」

「有権者の要望を聴取するのは認められています。先生にも確認しました」

　階段をのぼりきった天愛星ていあらさんは、腕時計をチラリと見る。

「ちょうど時間どおりに着きそうですね」

「いや、この廊下は意外と長い。もう少し急がないと、約束の時間には着かないな」

「なんでそんなにくわしいんですか？」

　言うまでもない。休み時間をいかに潰つぶすか、研けん鑽さんを積んだ結果である。

　俺は無言で微ほほ笑えむと、足を速めて天愛星さんを追い抜いた。




◇




　ソフトボール部との面談を終えた帰り道。天愛星さんが体育館の前で足をとめた。

「どうしたの、今日の予定は終わったけど」

「いえ、男子バスケ部が練習中だったなと。なかなか部長とアポをとれないので、直接頼みに行こうと思います」

　天愛星さんと並んで靴を脱ぎながら、素朴な疑問を口にする。

「アポがとれないって、男子バスケ部ってそんなにいそがしいんだ」

「マネージャーにブロックされて、部長に会わせてもらえないんです。どうも男子目当てだと思われているらしくて……」

　天愛星さんが溜ため息いきをつく。男子部はバスケとサッカーが女子人気の双そう璧へきだ。そうクラスの女子が言ってたのを、こっそり聞いたことがある。

「人気の部は大変だな。文芸部は色恋沙ざ汰たがなくて助かるよ」

「…………」

　天愛星さんが俺を物言いたげな瞳で見つめてくる。

　なんでしょう。言いたいことがあるなら言ってください。

「色々思うところはありますが、まずはアポをとるのが先決です」

　天愛星さんは体育館の重い扉に手をかける。

　俺が手を添えて扉を開くと、中からワッと音の洪水が流れ出した。

　片面は男子バスケ、もう片面は女子バレーの練習中だ。

　マネージャーに歩み寄る天愛星さんを視界の端に置き、男子バスケを観察する。

　女心は分からんが、背の高いさわやか男子は見栄えするのは確かだ。

　あ、いまシュート決めた１０番かっこいいな……。

　ぼんやり眺めていると、バスケ部の連中が俺をチラチラ見てくるのに気付く。

　なんだ、陰キャがそんなにめずらしいのか。

　心を閉ざす準備をしていると、バスケ部がチラ見しているのは俺だけではない。

　その視線の先では、女子バレー部が練習をして……あれ？　練習試合をしている部員にまじって、見覚えのある生徒がいるぞ。

　──八や奈な見み杏あん菜なと桜さくら井い弘ひろ人との二人だ。

　制服姿のまま、山なりのボールを打ち返したりして笑ってる。

　……なんだあのキャッキャウフフ感。

　まったく男子ともあろうものが、女子に囲まれて遊びほうけるとか実になげかわしい。

　憂えているうちに、お遊びタイムは終わったのだろう。部長らしき人と談だん笑しようをしている八奈見を残して、桜井君が俺に駆け寄ってくる。

「温ぬく水みず君もきてたんだ。馬ば剃そりちゃんと挨あい拶さつ回り？」

「まあ……そんなとこ」

　歯切れ悪く答えると、桜井君は人目を気にするように小さく頭を下げる。

「……ごめんね」

「え、別に謝るようなことは──」

　言いかけた俺に、桜井君はいつもの困ったような笑顔を見せる。

「身を引くとか言っといて、馬剃ちゃんの邪魔することになったからね。結果として温水君にもウソをついちゃったし」

「俺はいいけど……」

　チラリと視線を送ると、天愛星ていあらさんは男バスのマネージャーとなにか言い争っているようだ。

　桜井君が苦笑いをする。

「生徒会室でも微妙に気まずくてね」

　まあ確かにそうだろう。

　天愛星さんはいい子だが、自分の気持ちを隠すのが少しだけ下手だ。

「でも生徒会長を目指すってことは、いろいろ思うところがあったんだろ」

「どうだろうね。気持ちって、本人が一番分からないとこがあるから」

　桜井君はどことなく悲しそうに、笑う。




「──自分でも、こんなにあきらめが悪いなんて思わなかったよ」




　独りごちるような口調に、俺は思わず桜井君の顔を見る。

　そのわずかな沈黙に、能天気な声が割りこんできた。

「あれ、温水君もきてたんだ」

　八奈見は、ハンカチで汗を拭ふきながら俺たちに近付いてくる。

「ああ、ちょっと男子バスケに用があって」

「あれでしょ？　毒まんじゅうってやつを配るんでしょ」

「毒まんじゅう？」

　物騒な単語に思わず聞き返すと、八や奈な見みはドヤ顔で腕組みをする。

「選挙の時には毒まんじゅうを配って回る、って聞いたことがあるの。きっと死んじゃうほど美お味いしいまんじゅうなんだよ」

　そんなんだっけ。八奈見なら毒でも構わず食うだろうけど。

「お待たせしました温ぬく水みずさん。明日の放課後、練習前に少し時間を──」

　手帳に書きこみながら戻ってきた天愛星ていあらさんが、顔を上げる。

「あら、桜さくら井い君も来てたんですか」

「まあね。男バスのアポがとれたんだ。すごいな、僕は断られたのに」

　チラリと意味ありげな視線を八奈見に送る桜井君。

　そういや八奈見、男バスの前部長を振ったんだっけ……。

　その視線に気付いているのかどうか、八奈見が俺の肩をポンポンとたたく。

「ねえ温水君、あれなにやってんのかな」

「ん？」

　八奈見の視線の先、体育館の扉の外に一眼レフを構えた女子がいる。

　スカート短めのオシャレ女子は、俺たちの視線に気付くと素早く姿を消した。

「鳥を見る会の残党ですね。いまは新聞部になりましたが」

　不機嫌そうに言う天愛星さん。あれが噂うわさの新聞部か。

　見た感じスカートが短くて可か愛わいい子だったが、人って見た目によらないんだな……。

「温水君、私の顔になんかついてる？」

「あ、いやなんでもない」

　いかん、無意識のうちに八奈見を見ていたぞ。

　八奈見が再び口を開く前に、俺との間に天愛星さんがわりこんでくる。

「では温水さん、そろそろ次に行きましょう」

「今日の予定はもう終わったんじゃなかったっけ」

「まだまだ仕事は山積みです。さ、部活動のお邪魔ですよ」

　天愛星さんは肩でグイグイと俺を押してくる。

　なぞの圧力に戸と惑まどっていると、八奈見が桜井君の服を引っ張る。

「じゃ、桜井君。私たちも作戦会議しようか」

「そうだね。じゃあ二人とも、僕らも行くね」

「え？　ああ……」

　八奈見は俺をチラリと見ると、桜井君の腕をとる。

「そうだ。くるみアンパン二つあるし、桜井君にも１個あげる」

「二つとも八奈見さんの分じゃないの？」

「ダイエット中は、１個しか食べないと決めてるの」

　横目で二人の姿を追いながら、俺は天愛星ていあらさんにたずねる。

「それでこの後、なんの仕事があるの？」

「さあ、なんでしょう」

　あれ、仕事が山積みなんじゃなかったっけ。

　怪け訝げんな表情をする俺を見て、天愛星さんはどこか不機嫌そうにプイと顔をそむけた。




◇




　その翌日、金曜日の夕方。

　俺は疲れた身体からだを引きずりながら、自転車置き場にたどり着いた。

　そう、連日の部活訪問がようやく終わったのだ。

　しかも天愛星さんは終盤はケンカをせずにすむようになった。えらい。

　……それはそうと、推薦人は決まったのだろうか。

　このままなし崩しで俺が引き受けるのを狙ってるのなら、その期待には応こたえられないぞ。

　こう見えて俺は、情にほだされて流されたりはしないのだ──。

　そう固く決意していると、俺の自転車の前に小こ鞠まりが立っているのに気付いた。

「小鞠、こんなところでどうしたんだ」

「お、お前を待ってた」

　……だよな。俺は気まずさに頰ほおをかく。

「悪い、しばらく文芸部に顔出せなくて。八や奈な見みさんは来てるのか？」

「な、なんかたまにきて、カツサンドを食わせてくる」

　八奈見は八奈見なりの選挙対策をしているらしい。太るぞ。

「俺も来週は文芸部に出るから。馬ば剃そりさんも体育祭の仕事でいそがしくなるし」

「こ、今度は本当か」

「ああ。残ってるのは所信表明の原稿と、ポスターの撮影くらいだ。あとは投票当日の演説まで大っぴらには動けないし……本当だぞ？」

　無言でジト目を向けてくる小鞠。

「何度でも言うけど、俺は生徒会には入らないからな」

「で、でも、副会長の手伝い、してるだろ」

「はい」

　俺は再び目をそらす。

「ぬ、温ぬく水みず、いざとなると、簡単に流されるしな」

「いや俺、そんなにチョロくないぞ」

　控えめに抗議する俺を、小こ鞠まりが前髪の間からジロリとにらむ。

「き、帰宅部を忘れたか」

「はい」

　もう返す言葉もない。針のむしろでうつむいていると、小鞠がモゾモゾと話しだす。

「あ、明日は予定、あるか？」

「土曜なら特に予定はないけど」

「じゃ、じゃあ空けとけ。は、話がある、から」

　小鞠はぶっきらぼうに言い残すと、スカートをひるがえして走り去る。

　なんだろ。デートの誘い──なわけないか。なんか怒ってたし、怖いな……。

　俺は深く溜ため息いきをつくと、自転車のカゴにカバンを放りこんだ。
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　土曜日の朝。見上げれば、気が遠くなるほどの晴天。

　俺は豊とよ橋はし駅からバスで１０分あまり。大型ディスカウントストアの前にいた。

　サンタ帽をかぶったペンギンの看板を眺めながら、思わず独りごちる。

「……𠮟しかられる」

　小鞠からの突然の誘い。その意味はつまり──お説教タイムに違いない。

　待ち合わせ場所が、直前で中央図書館からここに変更になったことからも明白だ。

　なにしろこのディスカウントストアは、市内でも有数の陽キャスポット。俺が弱ったところを追い詰めてくるに違いない。……小鞠も同じくらい弱る気がするが。

　おっと、そういうことなら小鞠の機嫌を取るために、貢ぎ物のひとつも調達しないと。

　八や奈な見みなら焼イモでも与えとけば済むが、小鞠の場合はＢＬグッズかなにかだろうか。

　でもＢＬは好みが分かれるし、図書カード──いや、いっそのこと現金か？

　財布の中身を確認していると、小鞠が俺を見つめているのに気付いた。

　小鞠は飾り気のない綿の半はん袖そでシャツにスカート、茶色のベスト。微妙にダサいところが可か愛わいらしいが、口にすると怒られるので黙っておく。

　小鞠は気まずそうに目を伏せながら、ボソリとつぶやく。

「ぬ、温ぬく水みず、待たせたな」

「あれ、その子たちって」

　そう、チビスケこと弟妹の進すすむくんと陽ひ奈なちゃんが、小鞠を挟むようにして立っているのだ。

「え、えと、急に親が仕事になって……チビスケたち、連れてきた」

　指先で前髪をいじりながら小鞠。

　姉の様子を見て、進くんがペコリと頭を下げる。

「お兄さん、今日はよろしくお願いします」

「ああ、こちらこそよろしく」

　進すすむくん、確か小４だよな。俺や姉よりしっかりしてるぞ。俺がそのくらいのころは、ゲームのことしか頭になかったのに。

　そして小こ鞠まりに隠れるようしてこっちを見ているのは、小鞠陽ひ奈な。

　推定年齢４歳、豊とよ橋はしの誇る可か愛わいい生き物だ。

「……ねーちゃの友達」

「久しぶりだね。お兄ちゃん、温ぬく水みずっていうんだ」

　視線を合わせて微ほほ笑えむと、陽奈ちゃんは小鞠の陰からソロソロと出てくる。

「……ぬくみず」

「そ、ぬくみず」

　陽奈ちゃんはコクリと頷うなずくと、再び小鞠の後ろに隠れる。かわええ。

　やりとりを見ていた小鞠は、ホッとしたように息をつく。

「よ、よかったのか」

「全然かまわない。いや、むしろ一緒がいい」

　弟妹連れということは、俺も強くは𠮟しかられまい。このチャンス、逃のがすわけにはいかないのだ。

　俺はしゃがんで陽奈ちゃんに微笑みかける。

「よーし、陽奈ちゃん。今日はどこに行きたいの？」

　姉のスカートをつかんだまま、陽奈ちゃんが小声で答える。

「陽奈、お買い物するの」

「よし、お兄ちゃんがなんでも──」

「こ、こら、勝手なこと言うな」

　さっそく𠮟られた。まったくお姉ちゃんは厳しいな。

「じゃあさっそく行こうか。なにを買うんだ？」

「ひ、陽奈に──こ、こら、走っちゃ、ダメ」

　手をつないで店に駆けこむ弟妹を追いかける小鞠。

　どことなく懐かしい気分でそれを見守りながら、俺も続いて自動ドアをくぐった。
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　にぎやかな店内は所せましと商品が並び、原色も鮮やかな値札に頭がクラクラする。

　歩き回るチビスケたちの後ろを小鞠と並んで歩いていると、洗剤のセールに目が留まる。

　これ安いな。思わず立ちどまると、小鞠がクイクイと服を引っ張ってくる。

「ぬ、温水、迷子になるぞ」

「いやほら、これってあんまりセールにならないから」

「きょ、今日はガマンしなさい」

　はい、ガマンします。

　見ればチビスケたちは、お中元コーナーでお菓子の詰め合わせを眺めている。

「さっき陽ひ奈なちゃんが買い物するって言ってたけど、お中元でも贈るのか？」

「そ、そんなわけないだろ。ほ、保育園のお泊り会あるから。新しいパジャマ、買いにきた」

　そうか、お中元を贈る４歳児はいないのか。

　ウロチョロする弟妹を見守っていた小こ鞠まりは、小走りで追いつくと二人の手を握る。

「あ、あんまり遠くに行くと、温ぬく水みずみたいに迷子になるぞ」

　小鞠、子供捕まえるの上う手まいな。ほのぼの観察している俺に、小鞠がジト目を向けてくる。

「ど、どうした、気持ち悪い顔して」

「小鞠って将来いいお母さんになりそうだなって」

「うなっ?!　し、死──」

　言いかけた小鞠は、自分を見つめる陽奈ちゃんの瞳に気付くと、ゴホンと咳せき払ばらい。

「ぬ、温水、そういうとこだぞ」

　言い直す小鞠を見て、陽奈ちゃんが瞳を輝かせる。

「！　ぬくみず、そーゆーとこだぞ！」

「うんそうか。お兄ちゃん、そういうとこあるかもね」

　マネする陽奈ちゃん可か愛わいいな。そして小鞠、ゴミを見る目を向けてくるな。

　小鞠にうながされてエスカレーターを上がると、そこはおもちゃ売り場だ。

　目を輝かせて走りだすチビスケたちに、小鞠が溜ため息いきをつく。

「か、覚悟しろ。こうなると、面倒だぞ」

　小鞠が陽奈ちゃんを追うのを見て、俺は進すすむくんのところに向かう。

　進くんは立ち止まったまま、横目で変身ヒーローのベルトを見つめていた。

　……最近のやつはずいぶん凝こってるんだな。俺は見本のベルトを手にとる。

「あれ？　これどうなってるんだ」

「カードは挿さしっぱなしにするんじゃなくて、スライドさせて読み取るんだよ」

　へー、そうなんだ。言われるがままにカードを読み取らせると、ベルトが光り、ヒーローが必殺技の名を叫ぶ。

「なるほど、こうすればいいのか。これってカードで全部音声違うの？　すごくない？」

「それだけじゃないんだって。こっちに同時にとおすと、組み合わせ発動ができるから」

　なにそれすごい。

　進くんにレクチャーされながらひと通り試したが、最近のおもちゃは本当にすごいな。

「次は進くんもやってみる？」

「俺はいいよ。最近はもう、こういうの卒業したから」

　そうなんだ。俺、ガチで遊んじゃったのに。

「じゃあ学校とかだと、なにが流行はやってるの」

「やっぱゲームかな。モントレって知ってる？」

　たしか、仲間と協力して巨大なモンスターを狩るやつだよな。

　シリーズ最新作は傑けつ作さくとの評判で、実はちょっと気になっている。

「知ってるけど、あれって協力プレイが前提でしょ。一人じゃさみしくない？」

「もちろん友達とやるんだよ。決まってるって」

　そうか、友達とやるって決まってるのか。そうか……。

　特撮コーナーの次に通りかかったゲーム売り場で、進すすむくんがパッケージを手に取る。

「俺だけ持ってないから、いつも見るだけだけど。来月の小遣いもらったら買えるんだ」

「すごいじゃん。よく貯めたね」

「でしょ。最近、なにも使ってないし」

　得意げな照れ笑いをする進くん。姉も少し見習うべきではなかろうか。

　感心していると、進くんがヒソヒソ声でたずねてくる。

「……ねえ、今日はねーちゃんとデートだったの？」

「違うけど」

　思わず素で答えると、不思議そうな顔をする進くん。

「二人で遊びに行くのって、デートとなにが違うの？」

　確かになにが違うんだ。

　デート経験なんて、焼やき塩しおと行った一回きりだしな……。

「デートと遊びの違いは、だね」

「違いは？」

　俺は、進くんの真剣な瞳を真正面から見つめる。

「手をつなぐ──かな」

「手？　手なら俺も陽ひ奈なやねーちゃんとつなぐけど」

「お兄ちゃんも妹とよく手をつなぐけど、残念ながら家族はノーカンなんだ。他人であるはずの男子と女子が、二人で出かけて手をつなぐ──これこそデートだな」

　ドヤ顔で言いきると、進くんは少し残念そうな顔をする。

「ねーちゃん、昨日から洋服ずっと選んでたし、てっきりデートだと思ってた」

　ふーん、小こ鞠まりもオシャレに気をつかうようになったのか。

　小鞠の成長にしみじみしていると、進くんがキョロキョロとあたりを見回す。

「そういえば陽奈はどこ？」

「お姉さんといっしょだよ。えーと確かあっちのほうだ」

　進すすむくんと一緒に小こ鞠まりたちを探すと、おもちゃ売り場の一角に二人の姿があった。

　小さな動物のお人形たちをミニチュアの家で生活させる、昔から続く人気シリーズだ。

　陽ひ奈なちゃんは俺を見ると、ウサギとクマの人形を見せてくる。

「これ、ねーちゃとにーちゃ！」

「そっか、これお姉ちゃんとお兄ちゃんなんだ」

　うん、どういう意味だ。

　助けを求めるように視線を送ると、小鞠が陽奈ちゃんの頭を撫なでながら答える。

「お、同じ人形に、私や進の名前つけて、いつも遊んでる」

　ふうん、そうなのか。ウサギとクマの姉弟とか、複雑な事情がありそうだな……。

　ファミリーの意味について考えていると、陽奈ちゃんはカワウソの人形を手にとる。

「これ、ぬくみずー！」

　俺？　つまり俺が陽奈ちゃんの兄──いや、お父さんになるということか。

　それも悪くない。受けとったカワウソを凝ぎよう視ししていると、

「あ！」

　陽奈ちゃんが手を伸ばして、棚の小箱を取った。可か愛わいらしい３段ベッドのミニチュアだ。

「これ！　どこにも売ってなかったやつ！」

「こ、こら、買わないよ」

　小鞠が取りあげようとすると、陽奈ちゃんは箱を胸に抱く。

「陽奈、これずっと探してたもん」

「か、買わないよ。ほ、ほら、進も行くよ」

「おい、小鞠」

　小鞠は進くんを連れてその場を立ち去った──ように見せかけて、すぐ近くの棚に身を隠す。

　……バレバレだ。頭のピコピコどころか、顔まで見えてるぞ。

　俺が近付くと、小鞠は慌てて首を横に振る。

「ぬ、温ぬく水みず、隠れてるのが、バレる」

「完全にバレてるぞ。陽奈ちゃんは俺が見てるから、二人は先に行っててくれ」

　小鞠は疑わしげな瞳を俺に向けると、ボソリとつぶやく。

「か、買うなよ」

　……うん、頑張る。

　小鞠と進くんがその場から立ち去ると、俺は陽奈ちゃんの隣にしゃがみこむ。

「それ、そんなに欲しかったの？」

　黙ったまま、小さくうなずく陽奈ちゃん。

「おうちにも似たのがあるんじゃないかな。今日はガマンして、おうちで探してみようか」

「おうちの違うよ。ベッド二つだけなの」

　……なるほ、ど？　持っているのは２段ベッドで、これは３段ということかな。

　他人には分からないこだわりも、当事者にとっては大問題なのだ。

　俺は眼鏡の先輩にその大切さを教えられた。主に右左に例えて。

「そうか、たしかにカッコいいもんね。陽ひ奈なちゃんはそれのどこが好きなの？」

　再び黙っていた陽奈ちゃんは、ポツリとつぶやく。

「ねーちゃとにーちゃと、３人で寝れるから」

　あー、なるほど。これは陽奈ちゃん的にはダメと言われたら傷つく案件だ。

　でも勝手に買ったら小こ鞠まりに𠮟しかられるしな……。

「でもさ、みんな違うベッドだとさびしいんじゃないかな」

「さびしいの？」

　意外そうに言う陽奈ちゃんに頷うなずいてみせる。

「うん、進すすむくんも知ち花かお姉ちゃんも、まだ陽奈ちゃんと一緒にネンネしたいんだと思うよ。だからもう少しだけ、一緒のベッドに入ってあげてくれないかな」

　しばらく固まっていた陽奈ちゃんは、ほんの少しだけ首を縦に動かすと、箱を棚に戻した。

「偉いね。じゃあお姉ちゃんを探しにいこうか」

　陽奈ちゃんと手をつなぎ、小鞠が行ったほうに歩きだす。

　小さくて温かい感触を掌てのひらに感じながら、自分が小さなころを思いだす。

　自分の想いが伝わらないことが歯がゆくて。

　だけど自分自身でも、それがよく分からなくて──。

「陽奈ちゃんも大人だなー」

　ふとつぶやいた瞬間、棚の陰でしゃがんでいた小鞠とぶつかりそうになる。

「うぇっ!?　え、えと」

「ああ、小鞠そこにいたのか」

　陽奈ちゃんは俺の手を離すと、小鞠に抱きつく。

「ねーちゃ、いた！」

「い、いるよ。買い物、行こうか」

「うん！」

　俺のことなど忘れたように、小鞠にまとわりついて歩きだす陽奈ちゃん。

　少しさみしく思いながら、足を速めて隣に並ぶ。

「陽奈ちゃんのパジャマ買いにきたんだっけ」

「そ、そう。子供服、売り場」

　たしか保育園のお泊り会があるんだよな。

　ぼんやり自分の保育園時代を思いだしていると、小鞠が独り言のように言葉をつなげる。

「ひ、陽奈、私や進のお下がりが多いから、買ってあげたくて」

　お下がりか。俺は長男だし、佳か樹じゆはむしろ俺のお下がりを欲しがって、親を困らせてたな。

　微妙に共感しづらい話を反はん芻すうしていると、小こ鞠まりがなにかに気付いたように周りを見回す。

「ぬ、温ぬく水みず、進すすむはどこ行った？」

「あれ、小鞠と一緒じゃなかったのか？」

「ちょ、ちょっと見てくる」

　小鞠がおもちゃ売り場に向かうと、入れ違いに進くんが姿を見せた。

　進くんは、手に持った黄色いビニール袋を陽ひ奈なちゃんに押しつける。

「陽奈、ほら」

「にーちゃ、これなに？」

「今回だけだぞ」

　ぶっきらぼうに言うと、そっぽを向く進くん。

　不思議そうに袋の中身を取りだした陽奈ちゃんの表情が輝く。

　中から出てきたのは、さっき陽奈ちゃんが欲しがってたミニチュアの３段ベッドだ。

「にーちゃ！　これ陽奈の？」

「だから、ねーちゃんにバレないようしまっとけって」

「うん！」

　進くん、陽奈ちゃんにこれを買いに行ってたんだ。

　感心していると、息を切らせて小鞠が戻ってきた。

「す、進……勝手にウロチョロ……しない」

　ゼイゼイと肩で息をする姉から、目をそらす進くん。

「ちょっと買い物してただけだし」

　小鞠は陽奈ちゃんが胸に抱く袋を見てすべてを察したのだろう。

　苦笑いをしながら、チビスケたちの頭を撫なでる。

「ひ、陽奈、ちゃんとお礼、言った？」

「言った──ないっ！　にーちゃ、ありがと！」

「別に、俺も欲しかっただけだし。さ、買い物しに行くぞ」

　兄妹愛にあふれた、いいツンデレだ。

「こ、こら進、走らない」

「にーちゃ、待てー」

　照れ隠しで走りだした進くんを追いかける小鞠姉妹。

　俺は観察者としての役割を果たすべく、ゆっくりとその後ろを歩きだした。
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　買い物を終えた俺たちは、フードコートでテーブルを囲んでいた。

　キッズスペースの低い椅い子すに座ってあんかけスパを食べるのは、実に不思議な気分だ。

　陽ひ奈なちゃんの世話を焼く小こ鞠まりを眺めていると、怪け訝げんそうな視線が返ってきた。

「ど、どうした。食わないのか」

「小鞠、代わるぞ。お前、全然食べてないだろ」

「だ、大丈夫。お前は進すすむを頼む」

「ねーちゃん、もう一人で食べれるって」

　進くんが、ふくれっ面つらでトッピングのクリームコロッケを口に放りこむ。

　俺たちが食べているのは豊とよ橋はしの有名店、チャオのあんかけパスタだ。

　フードコートで食べられるのはありがたいが、この店のパスタはボリュームがすごいのだ。

　小鞠と進くんは二人でシェアをしているし、陽奈ちゃんは子供用のキッズセット。

　俺一人で一人前を食べるのはきついし、八や奈な見みでも通りかからないかな……。

　ひたすらあんかけスパを口に運んでいると、唐突に陽奈ちゃんがビニール袋の中身を取りだそうとする。

「あのね、このパジャマ、ねーちゃと同じ星のやつ」

「こ、こら、先に食べちゃいなさい。ほら、口についてる」

　陽奈ちゃんの口を拭ふく小鞠を見ながら、俺は鉄板で少し焦げたパスタをフォークに巻く。

　なんかこれ、普通に週末の家族サービスだな。なぜ俺はこの中に入っているんだ……？

　俺は最後まで不思議な気分のまま、パスタを口に詰めこんだ。
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　買い物を終え、昼食もすませた。

　すべての用事がすんだ俺たちは──隣のゲームセンターにいた。

　クレーンゲームの間を走り回るチビスケたちを見ながら、俺は食べすぎた腹をさする。

「チビスケたち、元気だな」

「きょ、今日はお前がいるから、少しおとなしい」

　マジか。小鞠、お前大変だな。

　チビスケたちがはしゃぐ様子を見て、小鞠は柔らかな笑みを浮かべる。

「で、でもチビスケたち、楽しそうでよかった」

「一応、楽しんでくれてたのかな」

　コクリと頷うなずく小鞠。

「と、父さんが急な仕事で、お出かけの約束がなくなったから、陽奈なんて泣いちゃって」

「なるほど、じゃあ今日は俺がお父さんってことか」

「うなっ?!」

　うかつな軽口に罵ば倒とうを覚悟していると、小こ鞠まりは顔を赤くしたまま、無言で震えている。

「えーと、変な意味じゃないからな？」

「……ば、馬鹿」

　フイッと顔をそらす小鞠。あー、これはやらかしたな……。

　深く反省していると、チビスケたちが俺たちの前に駆け寄ってくる。

「ねーちゃん、あれやろう！　ちょうど４人いるし」

「うぇ……い、一回だけだぞ」

「あれってなんだ？」

「こっちだって！」

「ぬくみず、こっちー！」

　チビスケたちに引っ張られるまま連れていかれたのは、エアホッケーの筐きよう体たいだ。

「４人でこれやるのか？」

「お、おじけづいたか」

　小鞠がニヤリと挑発的な視線を向けてくる。

　ほう、それは宣戦布告ととっていいのだな。ストレッチをする俺の横に、進すすむくんが並ぶ。

　ということは小鞠は陽ひ奈なちゃんとコンビなのか。

「ハンデ付けなくていいのか？」

「ぬ、温ぬく水みずに付ける、のか？」

　不敵に言い返すと、硬貨を投入する小鞠。

「……ねーちゃん、強いぞ」

　真剣な表情の進くん。そういや本人もそんなこと言ってたな……。

　とはいえ、強いといっても弟妹相手の話だろう。

　サイドから、赤いパックが滑り出てくる。

　さあスタートだ。ゆっくりと小鞠の前にパックが移動した次の瞬間──。




　スカン！




　小気味いい音を立て、パックが目の前のゴールに消える。

「!?　待って、見えなかったんだけど!?」

「ほら、言ったでしょ！　また来るぞ！」

　えっ、次はこっちの番だろ。

　不思議に思っていると、無数の小さなパックがフィールドに流れだす。

　最近のエアホッケー、そんな機能もついてるの?!

　戸と惑まどっているうちに、パックが次々と俺側のゴールに入る。

「ぬくみず、ちゃんと守れ！」

「いやそんなこと言っても全然見えないんだけど?!」

　そして、ゲームの最終得点は──８７０対１２０。一方的な虐ぎやく殺さつといってもいい。

　ハイタッチをする小こ鞠まり姉妹を前に、進すすむくんが俺の肩をポンとたたく。

「ドンマイ、温ぬく水みずにーちゃん」

　小学４年生にはげまされた。進くん、やさしい。

　そして小鞠のドヤ顔が、俺の傷口をえぐってくる。
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「……小鞠、両替機はどこだ」

　俺が千円札をとりだすと、小鞠はフフンと鼻で笑う。

「そ、それで足りるのか？」

「心配するな、渋しぶ沢さわ栄えい一いちも控えてるぜ？」

　勝負の結果はあえてここには記さない。一つだけ書くとしたら──俺の財布の渋沢さんが、数枚の北きた里さと先生に変わったということだけだ。
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　４歳児の体力は無限だという説がある。その説の真偽はともかく、スイッチはある。

　それが切れた瞬間、４歳児は深い眠りにつくのだ──。

　卸おろし団だん地ち方面の路線バス。長い後部座席に、俺たち４人の姿があった。

　俺に抱っこされた陽ひ奈なちゃんは深く眠り、小こ鞠まりを挟んで反対側に座る進すすむくんも目を閉じて、バスの揺れに身を任せている。

「お、重くないか？」

「ああ。いつも佳か樹じゆをヒザにのせてるから、陽奈ちゃんは羽根みたいなもんだ」

「ひ、陽奈を返せ」

　なんでだよ。

　陽奈ちゃんの背中をゆっくりたたいていると、小鞠がポツリとつぶやく。

「きょ、今日はありがと」

「エアホッケーは俺がやりたかったんだし」

「い、一日、つきあってくれたほうだ」

　あ、そっちか。礼を言われることはしてないが、ありがたく受けとっておこう。

　バスの車内は不思議と静かで、揺れは心地よく眠気を誘ってくる。

　小鞠は眠っている進くんの前髪を、指先で整える。

「す、進は陽奈を甘やかしてばっかりだから、困る」

　言葉とは反対の、優しい笑みを浮かべて。

　俺はヒザに陽奈ちゃんの重みを感じながら、口を開く。

「進くん、お金貯めてゲーム買うって言ってたのに大丈夫か？　陽奈ちゃんのおもちゃ、けっこうしたんだろ」

「み、みんな陽奈に甘いから──」

　小鞠は心配するなとばかりに、笑顔を向けてくる。

「わ、私くらいは進を甘やかしてやらないと」

　学校ではマスコットキャラの小鞠も、ここではお姉ちゃんだ。

　窓の外を通りすぎるカニの看板を眺めながら、俺は静かに切りだす。

「……そういえば、今日俺になにか話があったんじゃないか？」

　昨日の夕方。小鞠は確かにそう言った──少しだけ、思いつめたようなまなざしで。

　自分が𠮟しかられる心配ばかりをしていたが、話を聞かないわけにはいかない。

　小鞠は進くんの寝顔をうかがってから、口を開く。

「は、話そうと思ってたけど、もう大丈夫」

「生徒会選挙のことだろ」

　反対に俺から切りだすと、小鞠は小さく首を横に振る。

「し、信用してないけど、信じてる」

　小こ鞠まりはやわらかな表情を浮かべると、進すすむくんの頭を撫なでながら、つぶやく。




「い、一緒にいてくれるって言った、から」




　──ガタン。

　バスが揺れ、再び沈黙が俺たちをおおう。

　車内にアナウンスが流れ、降りる人がいなかったのだろう。バス停で止まらず、そのまま通りすぎる。

「俺ってそんなに信用ないのかな」

　冗談めかしてそう言うと、小鞠はいつもの生意気な表情になる。

「お、お前、けっこうチョロいし」

　次のバス停で乗客が一人降り、バスの中には運転手と俺たちだけとなった。

　バスが再び動き出し、次は降りるバス停だ。

　ふと、小鞠が口を開く。

「ば、馬ば剃そりの……い、家に行ったりしてるのか？」

　なんでそれを──って、こないだ馬剃さんが教室でバラしたんだっけ。

「それはチカピョングッズをもらいに行っただけで、その……弟さんもいたし」

　ウソはついてない。グッズまだもらってないけど。

「ぬ、温ぬく水みずの家には、くるのか」

「へ？　うちに馬剃さんが来たことなんて──」

　……いや、あるな。正確には佳か樹じゆのお客だが。

　小鞠のジト目から目をそらしつつ、俺は言い訳の言葉を探す。

「あ、でも湯船につかったのはお前だけだぞ？　焼やき塩しおはシャワーしか使わないし」

「……し、死ね」

　こいつ、弟妹が寝てると思って言いたい放題だ。

　と、陽ひ奈なちゃんがモゾモゾと目を開けた。

「……ぬくみず？　ねーちゃは？」

「こ、ここにいるぞ」

「ねーちゃがいい……」

　寝ぼけ眼まなこの陽奈ちゃんは、小鞠に向かって両手を伸ばす。

　バスの信号待ちの隙に俺から陽奈ちゃんを受けとると、小鞠は重そうに抱えなおす。

「大丈夫か？」

「も、問題ない。進、そろそろ降りるから、起きて」

　進くんは眠そうに目をこする。

「……途中で目、覚ましてたし」

　進すすむくんはバスが停まると真っ先に立ち上がる。

　なぜか少しぶっきらぼうだが、この一日で進くんとはずいぶんと仲良くなった。

　年の差こそあれ、男同士で通じるところがあったのだろう。

　バスを降り、一緒に歩きだそうとすると、

　ベシ。いきなり、俺の腰に平手打ちをしてくる進くん。

「あれ、どうした」

「ぬくみずのばーか！」

「?!」

　進くんはもう一度俺をたたくと、走ってその場から逃げだす。

「こ、こら、進！」

　小こ鞠まりが𠮟しかると、進くんはクルリと振り向き、俺に舌を出す。

「ぬくみずのばーか！　とーへんぼく！」

　そのまま家に向かって走りさる進くん。

　えぇ……彼の中でいったいなにがあったんだ。

　呆ぼう然ぜんとする俺に、小鞠が気まずそうな顔を向けてくる。

「ご、ごめん。帰ったら、𠮟っとくから」

「べつに𠮟らなくてもいいけどさ。さっきの進くん、なんだったんだ？」

　首をかしげる俺に、小鞠がもの言いたげな視線を向けてくる。

「で、でも温ぬく水みずも悪いんだぞ」

　そうか、俺も悪いのか……そうか……。

「って、なんで？　俺なんか悪いことした？」

「じ、自分で考えろ」

　小鞠はそう言い残すと、クルリと俺に背中を向けた。
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　週明け、月曜日の放課後。

　俺は中庭の石のテーブルで、天愛星ていあらさんと定例会議を行っていた。

　週末の家族サービス──じゃない、小鞠一族とのお出かけは、とても平和な時をすごしたはずだ。にもかかわらず、帰り道の進くんの反応はなんだったのだろう。

　進くんが口にした『唐とう変へん木ぼく』とは気がきかないやつを指す言葉だが、小鞠一族には別れ際に暴言を吐く風習でもあるのか……？

　考えに沈んでいると、天愛星さんがコホンと咳せき払ばらいをする。

「温ぬく水みずさん、よろしいですか？」

「あ、ごめん。なんだっけ」

「今後の予定です。一週間後が所信表明と選挙ポスターの貼り出し、さらにその翌週が──」

「投票日だね」

　天愛星ていあらさんがコクリと頷うなずく。

「ええ。候補者演説と推薦人の応援演説があって、その直後に投票です。演説の出来がそのまま投票結果に影響することは想像にかたくありません。お互いの演説内容のすり合わせが必要です」

「俺は手伝うだけで推薦人じゃないんだけど」

「はい、分かっていますよ」

　天愛星さんは真顔で頷く。

「志し喜き屋や先輩から、温水さんは押せばいけるとうかがったので、情に訴えてみようかと」

　俺、情に訴えられてたのか……。

「そんな簡単に流されないからね？　ほら、まずは所信表明の準備をしないと」

「それについては案を作ってきました」

　天愛星さんが数枚の紙を俺に差しだす。

　受けとった紙には、聞き取りをもとにした生徒たちの要望がズラリとならび、関係する校則や市の条例などが引用されている。……重い。

「生徒会ってここまでするの？」

「もちろんそんな権限や予算はありませんが、先生に要望をだすことはできます。生徒の意見を共有していただくのが重要なので」

　天愛星さんは俺が持つ原稿を勝手にめくる。

「どうも私が書く文章は、硬くて伝わりにくいらしいです。文章に長たけた人が身近にいればいいのですが、心当たりがなくて」

　そうなんだ。ちなみに君の隣にいるのは文芸部員だ。

「ええと、生徒会の先輩は？」

　気を取り直して言うと、天愛星さんの表情がかたくなる。

「先輩たちの手を借りる気はありません。これは私の戦いですから」

　天愛星さんは自分の強い口調に気付いたか、咳せき払ばらいをして言い直す。

「……桜さくら井い君も立候補しているので、気をつかわせたくないんです」

　会長と志喜屋さんにとって、天愛星さんも桜井君も可か愛わいい後輩だ。

　どちらかに肩入れするのも、頼られて断るのも気をつかうに違いない。

「彼のほうが人望があるのは確かです。だからこそ、これからの学校のありかたについて、みなさんに問いかけるのが──」

「ちょっと待ってくれないか」

　俺が口をはさむと、天愛星ていあらさんはピシリと背せ筋すじを伸ばす。

「はい、温ぬく水みずさんどうぞ」

「ここってほら……ほかの教室や職員室から見えるし、できれば室内で話すのはどうかな」

　俺の提案に、天愛星さんは虚をつかれたようにパチリと目をしばたかせる。

「前も言いましたが、ここは渡り廊下や校舎から距離があるので会話を聞かれる心配がありません。選挙対策をするにはもってこいだと思いますが」

　そういえば前にマフラーをもらった時も、池の真ん中に呼びだされたよな。

　天愛星さんの言うことも分かるが、どうしても行きかう生徒たちの視線が気になるぞ。

「では続きを。まずは所信表明で賛同者をつのり、意見を掲示板に──」

「ちょっと待って、なにか着信がきたから」

　渡りに船とばかりにスマホをとりだした俺は、思わず動きをとめる。

　そこに表示されていたのは、小こ鞠まりからのメッセ。

　──いますぐ２年教室の廊下にこい。




◇




　廊下の掲示板の周りには十数人の人だかりができていた。

　普段、放課後ともなれば教室の周りに人は少ないのだが、いったいなんだろう。

　気後れした俺がつっ立っていると、天愛星さんが猛然と人ゴミの中に切りこむ。

「すみません、通していただいてよろしいですか」

　強引天愛星さんに感心しつつ、彼女が切り開いた道をついていく。

　えーと、掲示板にはなにが貼ってあるのかな。

「ぬ、温水！」

「ぐっ!?」

　ドスッ。死角から、みぞおちになにかが突っこんできた。

　痛みをこらえながら見下ろすと、そこには小鞠の姿。

「い、いったいどうした……」

「き、気が付いたら囲まれてて、で、出られなく、なった」

　プルプルと震えながら俺のネクタイをつかむ小鞠。

　小鞠とネクタイを引っ張りあっていると、今度は天愛星さんが俺の服をグイと引っ張る。

「温水さん、あれを見てください！」

　天愛星さんが指さす先、掲示板には新聞紙大の紙が一枚貼られている。

「ツワブキ新聞、生徒会選挙特集号……？」

　見てくれといっても、ただの生徒会選挙の記事だよな……。

　新聞の見出しに視線を送った俺は、思わず目を丸くした。




『生徒会選挙は恋愛代理戦だった?!』




　……なんだこれ。いやホントになんだこれ。

　ええと、今回の選挙は２年女子の美少女をめぐる痴ち情じようのもつれが発ほつ端たんで、関係者の一人は複数の女生徒相手に浮うき名なを流す女の敵……？

　ははあ、桜さくら井い君のことだな。あいつモテるし。

　じゃあここに書いてある、副会長の座をエサに男の気をひく会長候補ってもしかして──。

　プルプルプル。首まで顔を真っ赤にして震えている天愛星ていあらさん。

「……ち、違いますから！　そんなつもりで声をかけたんじゃないですよ?!」

「もちろん分かってるって。うん、分かってる分かってる」

「全然分かってませんよね?!　だいたい温ぬく水みずさんがいけないんですよ?!　いつも思わせぶりなこと言って、私を振り回すから──」

　え、なに突然の俺批判。小こ鞠まりまで俺のネクタイをつかんだままコクコクと頷うなずいてるし。

「わ、分かったから！　人前だし声を落として？」

　ああ、周りの視線が痛い……。

　なんとか天愛星さんをなだめながら、学校新聞の続きを読む。

　ええと、女の敵である男子生徒は学内でも人気の美少女、２年生のＡ子を卒業したバスケ部の元主将から奪ったあげく、もてあそんで捨てたのか。

　しかも生徒会役員の女子と二股しつつ、新入生の女子も毒どく牙がにかけているらしい。

　桜井君、ずいぶんな書かれようだな……。

　同情しながら読み進めていると、記事は中途半端なところで終わっている。

　そしてその下に赤字で書かれているのは──。




　続きはＷＥＢで！　購入は新聞部のＨＰから！




　俺はゴシック体の赤字を見つめつつ、本日何度目かの感想を口にした。

「……なんだこれ」





Intermission　私こう見えてモテるんです







　夕方、豊とよ橋はし駅前の喫茶店UNO‐UNO。

　八や奈な見み杏あん菜なと姫ひめ宮みや華か恋れんはカウンター席に並んで、ガラス越しの豊橋駅前を眺めていた。

「杏菜、生徒会選挙の準備はもういいの？」

　いちごミルクのカップを手に華恋が首をかしげると、髪がフワリと揺れ、周りにキラキラと光の粒が散る。

「所信表明の原稿もできたし、あとはポスターの撮影くらいだよ。桜さくら井い君は体育祭の準備が始まるから、しばらくは選挙どころじゃないかな」

　八奈見は店員が運んできたソーダフロートに、瞳をキラキラと輝かせる。

「そういえば、体育祭って生徒会の最後の仕事だっけ。大変そうだね」

「高校生って意外といそがしいよね。あ、これ美お味いしい」

　アイスをパクつく八奈見を見ながら、華恋は恐る恐る口を開く。

「あの……杏菜って桜井君とどういう仲なの？」

「どうって、クラスメイトじゃん。華恋ちゃんもそうでしょ？」

　当然とばかりに答える八奈見に、華恋は拍子抜けしたような顔をする。

「ただのクラスメイトなら、なんで彼の推薦人になったのかなって」

「だって温ぬく水みず君、馬ば剃そりさんに誘われてるでしょ」

「だからって、なんで──」

　不思議そうに考えていた華恋は、ハッと光を周囲に散らす。

「それってそういうことね、杏菜！」

　コクリ、と頷うなずく八奈見。

「そう、どっちが勝っても生徒会に恩を着せられるの。裏の顔が生徒会副会長ってのもカッコいいし、大学の推薦だってよりどりみどりだよ」

　ズズ……。グラスに直接口をつけ、アイスまじりのソーダをすする八奈見。

「……そういう感じなんだ。でも生徒会に入ったら大変だよ」

「いざとなったら、温水君に手伝ってもらうよ。彼、私の頼みなら断らないし」

　そう上う手まくいくものだろうか。

　疑問はいくつもあるが、この友人を相手にして、心配なんかするだけムダなのだ。

　華恋は肩の力を抜くと、テヘ、と舌をだす。

「それならよかった。てっきり私、温水君への当てつけかと──」

　言いかけた華恋は慌てて口を閉じる。

「華恋ちゃん、それって例の学校新聞のこと？」

「えっ、あの──あれに書いてあることは気にしないほうがいいと思うよ？　でたらめだってみんなも知ってるから」

　八や奈な見みは気にしないでとばかりに、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「仕方ないよね。まあ私も入学したころは、ちょっとしたものだったし？」

「え？」

　得意げに言いながら、スマホをかざす。

　画面にうつっているのは、ツワブキ高校学校新聞の有料版だ。

「杏あん菜な、それ買ったの?!」

「まあ、いちおう当事者だし？　読んでおいたほうがいいかなって」

　八奈見はニマニマとした表情で、画面に目を落とす。

「ほーんと、勝手なこと書いてるよね。私が温ぬく水みず君とつきあってたとか、振られたとか？　全然当たってないし、むしろ私が振った側だよね」

「えっ」

　思わず声を出した華か恋れんは、両手で口をふさぐ。

「でも学校でも人気の美少女Ａ子をめぐる恋愛代理戦、ってフレーズは悪くないかな。温水君が女の敵ってのも、あながち間違ってないし」

　上機嫌な八奈見は鼻歌まで歌いだす。

　その様子を観察していた華恋が、おずおずと片手を上げる。

「あのー、杏菜ちょっといい？」

「はい、華恋ちゃんどうぞ」

「いまは杏菜と温水君は──つきあってないんだよね？」

「いまも昔も、つきあっていませんが？」

　華恋は神妙な顔で頷うなずく。

「ってことはだよ。これをきっかけに、馬ば剃そりさんと温水君が急接近したりしないの？」

「あのお堅い副会長がそんなわけないじゃん。あの人いつも温水君に食ってかかってるし、むしろ苦手なんじゃない？」

「じゃあなんで、推薦人に温水君を誘ったのかな」

「他に男子の知り合いがいないんだってさ。真面目な子だし、男子が苦手って言ってたから」

「ふうん。じゃあ、温水君が馬剃さんの家に行ったのも気にしてないんだ」

　八奈見の手元でスマホが揺れる。

「ま、まあ温水君だし？　私が家に行っても通常運転だし……」

　八奈見が、ふと動きを止める。

　画面を見つめたまま固まる八奈見を、華恋が心配そうに見つめる。

「杏菜、どうしたの？」

「…………」

　返事はない。八や奈な見みの手からスマホが床に滑り落ちる。

　不思議に思いながらスマホを拾った華か恋れんの目に、画面の記事が目に留まる。




　──入学以来、男子人気の高かったＡ子だが、その天下もわずか１カ月で幕を閉じる。

　転校生Ｋにより、すっかり過去の人になったのだ。

　人気、男のすべてを奪われたＡ子は、この生徒会選挙で再び栄光を取り戻せるのか──。




　……記事を最後まで読み終えた華恋は、慌ててスマホを背中に隠す。

「ちょいちょい、杏あん菜な！　こんな怪文書なんて読んじゃダメだよ！」

「気にしてなんかないよ……？　うん……気にしてないから……」

　急速に八奈見のオーラが消えていく。

　これはいけない。華恋は八奈見の前にメニューを広げる。

「ほら、口直しになにかおごってあげるよ！　なにがいい？」

「えっ、いいの？　なんでも？」

　八奈見の顔に生気が戻ってくる。

「もちろん、遠慮しないで！　ここってケーキが美お味いしいんだよ」

「なんでもいいとなると迷うなー。カルボナーラもいいし、ポルチーニのクリームソースも捨てがたいし……」

「杏菜、パスタいくんだ」

「ん？　華恋ちゃん、なんか言った？」

　無言で首を横に振る華恋。

　そう、八奈見の笑顔の前にはツッコミなんて野や暮ぼなのだ。

　華恋は楽しそうにメニューを眺める八奈見の横顔を見ながら、親友の幸せを心から願うのだった。





～３敗目～　紅の狂騒曲







　それから一週間。これまでの騒動がウソのように平穏な日々が続いている。

　天愛星ていあらさんと桜さくら井い君の二人が、生徒会最後の大仕事、体育祭の準備に忙殺されていたのだ。

　そしてむかえた週末の日曜日。俺と八や奈な見み、小こ鞠まりの３人は、豊とよ橋はし駅から電車と地下鉄を乗りついで数十分、名古屋市の陸上競技場にいた。

　ここでは焼やき塩しおが出場する東海高校総体陸上競技大会──いわゆるインターハイの全国出場を懸けた試合がおこなわれている。

　焼塩はすでに午前の１５００ｍの予選をトップのタイムで通過。

　いまから始まる決勝で６位以内に入れば、全国出場が決まるのだ──。

　人もまばらな観客席のベンチ。

　俺と八奈見の間に座った小鞠が、祈るような姿勢でつぶやく。

「や、焼塩大丈夫、かな……」

　心配そうな小鞠に、八奈見がポップコーンの袋に手を突っこみながら声をかける。

「大丈夫だって。檸檬れもんちゃんって足速いし」

「こ、ここにいるやつ全員速いぞ」

　もっともな反論をした小鞠が、突然立ち上がる。

　階段から観客席に現れたのは──文芸部ＯＧ、月つき之の木き古こ都と。

　俺たちを見つけると、大きく手を振る。

「ごめんごめん、遅くなったね！」

　聞きなれた、だけど懐かしい声。

「せ、先輩！」

　小鞠は跳ねるように走り寄ると、手を取りあって再会を喜んでいる。

　それに俺たちも加わろうと近付くと、続いて玉たま木き元部長も階段から姿を見せた。

「みんな、久しぶりだな」

　ひととおり再会の挨あい拶さつをすませると、キャイキャイはしゃぐ女性陣を眺めながら、玉木先輩が俺の隣にくる。

「大学はどうですか？」

「ついていくのでギリギリだよ。一年のうちから、実習とレポートだけでこんなに忙しいとは思わなかったな」

「じゃあ、アニメやラノベを見てるヒマないですね」

「そんなことないぞ。独り暮らしは最高だ。自己責任という名の自由に満ちている」

　玉木先輩はニヤリと笑みを浮かべる。

「いいか、アニメはレポートをしながら見ればいい。マンガやラノベを摂せつ取しゆしたければ、寝なければいいだけだ」

　玉たま木き先輩は興奮気味に両手のこぶしを握りしめる。

「ポスターやタペストリーを壁どころか天井に貼っても、誰にも文句を言われないんだぞ。その気になれば、抱き枕だって」

「月つき之の木き先輩はなにも言わないんですか？」

「……古こ都との部屋にくらべたら、そんなのは子供の遊びだ」

　途端に遠い目になる玉木先輩。

「あいつの部屋、どこを見ても見つめあう半裸の男がいるんだぞ。カフェのＢＧＭ感覚で、常にＢＬのボイスドラマが流れてるし」

　二人の愛の巣、そんなことになっているらしい。

　ノロケかどうか微妙なとこだが、仲がいいのは違いない。

「うまくいってるみたいですね」

「ま、どうにかこうにかな。で、温ぬく水みずはどうなんだ？」

「どうって？」

　思わずオウム返しをすると、玉木先輩は俺に顔を近付けてくる。

「だれとも進展はないのか？　まさかウワサの新入生じゃないだろうな」

「なんにもないですよ。そもそも俺、男扱いされてませんから」

　笑って流そうとした俺は、先輩の言葉に思わず聞きかえす。

「あれ、新入部員のこと知ってるんですか」

「なかなかの逸材だって聞いてるぞ。今日は来てないのか？」

　逸材なのは間違いない。なんのかは置いといて。

　そういえば、今日は決勝までには会場に来るって言ってたな。

　あたりを見回していると、ちょうど白しら玉たまリコが階段から姿を見せた。

　俺と視線が合った白玉さんは、手を振りながら小走りで駆け寄ってくる。

「部長さーん、おくれてすいませーん！」

「まだ始まってないから大丈夫」

　……。

　…………白玉さん、走るのおそいな。

　ようやく俺の前にたどり着くと、白玉さんは胸を押さえてフウと息をつく。

「ふふ、部長さんに早く会いたくて走っちゃいました」

　と、初めて気付いたかのように、瞳をパチリとさせて玉木先輩を見つめる。

「ひょっとしてＯＢの玉木さんですか？　初めまして、白玉リコです」

「ああ、初めまして。去年まで文芸部にいた玉木です。あっちが月之木──」

　言いかけた玉たま木き先輩の手を、突然両手で包みこむ白しら玉たまさん。

「っ!?」

「ひょっとして、鍵を落としましたか？　はい、どうぞ」

「え？　ああ、そうか。ありがと」

　ぎこちなくお礼を言う玉木先輩の手を握ったまま、ニコリと微ほほ笑えむ白玉さん。

「危なかったですね。私が悪い子だったら、おうちに忍びこんじゃったかもしれませんよ？」

「いやあ、君みたいな子なら歓迎かな……」

　テンパってなに言ってんだこの人。必死にこらえているが、顔がニヤけてるぞ。
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　あきれていると、二人の間に月つき之の木き先輩が強引に割って入る。

「君が白玉さん？　初めまして。私はＯＧの──」

「わあ、ひょっとして月之木さんですか？　おウワサはかねがね」

　玉木先輩の手を離すと、ペコリと頭を下げる白玉さん。

「あら、私のウワサなんてろくなもんじゃなかったでしょ？」

「いいえ、おウワサどおりにお綺き麗れいでビックリしちゃいました。文芸部の先輩たちって、みなさん素敵なかたばかりで緊張しちゃいます」

「そ、そう……」

　毒気を抜かれて立ちつくす月之木先輩。

　流れる微妙な空気に、白しら玉たまさんは不思議そうに首をかしげる。

「どうしたんです？　みなさん、座ってお話ししませんか」




◇




　トイレをすませて観客席があるメインスタンドに戻ると、４００ｍの女子決勝が始まるところだ。焼やき塩しおの出番まであと２０分。なんだか俺まで緊張してきたな……。

　席に向かおうとすると、後ろからだれかが肩に腕を回してきた。

「よっ、温ぬく水みず君」

「あ、どうも」

　待ち構えるように俺をつかまえたのは月つき之の木き先輩だ。

　いや、本当に俺を待ち構えていたのだろう。ギラリと光る眼鏡を向けてくる。

「聞いたよ。最近、馬ば剃そりちゃんとなんかやってんでしょ」

「えー、まあ。選挙の手伝いをちょっと」

「じゃあ、当選したら生徒会に入るつもり？」

「そのつもりはありませんよ」

　俺は月之木先輩の腕から抜けだす。

「２年の時、先輩は副会長やってたんですよね。選挙はどんな感じでした？」

「大変だったよー、会長がいい加減な人だったから。私を誘っといて、選挙活動なんてまるでしなかったし」

「へえ、じゃあ全部先輩が準備したんですね」

　月之木先輩は首を横に振る。

「私も、なーんもしなかったわ。やったのは応援演説くらいね」

「えっ、それで当選したんですか」

「それがしたのよ。応援演説が終わったあと先生に取り囲まれたのも、いい思い出ね」

　……なにやらかした。

　怖くて聞けない俺に、月之木先輩は懐かしそうに話を続ける。

「いま思えば、会長もなんで私を誘ってきたんだろ。成績も悪かったし、先生に気に入られてたわけでもないし」

「はあ……」

　先輩は特に話を広げるでもなく、無言でグラウンドに視線を送る。

　視線を追うと、ちょうど４００ｍの最下位の選手がゴールラインをわったところだ。

　同じフィールドの中に勝者と敗者がいる。

　ぼんやりそれを見つめていると、月之木先輩が静かに口を開く。

「選挙のあと、温ぬく水みず君はどうするつもり？」

「……え？」

　生徒会には入らない。そう言ったはずだ。

　質問の意味について考えていると、月つき之の木き先輩が表情を緩ゆるめる。

「変なこと言ってごめんね。さ、みんなのところに戻りましょうか」

「あ、はい。そろそろですね」

　並んで歩いていると、月之木先輩が不意に俺の頭をワシワシとかき混ぜる。

「わ、ちょっとやめてくださいって」

「温水君もこれからが大変よ。がんばりなさい」

　いまがすでに大変なのだが。

　俺は死んだ目で、されるがままに頭をかきまわされ続けた。




◇




　女子１５００ｍ決勝。焼やき塩しおは第５レーンだ。

　場内アナウンスで名前を呼ばれると、焼塩は片手を上げて一礼をする。

　俺と勝負したあの日とも違う、どこか大人びた空気を身にまとって。

　俺たちは息をのんでスタートの瞬間を待ち受ける。

　それはそうと、隣に座る白しら玉たまさんいい匂いがするな。香水また変えたのかな……。

　白玉さんに気をとられていると、




　──オンユアマークス。




　聞き覚えのあるフレーズがアナウンスされる。

　選手たちがスタートラインで前ぜん傾けい姿し勢せいをとった次の瞬間、ピストルの音と同時に焼塩が一気に先頭に飛び出した。

　観客席の最前列、ツワブキ陸上部の控え組からワッと歓声が上がる。

　思わず声を上げる八や奈な見みたちの中、小こ鞠まりは両手を胸の前で握りしめたまま、黙って勝負を見つめている。

　小鞠の心配にもかかわらず、焼塩のペースはさらに上がっていく。

　駆け引きや位置取りなど関係ない。トラックにいるのは自分一人だとばかりに、他の選手を引き離していく焼塩。




　──全国を獲とる。




　あの日の保健室。焼やき塩しおは確かにそう言った。

　あいつはやたら不器用で、見た目よりも繊細で。だからこそ誰よりも強い。

　ラスト一周。２位との差は開いていく。あとはゴールラインをわるだけだ。

　俺は無意識に立ち上がると、焼塩の名を叫んでいた。

　勝負はついているのに、なぜこんなに感情が昂たかぶっているのか自分でも分からない。

　隣では小こ鞠まりも立ち上がって歓声をあげている。

　２位と十数秒の差をつけてゴールした焼塩は、物足りなそうに速度を落としながら、観客席に向かって左手を突き上げた。

「や、やや、やった！　すご、すごいっ！」

　興奮した小鞠は俺に抱きつこうとして──慌てて目標を変更。八や奈な見みと抱きあって飛び跳ねる。うん、そうだよな。

　なんとなく両腕を持てあましていると、玉たま木き先輩が俺の肩をポンとたたく。

「俺でよければ胸は空いてるぜ」

「迷いましたが遠慮しときます」

　変なテンションで笑いあっていると、

「お二人とも、私の胸も空いてますよ？」

　白しら玉たまさんが俺たちの前で両手を広げる。

　……え、いいの？

　思わず迷った瞬間、月つき之の木き先輩が白玉さんを後ろから抱きしめて持ち上げる。

「よし、お姉さんが心の隙すき間ま、埋めてあげる！」

「うわあ、月之木さんって力持ちですね。私、どこに連れていかれるんですか？」

　……白玉さん、連れ去られた。

　これまで玉木先輩に手を出そうとした女は、ああやって排はい除じよされてきたのだろう。

　息をつく暇もなく、トトッ、と小さな影が走り寄ってきた。

　朝あさ雲ぐもさんだ。オデコをキラリと輝かせ、両手のこぶしをブンブンと縦に振る。

「やりましたっ！　檸檬れもんさんがっ！　すごいです！」

「朝雲さんも来てたんだ。焼塩の走り、すごかったね」

　言葉も出ないのか、無言でコクコク頷うなずくと、クルリと振り向いて走りだす朝雲さん。

　……落ち着かない人だな。あれ、朝雲さんがいるということは。

　朝雲さんが駆け戻った先には綾あや野のの姿。

　あいつ、ハンカチで目頭を押さえてる。気持ちは分かるが彼女の前だぞ……。

　他ひ人と事ごとながらハラハラしているうちに、グラウンドでは男子の１５００ｍが始まっていた。

　本日の種目もあと少し。ツワブキ選手の出場も終わったようだし、表彰式を待つばかりだ。

　俺は心を落ち着けようと、ベンチに座りなおす。

　焼やき塩しおのやつ、有言実行というべきか、圧倒的実力差で全国への切符を勝ちとった。

　全国を獲とる発言、現実になるかもしれないぞ……。

「いやあ、檸檬れもんちゃん速かったねー」

　のんきな口調で言いながら、八や奈な見みが隣に座る。

「速いなんてもんじゃないぞ。去年なら、全国でも表彰台がねらえるタイムだ」

「ほうほう、さすが檸檬ちゃんだ」

　八奈見はポップコーンをモシャリとほおばる。

「で、あと何回勝てば全国が決まるの？」

　……ん？　八奈見はガラス玉のような澄んだ瞳をしている。

「ええと、いまので全国は決まったんだが」

「へーえ……」

　もう一口、モシャリとポップコーンを口に入れる。

「え？　ってことは、いまのが決勝!?　檸檬ちゃん速くない!?」

「あーそうだね、焼塩は速いよね」

　俺は八奈見係としての責務を果たしつつ、笑顔で頷うなずいた──。




　東海高校総体陸上競技大会、女子１５００ｍ決勝。

　ツワブキ高校２年、焼塩檸檬。この日、彼女は１位通過で全国進出を決めた。




◇




　翌日の月曜日。放課後になっても、昨日の余よ韻いんが俺の心にまとわりついていた。

　俺はなんだがフワフワした気持ちで、廊下に貼られた桜さくら井い君の選挙ポスターを見上げる。

　桜井君がさわやかな笑みを浮かべて、こちらに片手を伸ばしている。

　ポスターの写真を撮ってる女生徒もいるし、桜井君ってやっぱモテるんだな……。

　その横に貼られた所信表明の紙には、開かれた生徒会、同好会制度の改革──などの項目が並んでいる。

　……あれ、最後になんか変なことが書いてあるぞ。

「ふっ、これで勝負あったね」

　ファサッと髪をかき上げながら登場したのは八奈見だ。

　ドヤ顔で所信表明の紙をトントンとたたく。

「所信表明の最後のやつ、私が考えたの。どう？　温ぬく水みず君も投票したくなったでしょ？」

　八奈見の指の先、『生徒会のＨＰに学食のメニューを掲載！』って書いてある。

　よかった、桜さくら井い君は正気だった。

「八や奈な見みさん学食使ってたっけ。いつも弁当じゃん」

「浅い、浅いよ温ぬく水みず君」

　八奈見さんはポケットからパンの耳をとりだすと、俺の前でヒラヒラと振る。

「いい？　学食の献立を見ながらお弁当を食べると──なにが起こると思う？」

「ご飯をこぼすんじゃないかな。八奈見さん結構こぼすし」

「こぼしませんが？　あのね、メニューを見ながら食べると、弁当だけじゃなくて学食の日替わり定食も食べてる気分になれるんだよ。一食で二食分の満足を得られるんだから、究極のダイエットだよね」

　得意げな表情で、パンの耳をパクつく八奈見。

　発言の内容はともかく、一食しか食べないのは八奈見にとっては間違いなくダイエットだ。

　納得しつつ、その隣に貼られた天愛星ていあらさんの所信表明に視線をうつす。

　部活予算増額や、生徒会活動の見える化などの真面目な内容だ。

　ちなみに天愛星さんが書いた原稿を、規定の文字数におさまるよう圧縮するのが非常に大変だった。主に天愛星さんの説得が。

　しみじみと苦労を思い出していると、八奈見がパンの耳で俺の頰ほおをつついてくる。

「ねえ、馬ば剃そりさんのポスターは？　作ってないの？」

　……あれ。そういや天愛星さんのポスターは、どうなってるんだっけ。

　スマホを取りだすと、タイミングを見計らったように画面に天愛星さんからのメッセが滑りこんできた。




　──いつもの場所にこれますか？




◇




　天愛星陣営の選挙本部こと中庭の石のテーブル。

　来たはいいが、天愛星さんの姿は見えない。

　人を呼びだしておいて待たせるとは、待ち伏せ派の天愛星さんらしくないな……。

　周りを見回していると、渡り廊下から一人の女子がこちらに近付いてくる。

　今季アニメ『ギリギリアウトな娘たち』のチカピョン（２期Ｖｅｒ．）だ。

　俺の心をつかんで離さないのは、あのタテシマのニーハイソックス。

　第９話の『絶対領域大作戦』では、ついに綿１００％に──。

　…………

　………………チカピョン？

　まずい、ついに幻覚が見えるようになったか。

　目をゴシゴシこすっても、チカピョンはそこにいる。

　その少女はツワブキ高校の制服に身を包み、タテシマのハイソックスと短めのスカートが、魅惑の絶対領域を構築している。

　髪はストレートのロングヘアー。それを耳の上あたりの高さで小さく縛り、左右にチョコンと出すツーサイドアップと呼ばれる髪型だ。

　俺の前まできたチカピョンは人より少し立派な眉まゆ毛げの持ち主で、首筋にホクロが──。

　………………天愛星ていあらさん、なにやってんの。

　あぜんと立ちつくす俺の前で、天愛星さんは恥ずかしそうに目を伏せる。

「お、お待たせしました、温ぬく水みずさん」

「あ、ああ……いま来たとこだから」

　天愛星さんはモジモジと靴の先で地面に円を描く。

「な、なにか気付きませんか？」

「えーと。なにかって」

　気付きしかないが、突っこんでいいものか迷っていると、

「ほ、ほーら……これ」

　天愛星さんは顔を真っ赤にして、左右にチョコンと伸びた髪を掌てのひらで下からポンポンたたく。

「ほーら、ほら」

「…………」

　いったいなにが起きているんだ。

　対応に困るので、ここはあえて『見けん』に徹することにする。

　あの真面目（？）な天愛星さんが、どうした気の迷いかこんな痴態を見せているのだ。

　目に焼き付けねば無作法というものだろう。

「あの、温水さん……ほら……その……」

　だんだん勢いが落ちてきた。天愛星さん、首まで真っ赤だ。

　どこまでいけるか見守っていると、天愛星さんがプルプルと震えはじめた。顔色も赤を通りすぎて、青ざめてきたぞ。

「天愛星さん、そのへんで──」

「温水さん！　なんとか言ったらどうですか!?」

　天愛星さん、ついにキレた。

「いやあの、全然展開についていけないんだけど……」

「だって温水さん、このキャラが好きって言ってましたよね!?」

　俺にグイグイと詰め寄ってくる天愛星さん。

　たしかに好きだが、なんでそんな格好してるんだ。

　完全に混乱していると、誰かが俺たちに近付いてきた。

「お取りこみ中、すいませーん。新聞部でーす」

　見れば、一眼レフカメラを手にした女生徒だ。

　スカートのやたら短い新聞部女子は、笑顔で一礼。

「馬ば剃そりさん、選挙ポスターの写真、まだだよね」

「はあ、たしか先生に写真を送ったはずですが」

「あれって、去年の生徒会発足の時の記念写真でしょ。３カ月以内に写した写真じゃないとダメなんだって」

　へえ、そうなんだ。細かい決まりがあるんだな。

　天愛星ていあらさんは素直に頭を下げる。

「それは失礼しました。では後日、あらためて撮影にうかがいます」

「先生に今日中に写真よこせっていわれてんの。じゃ、いこっか」

　陽気な営業スマイルで、天愛星さんの腕をつかむ新聞部女子。

「へっ?!　待ってください、こんなかっこうで」

「今日中にポスターの印刷まで済ませないとだし。先生、さっきから待ってるって」

「えっ、いや、あの」

　……天愛星さん、連れてかれた。

　なんか助けを求めるように俺を見ていたが、決まりだし仕方ない。

　ポツンと中庭に取り残された俺は、まだ明るい空を見上げる。

　結局、天愛星さんのコスプレはなんだったんだ……？




◇




　駅前のときわ通りアーケードの北側に、一軒の喫茶店がある。

　建物の２階にあるこの店は落ち着いた雰囲気の老舗しにせで、比較的お客さんの年齢層が高めだ。

「違うんです……本当に違うんです……」

　衝撃のコスプレ事件から二日。

　テーブルに突っ伏してうめき声をあげているのは天愛星さん。

　いつもの髪型に戻っているのが、少しばかり残念だ。

「そうは言うけどこのポーズ、ノリノリじゃない？　けっこう楽しかったとか」

　スマホの画面に映っているのは生徒会長候補、馬剃天愛星の選挙ポスターだ。

　天愛星さんは両手の人差し指をくるくる回す、いわゆるチカピョンポーズをとっている。

「仕方ないじゃないですか！　ポーズとってくださいって言うから、練習してたポーズがつい──って、こんなところで写真を見ないでください！」

　ガバッと身体からだを起こす天愛星ていあらさん。うん、元気そうでよかった。

　天愛星さんはようやく周りの状況に気付いたように、喫茶店の店内をいぶかしげに見回す。

「……それはそうと、どうして私をここに連れてきたんですか」

「馬ば剃そりさん、学校を離れたいって言ってたでしょ。それとこれ、ずっと返事がなかったから勝手に頼んどいたよ」

　赤ぶどうのジュースを前に置くと、天愛星さんが不思議そうに手にとる。

「……コーヒーじゃないんですね」

「馬剃さんって、コーヒーそんなに得意じゃないよね」

「私がコーヒー苦手だなんて、どうして知ってるんですか？」

「こないだボドゲカフェ行ったとき、砂糖とミルクをたくさん入れて一気に飲んでたから」

　俺は自分のぶどうジュースのグラスを持ち上げる。

「それに、疲れた時には甘いものがいいかなって。いつもはコーヒー頼むけど、俺も久しぶりに頼んでみたよ」

　無言でグラスを見つめていた天愛星さんが、ストローにそっと口をつける。

「美お味いしい……」

「でしょ？　安あ曇ずみ野ののワイナリーで採れたブドウを使ってるんだって」

　天愛星さんも少し落ち着いたようだ。

　俺もジュースを飲もうとすると、天愛星さんがジト目でボソリとつぶやく。

「……やっぱり手慣れてます」

「え、どういうこと？」

「温ぬく水みずさんって、弱った女性の扱いがやけに慣れてますよね。外から見えない落ち着いた感じの喫茶店に連れこんで、甘いもので籠ろう絡らくするとか」

　俺、ずいぶんな言われようだ。

「子供のころ、親と一緒にきてただけだって」

「なるほど、それが女性を連れこむ定番になったんですね」

　失礼な。ここに連れてきたのは佳か樹じゆをのぞいて天愛星さんが初めてだぞ。

　さて、いつもの天愛星さんに戻ったのならそろそろ本題に入るとするか。

「で、こないだはなんであんな格好してたの？」

　ゴフッ。天愛星さん、ジュース吹いた。

　ハンカチで口元を押さえながら、うるんだ瞳で見上げてくる天愛星さん。

「それ、説明が必要ですか？」

「だって選挙にもかかわってくるし」

「あの、それは……ちょっと……」

　ふむ、ならば仕方ない。

　スマホ画面にポスター写真を映すと、天愛星ていあらさんは慌てて身を乗りだしてくる。

「色仕掛けです！　色仕掛けで、温ぬく水みずさんに推薦人になってもらおうと思いました！」

　ゼイゼイと息をつきながら、ぶどうジュースを飲む天愛星さん。

　俺、公衆の面前で色仕掛けされていたのか。まったく気付かなかったぞ。

「つまりあの格好で、推薦人になってほしいにゃん──とか言うつもりだったんだ」

「はい！　にゃんとかは言いませんけど！」

　完全に開き直った天愛星さんは、空になったグラスをドンと置く。

「では改めて。考え直してくれませんか？　私は温水さんに応援してほしいんです」

　背せ筋すじを伸ばし、真面目な口調で、天愛星さんはジッと俺を見つめてくる。

　……どうしてそこまで。俺は迷いながら口を開く。

「なんで俺なの？　先生に紹介してもらったほうが、ぜったい票がとれるぞ」

「かもしれません。ですが私があなたに頼みたいんです」

　これでは堂々めぐりだ。こうなったらはっきりと断るしかない。

　決心して告げようとすると、機き先せんを制するように天愛星さんが口を開いた。

「なぜ私が副会長に指名されたかご存じですか？」

「たしか志し喜き屋やさんが推薦してくれたんじゃなかったっけ」

　天愛星さんは頷うなずくと、空になったグラスをジッと見つめる。

「それまでろくに話したこともなかった私を、なんで推薦してくれたのか。副会長に指名してくれたのか。怖くてずっと聞けなくて」

　天愛星さんは記憶を探るように話し続ける。

「最初に先輩たちと接点ができたのは、ボランティアで生徒会の手伝いをしたときです。正直、その時もあまり役にたっていませんでした」

「いやそんなことは」

　天愛星さんはゆっくりと首を横に振る。

「ご存じのとおり、私は頭が固くて融ゆう通ずうがきかない女です。周りと衝しよう突とつをして、会長にとりなしてもらったこともあります。だから私が去年の会長選挙で推薦人を頼まれたとき、なんの冗談かと思いました」

　両手で水のグラスをつかむと、揺れる水面を見つめる天愛星さん。

「いま思えば、同情だったのかもしれません。周りと衝突してばかりの私をあわれんで、目の届くところに置いてくれたんでしょうね」

　天愛星さんが顔を上げる。

「だから私は勝ちたいんです。対等な友人として、これからも生徒会のみんなと一緒にいられるように」

「それで──なんで俺なの？」

「会長たちが、あれだけあなたを気にかけているんです。私に足りないものが、あなたの中にある気がします」

　真剣なまなざし。

　俺は天愛星ていあらさんの瞳から目をそらすことができず、煮えきらない笑みを浮かべる。

「そんな大げさな」

「大げさじゃありませんよ」

　天愛星さんは迷いのない口調で答える。

「私が去年、放ほう虎こ原ばる会長の応援演説をしたときは足が震えました」

「そっか、馬ば剃そりさんも応援演説したんだっけ」

「……温ぬく水みずさんも聞いていたはずですが」

　うん、言われてみればそんな気も。

　天愛星さんは咳せき払ばらいをすると、仕切り直して再び話し出す。

「あの女、調子に乗ってるんじゃないか。会長の威い光こうを笠かさにきて、偉そうな態度をとっている──この１年間、そう言われてきました。今年は自分が候補者で、去年の会長と同じ立場であそこに立つんです。正直、怖くて仕方ありません」

　胸に手を当てると、深く深呼吸をして、言葉をつなぐ。

「あなたの言葉が欲しいんです。形だけでもいい。それがあれば私は、あそこに堂々と立っていられると思うんです。だから──」

　天愛星さんは、俺をまっすぐに見つめる。




「いまだけは私を──私だけを推おしてくれませんか」




　天愛星さんの独白にも似た言葉は終わった。

　俺はそのあまりのまっすぐさに、返すべき言葉を見つけられず、黙り続ける。

「すいません、急にこんな話を」

「いや、それは構わないけど……」

　再び始まる沈黙。

　雰囲気を変えようとしたのだろう、天愛星さんは通りかかった店員さんを呼びとめる。

「ごちそうしますよ。コーヒーを頼みましょう」

「あれ、コーヒーは苦手だって」

「はい、苦手です。でも温水さんが好きなら、少しずつ慣れていこうと思います」

　なんで俺がコーヒー好きなら慣れる必要があるんだ……？

　不思議に思っていると、天愛星さんがカバンからたたんだ紙を取りだす。

「そういえば学校新聞を印刷してきました。選挙分析が意外とよく書けているんですよ」

　天愛星ていあらさんはテーブルの上に紙を広げる。

「新聞部、選挙の分析なんてしてたんだ」

「投票先のアンケートを取っていたようです。ここを見てください」

　天愛星さんの細い指の先、円グラフで支持率が書かれている。

　桜さくら井い君４５、天愛星さん３０、未定２５──。

　さらには学年別、男女別のデータまで載っている。

　桜井君は１、３年生の女子と２年男子の支持が強く、天愛星さんは１年男子で善戦している。

　現在のところ、有利なデータは見当たらない。

　天愛星さんのけわしい表情を見て、俺は学校新聞を手に取った。

「でもこの新聞ってゴシップ記事だらけだし、あまり気にしすぎないほうがいいよ。桜井君のことを女の敵とか、いい加減なこと書いてるし」

　敵とはいえ、桜井君が誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようされるのはいい気分ではない。

　俺の言葉に、天愛星さんは名めい状じようしがたい複雑な表情をする。

「どうしたの」

「……この『女の敵』って温ぬく水みずさんのことだと思いますが」

「はいっ?!　俺、二股どころか彼女できたことないんだけど？」

「ええ、分かっています。温水さんは男性のほうが好きですもんね」

「いや、違います」

　思わず敬語で反論すると、天愛星さんがおもむろにノートをとりだした。

「なにやってるの」

「突然すいません。要審議な事項にかんしては、こうしてノートに書いておいて、あとで正気の時に読み直すんです」

　いま正気じゃないんだ。けっこう長々と話していたぞ。

　天愛星さんはブツブツつぶやきながら、ノートに書きこんでいる。

「ええと温水さんは……男女問わず……手当たり……次第……」

　それも違います。書きながらチラチラ俺を見ないでください。

　突っこみたくなるが、ここはガマンだ。治療の邪魔をしてはいけない。

　俺は不穏な視線から逃のがれるように、学校新聞に視線を落とす。

　自分のことだと思って改めて読むと、やたら好き放題に書かれてるな。

　俺は女に粉をかけるだけかけて、つきあわないロクデナシらしい。

　それと、この『２年生の美少女Ａ子』ってＹ奈見Ａ菜さんのことだよな。俺以上に好き放題書かれているが、微妙に解釈が一致しているのが悩ましい……。

　──パタン。ノートを閉じる音が、俺の物思いを終わらせる。

「お待たせしました。もう大丈夫です」

　天愛星ていあらさんはスッキリした笑顔で、届いたばかりのコーヒーを少しためらって一口飲む。

「ブラックで大丈夫？」

「そうですね、意外と大丈夫かもしれません。でも少し砂糖を入れますね」

　俺は砂糖を入れる天愛星さんを微ほほ笑えましく眺めながら、コーヒーを口に含む。

「……これやけに美お味いしくない？　なに頼んだの？」

「キリマンジャロです。コーヒーの王様だと書いてあったので」

　それ高いやつだぞ。このコーヒー、おごりでよかったよな……？

　だれかさんのせいですっかり疑い深くなった俺がコーヒーをすすっていると、天愛星さんがチラリと腕時計に目をやる。

「さて、そろそろ１８時ですね」

　ん？　門限かなにかだろうか。

　天愛星さんはカバンからスマホを取りだす。

「学校新聞第２号が１８時に配信なんです」

「続きはＷＥＢで、って書いてたやつか」

「仕組みはよく分かりませんが、お金を払うと続きが全部読めるそうです。年間プランがお得だというので契約しました」

　そうか、よく分からないのに契約しないほうがいいぞ。

　真剣な表情でスマホを見つめていた天愛星さんは、突然画面を俺に向けてくる。

「温ぬく水みずさん、見てください！」

「えーと、馬ば剃そり副会長の公開コスプレは有料公開──」

「そっちじゃありません！」

　天愛星さんが俺に見せてきたのは、最新の投票先アンケート調査結果だ。

　桜さくら井い君は前回から微増の５０。そして天愛星さんは──１５ポイントアップの４５だ。

　天愛星さんは目を輝かせて身を乗りだす。

「大躍進です！　やはり所信表明がみなさんの心に届いたのでしょうか？」

「かもね。ちょっと投票の内訳見せてくれる？」

　俺は最新記事と前回の投票結果を見くらべる。

「前回から大きく票を伸ばしているのは男子票だな。むしろ女性票は減っている。ええと、言いにくいんだけど……」

　言いよどむ俺に、天愛星さんがグイと身を乗りだす。

「なんですか、どうぞ遠慮せずに言ってください」

「コスプレの選挙ポスターが──うけたんじゃないかな」

　その言葉に天愛星さんがビクリと震える。

「わ、私のあの格好が……？」

　うんまあ、悪くはなかったぞ。

　俺は天愛星ていあらさんからスマホを借りると、記事に目をとおす。

「あ、新聞部のＨＰって掲示板があるんだ」

「掲示板ですか。なにが書いてあります？」

「ええと、ちょっと待って」

　俺は天愛星さんからスマホの画面を隠す。

　高校生が匿名で書きこむ掲示板だ。なにが書かれているか分かったもんじゃない。




『この人なんでコスプレしてるの？』『これはないでしょ』『エロ売りかよ』




　やはり否定的な意見も多いようだ。

　ポスターのあおり構図の写真はテンパった天愛星さんの表情も含めて、とても魅力的な１枚だが、真面目なツワブキ生には少しばかり刺激が強かったようだ。

　続く書きこみも炎上気味だし、これは天愛星さんには見せられない──。




『絶対領域！　絶対投票いたします！』『チカピョン・チカピョン！』『チカピョンピョン！』




　……うん、見せられないな。

「どうしたんですか？」

「こういうのは本人は見ないほうが」

「あんな姿を全校生徒にさらしといて、いまさらですよ」

　天愛星さんはもっともなことを言うと、俺の手からスマホを取りあげた。

　無言で画面を見つめていた天愛星さんが目を細める。

「……予想していた反応と、予想していなかった反応があります」

「ええと、かけ声みたいなのは、１期８話の野球回のネタで……」

「それは分かります。あの格好をする前に『ギリギリアウトな娘たち』のアニメを１２話全部見ましたから」

　そうか、第２期も始まってるからそれも見るといい。

「この『俺のアウトがギリギリピョン』ってどういう意味ですか？」

「なんだろうね。絶対に検索しちゃダメだよ」

　ツワブキ生、意外と友達になれそうなやつが多い。

　ともかく天愛星さんは掲示板の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しよう（？）を意に介していないように見える。

　いいことだが、気になるのは投票予定のアンケート結果だ。

　差は５ポイントと迫っているが、残る浮動票は５ポイント。

　アンケートどおりに投票されたとしても、浮動票を全部とりこんでようやく互角。

　勝つには桜さくら井い君の支持層に切りこむ必要があるのだ。

「桜井君のことも書かれています。応援しているのは女子が多いですね」

「掲示板の性別は信用しないほうがいいぞ」

　インターネットの作法を教えつつ、桜井陣営に思いをはせる。

　このまま桜井君が勝てば、八や奈な見みが生徒会の副会長になるのだ。

　ただでさえ人が少ない文芸部。最近は小こ鞠まりの執筆ペースも落ちてるし、これ以上の戦力ダウンは避けたいな……。

　黙って画面を見ていた天愛星ていあらさんは、大きく息を吐く。

「先週まで勝ち目はないと思っていました。ですが、いまなら勝負になりそうです」

　天愛星さんは俺を真剣な瞳で見つめてくる。

「私は勝ちたいです。同情ではなく自分の力で生徒会長になりたいんです。生徒会に入れとまでは言いません。推薦人として力を貸してください」

　……彼女が副会長になったのは同情なんかじゃない。

　会長も志し喜き屋やさんも桜井君も、天愛星さんのことを信用していて。

　だけどきっと、同じくらい彼女のことを心配して。

　だからきっと、天愛星さんは自分のことが信じ切れないのだ。

　俺は冷めかけたコーヒーを飲みきると、カップを置く。

「……俺は負ける勝負はしたくない」

　無言で頷うなずく天愛星さん。

「推薦人を引き受けるのなら、ひとつだけ要望を聞いてほしい」

「っ?!　ひょっとして──」

「いや、そっちじゃなくて」

　天愛星さんのピンクな誤解をキャンセルしつつ、俺はスマホの画面に選挙ポスターを映す。

「当日の候補者演説、馬ば剃そりさんはこの格好で出てほしい」

「そのくらいなら──はいっ?!」

　天愛星さんは選挙ポスターの写真を凝ぎよう視しする。

「……な、なるほど。そういうことですね」

「分かってくれた？」

　深く頷く天愛星さん。

「つまり羞しゆう恥ちプレイ──」

「違います」

　ダメだこの人。

　俺は子供を相手にする気分で説明を始める。

「さっきのアンケート結果だと、１年生、特に男子の支持が伸びているだろ」

「でも女子票は下がっていましたよね？」

「女子票が落ちているのは２年生だな。目立つ同級生に批判は集まりやすいから仕方ない。アンケート結果をもう一度見せて」

　天愛星ていあらさんはスマホに再び学校新聞を呼びだすと、テーブルの真ん中に置く。

「反対に桜さくら井い君が伸びたのは女子票がほとんどだ。男子票は頭打ちどころか、１年と３年生は減らしている」

　俺と天愛星さんはスマホの画面をのぞきこむ。

「桜井君は確かに可か愛わいいが、男子人気には結びつきにくい。むしろ魅力を感じた男子は、自分の気持ちを否定するために、対立候補に投票する可能性が高いんだ」

「…………そういうのあるんですか」

　あるんです。くわしくは言いません。

「つまり、チカピョンの格好で男子票をガッツリ狙ねらおうということだ。ここから逆転するにはこれしかない」

「女子のみなさんに嫌われません？」

「すでに人気がないから大丈夫」

「ぐっ！」

　胸を押さえる天愛星さん。残酷な事実だが、認めないと先に進めないのだ。

「どうする？」

「……や、約束ですよ」

　天愛星さんが顔を赤くしながら、スマホの画面から顔を上げる。

「来週月曜の投票日、私があの格好で演説をするのなら」

「ああ、俺は──天愛星さんの推薦人として応援演説をする」

　俺もスマホから顔を上げる。

　身を乗りだしていた俺の目前に、天愛星さんの顔が──。

「「っ！」」

　慌てて身を引いた俺たちは、気まずさにコーヒーカップを手に取る。

「……ええと、そんな感じでいこうか」

「あ、はい。お願いします」

　そして同じタイミングでコーヒーを飲もうとした俺たちは、中身が空なことに気付くと苦笑いしながらカップを戻す。

「どうしたんですか温ぬく水みずさん。笑いをこらえてますよ」

「天愛星さんこそ。がまんしなくていいよ」

　目を合わせ、俺たちはついに笑いだす。

　そしてひととおり笑いあうと、天愛星ていあらさんはハンカチで目元をぬぐう。

「あんまり笑わせないでください。それと温ぬく水みずさん」

「なに？」

「私を下の名前で呼ばないでくださいね」

　天愛星さんはやけに楽しそうな声で、そう言った。
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　推薦人になると決めてからは、あっという間に時間がすぎていった。

　投票を翌日に控えた日曜の夜。

　俺は自室の勉強机で、スピーカーモードにしたスマホに向けて声をかける。

「それじゃ、お互いにこれで演説原稿は完成ということで」

『はい、お疲れ様でした』

　スマホ越しの天愛星さんは、かしこまった挨あい拶さつをすませると、なぜかクスクスと笑いだす。

「なにかおかしかった？」

『いえ。一番時間がかかったのが、応援演説の原稿だったのがなんだかおかしくて』

　う……それを言われると、文芸部員としてのアイデンティティが。

「いやほら、準備に取りかかったのが最後だったからね？　馬ば剃そりさんの演説とかぶるわけにはいかないし」

『あら、今日は下の名前で呼ばないんですね』

「いやそれは……」

　完全にからかわれている。

　俺は適当に通話を切りあげると、青いボールペンをノートに置く。

「よし、あとは原稿を清書するだけだな……」

　天愛星さんの強みは、１年生ながら副会長の経験があることだ。

　まずは俺の応援演説でこれまでの実績をアピール。

　続いて天愛星さんの候補者演説で、放ほう虎こ原ばる政権の後継者としての印象を与えるのが作戦だ。

　演説は明日の昼休み明け。

　その直後に投票があるので、演説の印象はそのまま結果に直結する──。

「お兄様、ひと休みしませんか」

　突然、耳元で聞こえてきたのは佳か樹じゆの声。

　佳樹は机に湯ゆ気げの立つティーカップを置く。この香りはカモミールティーだ。

「いつから部屋にいたんだ？」

「さて、いつからでしょう」

　佳か樹じゆは冗談めかしてはぐらかすと、部屋のカーテンを開ける。

「今日は雲がでているので、月が見えませんね」

「ああ、夜遅くに降りだすみたいだぞ」

　俺はカモミールティーの甘い香りをかぎながら、椅い子すの背もたれに身体からだを預ける。

　そのつもりはなかったのに、なしくずしで推薦人を引き受けることになった。

　このままいくと、副会長も引き受ける羽目になるんじゃないか……？




　──信用してないけど、信じてる。




　ふと、小こ鞠まりの言葉を思いだす。

　それだけは断ろう。俺はこう見えて、ＮＯと言える男なのだ。

　カチャリとカップを皿に戻すと、待ち構えていたように窓際の佳樹が振りかえる。

「お兄様、生徒会に入るんですか？」

「そのつもりはないけど──って、生徒会選挙のこと知ってたのか？」

「はい、佳樹はお兄様のことならなんでも知ってます」

　笑えない冗談を言うと、ベッドにポスンと座る佳樹。

　佳樹は生徒会の人たちと面識があるから、情報が筒抜けだな……。

「生徒会には入らないよ。馬ば剃そりさんが生徒会長選挙に出るから、その手伝いをしてるんだ」

「そうですか。ちょっと残念です」

　佳樹はベッドに座ったまま、足をブラブラさせる。

「来年、お兄様が入学式のお世話をしてくれたら、とても素敵だったのに」

「それにはまず、佳樹が入試に受からないとな」

　少し意地悪な口調で言うと、佳樹はふくれっ面つらでベッドに寝転がる。

「佳樹、お勉強もがんばってますもん。お兄様と二人乗りで、ツワブキに通うんです」

「自転車の二人乗りはダメだぞ」

　たしかに最近の佳樹は勉強に本腰を入れはじめて、ツワブキに姿を見せることも減った。

　ベッドでゴロゴロする佳樹を放っておいて、ノートパソコンの電源を入れる。

　それから２０分ほど経たっただろうか。

　応援演説の原稿を仕上げた俺は、椅子の上で大きく伸びをする。

　……あれ、そういえば佳樹はずいぶん静かだな。

　ベッドを見ると、佳樹は枕を抱きしめたままスヤスヤと眠っている。
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　俺は佳樹に布団をかけると、半分開いたままのカーテンを閉めようと窓際に歩み寄る。

　──新聞部ＨＰの掲示板には、あれからも書きこみが増えている。

　天愛星ていあらさんのコスプレは相変わらず賛否両論で、男子人気と比例して女子からの批判も続いている。

　彼女は気にしていないと言っているが、わざわざ俺に報告してくるくらいだ。天愛星ていあらさんが傷付いているのは間違い。

　選挙演説にあの格好で立たせようとしている俺の選択は、果たして正しいのだろうか──。

「絶対に勝たないとな……」

　独りごちながら窓の外を見た俺は、家の前にフラフラとただよう黒い影に気付いた。

　……？　なんだあれ。目を凝らしてよく見ると、それは人影のようだ。

　あんな風に闇に溶けこめる人なんて、俺は一人しか知らないぞ……。

　その時、机に置いたスマホから、ガラスが割れる甲高い着信音が響いた。

　──志し喜き屋や先輩からの着信だ。
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　自宅の玄関先で、俺は志喜屋さんにモバイルバッテリーを手渡した。

「ありがと……明日……返すね……」

　家の前に呼びだされた理由は意外にも単純。スマホのバッテリーが切れそうだから、バッテリーを貸してほしいとのことだった。

　そういえば同じ理由で、家の中に乗りこんできた女がいたな……。

　スマホの灯あかりでボンヤリ照らされる志し喜き屋やさんの顔。

　それをなんとはなしに見ていた俺は、半ば無意識に口を開く。

「なんでこんなところにいたんですか？」

「最近……バスや電車の練習してる……から？」

　首をかしげてマンガのお嬢様キャラみたいなことを言う志喜屋さん。

「そういえば通学、途中までおうちのかたに迎えにきてもらってるんですっけ」

「うん……気が付くと……知らないとこにいるから……バスは乗らない……」

　志喜屋さんはフワリと揺れる。

「でも……いつまでも……そうはいかない……から……」

　夜闇に散った志喜屋さんの言葉は、なぜだか俺の胸に残って。

　それがなんなのか、俺の心が受けとめる前に志喜屋さんの視線が泳ぎだす。

「電停……どっち……？」

「ああ、この道をまっすぐ行くと通りに出ますよ」

「分かった……遅くに……ごめんね……」

　フラリと歩き出した志喜屋さんはすぐに立ち止まると、俺に背を向けたまま小さくつぶやく。

「あのね……君と……天愛星ていあらちゃん……」

「天愛星さんがどうかしましたか？」

　そのまま黙りつづける志喜屋さん。

　俺がもう一度口を開こうとした矢先、風もないのに志喜屋さんの髪が揺れた。

「ううん……なんでも……ない……」

　再び歩きだした志喜屋さんの背中は、闇に溶けてしまいそうなほど、おぼろげで。

　そのままどこかに消えてしまいそうな、そんな儚はかなげな影をまとっている──。

　そんな気がしたから、俺は一歩足を踏みだした。

「──あの、途中まで送ります」

　志喜屋さんの動きが止まる。

　彼女は首をグリンと回すと、白い瞳に俺を映す。

「うん……お願い」

　……通りまでのわずか数分。俺たちは黙って歩き続けた。

　志喜屋さんの足取りは、いつもより少しだけゆっくりな、そんな気がする。

　胸に絡みつく感情を探りながら、二人で日曜の夜を歩いている。

　話したいことはたくさんあるけど、なぜかどれも口から出てこない。

　遠くから、通りを行きかう車の音がだんだんと近付いてくる。

　どことなく名残惜しい気分で足を進めていると、市電が走る通りに出た。

　交差点の脇では、『常夜灯』と書かれた大きな石いし灯どう籠ろうが灯あかりをともしている。

　電停はそのすぐ前、横断歩道を渡った道路の中央だ。

　志し喜き屋やさんは石灯籠の前で足を止めると、不意に口を開く。

「あのね……私……自転車も……乗ってる……」

「え、危なくないですか？　補助輪とか付けたほうが」

　俺の失礼な言葉にもかかわらず、志喜屋さんは楽しそうに身体からだを揺らした。

「できること……少しずつ増えて……楽しい……」

「そうですか。いいですね」

　志喜屋さんの増えていく少しが、俺とこの人の距離をひらいていく。

　……明日、天愛星ていあらさんか桜さくら井い君のどちらかが次期生徒会長に決まる。

　体育祭が終われば現生徒会は解散。

　志喜屋さんも放ほう虎こ原ばる会長も、春からの進路に向けて本格的な準備を始めるのだろう。

　──卒業なんてあっという間よ。

　いつかの月つき之の木き先輩の言葉だ。先週会った先輩はすっかり大人びていて。

　なにも変わってないようで、ツワブキにいたころの月之木古こ都とではなくなっていた。

　みんな俺を置いて大人になるようなそんな焦しよう燥そうを感じるが、だれだってその時がくれば否いや応おうなしに次の世界に足を進めるのだろう。

　なんの準備もなくたって、覚悟なんてなくたって、俺だっていつかは変わる──。

　物思いにふける俺を、志喜屋さんが見つめている。

「どうした……の……？」

「志喜屋先輩って大人だなって」

　素直に口にしたひと言に、志喜屋さんは不思議そうに首を揺らす。

「私……まだ子供だよ……？」

　志喜屋さんはどことなく迷うような仕し草ぐさで、俺に手を伸ばす。

　だけど俺の顔に触れる直前でその手をとめた。

「あのね……明日の選挙……天愛星ちゃん……」

　やはり志喜屋先輩は、明日の選挙のことで俺に会いにきたのだ。

　天愛星さんと仲がいい志喜屋先輩。しかも相手は桜井君。きっと心配なのだろう。

　次の言葉を待ちかまえる俺に向かって、めずらしく言いよどむ志喜屋さん。

「先輩？」

「あのね……私ね……演説……」

　志喜屋さんは再び言葉に詰まる。

　そのままゆらりゆらりと揺れていた志喜屋さんは、不意に悲しそうに目を伏せる。

「やっぱり私……天愛星ちゃんに……避けられてる……？」

「そんなことは──」

　今度は俺が言いよどむ。

　天愛星ていあらさんは、この選挙戦を通して現生徒会とは距離を置いている。

　先輩たちの光から逃のがれて──自分自身で光るため。

「生徒会終わったら……天愛星ちゃん……すぐ帰る……」

「それは志し喜き屋や先輩を避けてるんじゃなくて」

　──避けられているのは志喜屋さんだけではない。

　だけどそんな事実は、目の前のこの人にはなんのなぐさめにもならないのだ。

「……最近は、俺の応援演説の原稿につきあってもらってたから。それでいそがしかったんだと思います」

　志喜屋さんは俺の言葉に反応するでもなく、闇に輪りん郭かくを溶かすように静かにたたずんでいる。

　国道１号線を走る車のヘッドライトが、暗闇から現実に引き戻すように志喜屋さんを照らす。

「君が……天愛星ちゃんを……勝たせてあげて……」

　消えいりそうな声で言うと、ゆらりと後ろに下がった。

「先輩、前！」

　赤信号の横断歩道に足を踏み出した志喜屋さんの手を──俺は力任せに引っ張った。

　志喜屋さんは抵抗せずに、俺の胸に飛びこむように倒れこんでくる。

　さっきまで志喜屋さんがいた場所を、ガタガタと音をたてながらトラックが通りすぎていく。

　……俺は志喜屋さんを胸に抱いたまま、呼吸を整える。

　志喜屋さんは俺にグタリと体重を預けて、感情を覆い隠す白い瞳で見上げてくる。

　その身体からだは意外なほど小さくて。

　少しでも力をこめたら壊れてしまいそうだ。

「あの、先輩──」

「……少し……痛い」

　無意識に腕に力が入っていた。

　回した腕をほどいても、志喜屋さんは俺の胸に身を寄せたまま、身じろぎ一つしない。

　わずかに汗の混じった香りが、俺の頭をジンと揺らす。

「ケガはないですか？」

「ん……大丈夫……」

　その姿勢のまま、指先で俺のシャツをつかみ、瞳を見上げてくる志喜屋さん。

　俺はわずかに視線をそらしながら、一歩後ろに下がる。

　電停に通じる横断歩道の信号が、青になったのだ。

「先輩、信号が青になりましたよ」

　それでも志喜屋さんはその場から動こうとしない。

「本当に大丈夫ですか。気をつけて帰ってくださいね」

　ゆらり、と志し喜き屋やさんが動いたかと思うと、

「……パーンチ」

　ポスン。俺の胸にか弱いパンチを繰り出してきた。

「あの、先輩？」

　志喜屋さんは黙って俺に背中を向けると、電停に向かって横断歩道を渡りだす。

　そして途中で一度だけ振り向くと──蚊の鳴くような声でつぶやいた。

　ささやきにも似た小さな声は、車の行きかう音にほとんどかき消されて。

　俺の耳にようやく届いたそのつぶやきは、確かにこう聞こえた。




　──女の敵、と。
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　投票日の朝。

　空はどんよりとした厚い雲におおわれ、街はまるで夜明け前のような薄暗さに包まれていた。

　いつもより早く登校した俺は、人ひと気けのないユリノキの並木道を歩きながら、応援演説の原稿を読みかえす。

　応援演説は３分間。序盤は天愛星ていあらさんの人となりを紹介し、中盤以降は実績をアピール。

　自画自賛にとられないよう配はい慮りよしつつ、天愛星さんの候補者演説につなげるのだ──。

「……なんだか緊張してきたな」

　勢いで引き受けたのはいいが、やっぱ断ればよかった……。

　心を落ち着けようとグラウンドに目をやると、陸上部の朝練の真っ最中だ。

　焼やき塩しおは１５００ｍに続いて３０００ｍでも全国を決めている。

　陸上部の中でもひときわ目立つ彼女は、ストレッチをしている部員と別に、早くも走り始めている。

　遠くそれを眺めていると、八や奈な見みが能天気な声をかけてきた。

「やる気だねー、温ぬく水みず君」

「おはよう。八奈見さんこそ、いつもより早くない？」

「まあね、私もやる気なんだよ。はい、これお食べ」

　八奈見はカツサンドが詰まったタッパーを突きだしてくる。

　ここ最近、八奈見はカツサンドを食べ続け、ポケットには作るときに余ったパンの耳が詰まっている。

　二人で食べながら並木道を歩いていると、なんだか緊張感も薄れてきたな。

　八や奈な見みがパンくずをポロポロこぼすから、なんだかスズメもついてきてるし……。

「そういえば、八奈見さんも応援演説するんだろ。人前だけど大丈夫？」

　八奈見は指についたソースをペロリとしながら、ウインクをする。

「対策はバッチリだって。ほら、人を野菜に見立てるやつ」

「ああ、観客をジャガイモやカボチャだと思え、ってやつか」

　頷うなずくと、次のカツサンドを手に取る八奈見。

「それそれ。ジャガイモはじゃがバターで、かぼちゃは煮物が美お味いしいし、にんじんは生でもいけるでしょ？　そう思えば緊張なんて──やば、よだれ出てきた」

　カツサンドを食べながら、食べ物のことを考える女。こいつ、朝から通常運転だ。

　しかしこのカツサンド、豚の脂とソースの濃い味が、キャベツの千切りでうまいこと中和されている。朝から揚げ物はキツイと思っていたが──。

「……美味しいな」

　思わず口からもらすと、八奈見がニヤリと唇の端を上げる。

「でしょ？　ほら、もっとお食べ温ぬく水みず君。もうちょいお肉つけないと」

「これってゲンカツギなんだから、俺より桜さくら井い君にあげないと」

　なぜかモンヤリしてそう言うと、八奈見の顔に笑みが広がっていく。

「へーえ、ひょっとして妬やいてるの？　私が桜井君と仲良くしてるから？」

「はい？　違うけど」

　はっきり否定する俺の肩を、ポンポンとたたく八奈見。

「妬かない妬かない。選挙は今日まででしょ？　明日からは普通の友達に戻るんだし、ピリピリしたってしかたないじゃん」

「そりゃそうだけど──って、べつに妬いてるわけじゃないから」

「素直じゃないなー、温水君。認めてもいいんだよ？」

　あいかわらずウザいが、八奈見の言うことには一理ある。

　天愛星ていあらさんは生徒会のメンバーに、一人の人間として認められたいと思っている。

　だけどそれは、いまの関係をこわす危険と隣り合わせで──。

「……やっぱ八奈見さんの言うとおりかもな」

「へっ？　それどういう──」

　おっと、自分の中でだけ話を進める悪いクセがでた。

　俺は足を止め、あらためて八奈見に向き直る。

「当たり前にそばにいると、気付かないこともあるかなって。八奈見さんだって分かるだろ？」

「ま、まあ、私にも経験あるというか、分かるけど」

　ゴキゴキとぎこちなく頷く八奈見。

　よかった、分かってくれたか。俺は早口で言葉をつなぐ。

「だけど先に進むには、お互いの気持ちというか、関係を再確認する機会が必要だと思うんだ。だからちゃんと気持ちを──」

「ちょっ?!　待って待って！　朝から学校でする話じゃなくない?!」

「？　だって投票は今日の午後だぞ」

　ピタリ、と固まる八や奈な見み。

「……温ぬく水みず君、なんの話してるの」

「だから馬ば剃そりさんの話だって。明日から普通の友達に戻るっていっても、あの人いつも全力だし周りが見えてないだろ。生徒会の人たちと、ケンカわかれみたいになってるのは良くないから──って、どうしたの八奈見さん」

「…………」

　八奈見は無言でカツサンドをムシャリとかじると、俺の足を蹴けってくる。

「痛っ?!　えっ、なに?!」

「そういうとこだよ温水君！」

　八奈見はプイと顔をそむけると、俺を置いて校舎に入った。

　えぇ……なんなんだ。痛む足を引きずりながら校舎に入ると、なぜか立ちどまっている八奈見にぶつかりそうになる。

「八奈見さん、今度はどうしたの」

「ぬ、温水さん、おはようございます」

　下駄箱の前に立っていたのはチカピョン……ではなく、特別仕様の馬剃天愛星ていあらだ。

　しましまニーハイソックスに絶対領域。

　縛った髪を左右にピョコンと出す、ツーサイドアップ──。

　天愛星さんは顔を赤らめながら、八奈見に両手の人差し指を向ける。

「や、八奈見さん！　悪いですが私たちも勝ちに行きますからっ……！」

　ぎこちないチカピョンポーズで指さされた八奈見は、引き気味な顔で頷うなずいた。

「う、うん……お互いがんばろうね」

　八奈見、そんな目で俺を見ないでくれ。

　……俺もちょっと引いているんだ。
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　昼休みも終わり、体育館で遊んでいた生徒も教室に戻った。

「候補者と推薦人は全員集まったようだな。それでは段取りの説明を始める」

　静まりかえった体育館のステージの上、放ほう虎こ原ばる会長が俺と天愛星さん、桜さくら井い君に八奈見の４人の顔を順番に眺める。

「最初は弘ひろ人との組だ。八や奈な見み君の応援演説が３分、弘人の候補者演説が５分以内。その後は温ぬく水みず君、馬ば剃そり君の順番だ。演説完了後、生徒は速やかに教室に戻って投票をおこなう。時間は厳守してほしい」

　全員が理解したのを確認すると、会長は口元に笑みを浮かべる。

「知りあいばかりで不思議な気分だが、これもめぐりあわせというものだろう。全員、悔いが残らないよう思いきり気持ちをぶつけるといい。ツワブキ生は受けとめてくれる」

　さらに口を開こうとした会長の背後に、薄暗い影が立ちのぼる。

「ひばり……先生が……呼んでる……」

「分かった、すぐ行く」

　放ほう虎こ原ばる会長は髪をなびかせ背中を向けるが、志し喜き屋やさんはその場から動かない。

　一瞬──と言うには長い時間、天愛星ていあらさんをジッと見つめる。

　沈黙が意味を帯びる直前、志喜屋さんはなにも言わずに踵きびすを返した。

　ステージに残された俺は、大きく息をつく。

　隣では天愛星さんが胸の前で両手を握って小刻みに震えている。

「緊張してるの？」

「は、はい。もうすぐ全校生徒がここに並ぶんですね。温水さんこそ大丈夫ですか」

「緊張はしてるけど、今回のは合法だし。捕まる心配はないから、その点は気楽かな」

「……温水さん、私と違う話をしてます？」

　おっと口をすべらせた。もう犯罪からは足を洗ったのだ。

「馬剃さんこそ演説の準備は大丈夫？」

　さりげなく話をそらすと、天愛星さんは青ざめた顔で頷うなずいた。

「人前で話すのは副会長の仕事で慣れています。ですが、こんな恥ずかしい格好で全校生徒の前に出ると考えたら……」

「考えたら？」

　ゴクリ。つばを飲みこむ音。ホクロがついた白い首筋が怪しくうごめく。

「な、なんだか身体からだが熱くなって、ドキドキして……やはり緊張しているのでしょうか」

　……天愛星さん、また変な扉を開けようとしてるんじゃないだろうか。

　お願いだから、戸締りはしっかりしておいてくれ。
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　まもなく生徒たちの入場が始まった。

　俺たち４人の待機場所は、生徒たちから向かって右手の舞台袖そで。

　反対側の舞台袖では、会長と志喜屋さんが、先生と段取りの打ち合わせをしている。

　次第に増していく体育館のざわめきに、俺は落ち着かずに深呼吸を繰りかえす。

　演説の原稿を読み返しても目がすべるだけなので、あきらめて顔を上げた。

　桜さくら井い君と八や奈な見みの二人は特に気負った様子もなく、小声でなにやら談笑をしている。

　……なんかあの二人、近くないかな。いやそんなことないか。

　気を取りなおして天愛星ていあらさんの様子を見ると、彼女はなにやらスカートを気にしている。

「どうかしたの？」

「さすがに短すぎて、ステージの下から見えないか不安になって……。アニメだとこのくらいなので、大丈夫だとは思うのですが」

「いや、アニメというのは不思議な力でスカートの中が見えないようになっているんだ。気をつけたほうがいい」

「……ちょっとあちらで直してきます」

　天愛星さんは言い残してバックヤードに下がる。

　しまった、そのままにしておけば男子票を稼げた可能性が──。

　そんなことを考えている俺の隣に、さりげなく桜井君が並んできた。

「僕のわがままで、いろいろ巻きこんじゃったね」

「べつに桜井君のせいじゃないって。誰でもどんな理由でも、立候補していいんだし」

　深く考えず答えると、桜井君は俺をジッと見つめてくる。

「どうした？」

「なるほど、そういうとこなんだね」

　ついに桜井君にも言われたぞ。

　その時、体育館の扉を閉める低い音が聞こえてきた。生徒の入場が終わったのだ。

「ごめんね、今回は勝ちにいかせてもらうよ」

　桜井君は、そう言い残して八奈見のところに戻る。

　……なんであやまったんだ？

　不思議に思っていると、天愛星さんが戻ってきた。

「お待たせしました。そろそろ始まりますね」

「スカートの長さ、あんまり変わってないように見えるけど。大丈夫？」

「やはりこのくらいの緊張感──じゃない、オシャレ感が必要かと思いまして」

　大丈夫か。新たな扉、すでに開きかけてないだろうな。

　ハラハラする俺の耳に、会長の落ち着いた声が流れこんできた。

「みなさん。それではこれより、生徒会長立候補者の演説会を開始します」

　それまでザワついていた体育館が、とたんに静かになる。

「──生徒会長候補、桜井弘ひろ人との応援演説。２年Ｃ組、八奈見杏あん菜な。よろしくお願いします」
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　生徒会長候補　桜さくら井い弘ひろ人と応援演説　～八や奈な見み杏あん菜な～




　八奈見はステージ中央の演台に立つと、マイクの位置をグリグリと調整する。

「あー、テストテスト」

　たっぷりと時間をかけてマイクテストをすると、エホンと咳せき払ばらい。

「えー、どうも八奈見杏菜といいます。生徒会長候補の桜井君とはクラスメイトで、まあそんな感じの仲です」

　えらくゆるいスタートだが、トップバッターはまだ温まっていない会場と向かいあわなくてはいけない。落語の枕のように空気を和ませつつ、軽く探りを入れる必要があるのだ。

　八奈見はゆるいトークを２、３投げると、マイクに向かって身を乗りだす。

　さあ、前置きはここまで。本番が始まるぞ──。

「突然ですが、みなさんはパン派ですか。ご飯派ですか」

　……いや、最後まで前置きでいく作戦かもしれない。

　会場の戸と惑まどいの空気にかまわず、八奈見は自信に満ちた態度で話を続ける。

「私は朝はパン派、昼はご飯派です。時間のない朝はお手軽なパンですまして、昼は弁当箱の白米と向きあう。つまり午後の授業と長い放課後を乗りきるには──そう、お米のパワーが必要なのです」

　八奈見は断言すると、会場をグルリと見渡す。

「ここまでくれば、みなさんも私の言いたいことはお分かりかと思います」

　ごめん、分かんない。

　これでいいのか桜井君。不安に思って視線を送ると、彼はどこか面白がるような表情で八奈見を眺めている。桜井君の包ほう容よう力りよく、そこまでとは……。

　八奈見はもう一度、エヘンと咳払い。

「そう、桜井君は白米なのです！　ご飯はどんなおかずも、優しく受け入れてくれます。シチューだろうがおでんだろうが、ご飯はすべてを受け入れるんです！」

　八奈見のエンジンがかかりだした。会場をすべて置き去りにして、八奈見劇場が続く。

「私が明太子なら、彼の友人は唐揚げだったり、ごま塩だったりいろいろですが、彼は決して分けへだてはしないのです！」

　八奈見が舞台袖そでをビシリと指差す。

　指の先には、さりげなくカーテンから姿をだした桜井君。

「桜井君は、ごま塩君みたいに彫刻刀で心をえぐるような失礼なことは言わないし、私の話をちゃんと聞いてくれます。少しは見習ったほうがいいです。見習ってください」

　ごま塩君、誰かは知らんがヒドい言われようだな。そして八や奈な見み、なぜ俺を見る。

　八奈見は再び正面のオーディエンスを見すえる。

「生徒会というのは、皆さんがよりよい学園生活を送るために存在します。とはいえ、ときには皆さんの力も借り、一緒に歩いてもらうこともあります。そんなとき、大盛りご飯こと桜さくら井い弘ひろ人となら、皆さんの気持ちを受けとめて美お味いしくいただくことができるのです！」

　バン！　演台を両手でたたく八奈見。

「みなさんにひもじい思いはさせません！　桜井弘人！　桜井弘人を、みなさんのお力で炊きたてご飯にしてください！」





[image: ]






　一瞬の沈黙。

　謎の迫力に圧倒された生徒たちから、パラパラと拍手が上がりだす。

　そして八奈見が片腕を突き上げて演台から離れた瞬間──盛大な拍手が体育館を包んだ。
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　勢いで盛り上がったのは間違いないが、なんだったんだいまの演説。この流れ、空腹時なら危なかった……。

　戻ってきた八奈見は桜井君とハイタッチ。

　俺は八や奈な見みのドヤ顔をスルーしつつ、桜さくら井い君の様子を見る。

　桜井君はいつもどおりの落ち着いた笑顔だ。

　集中するように、ステージをじっと見つめている。

　八奈見劇場で心を乱され、ザワついている会場に会長の声が響いた。

「──続きまして、生徒会長候補演説。２年Ｃ組、桜井弘ひろ人と。よろしくお願いします」
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　生徒会長候補演説　　～桜井弘人～




　桜井君はマイクを前にぺこりと頭を下げる。

「こんにちは。現、生徒会会計の桜井弘人です」

　さっきとは打って変わって、落ち着いた出だしだ。

　桜井君はゆっくりと会場を見回す。

「とはいっても、あまり外には出ていないので、私のことを知らない方も多いかと思います」

　会場から「知ってるよー」と黄色い声がいくつも上がる。

　なにそれ。桜井君、友達だと思ってたのに。

「私は生徒会ではみんなの補佐役として、サポートに回っていました。自じ慢まんできるほどの実績はありませんが、生徒会のこれまでの仕事を、みなさんに紹介しようと思います」

　桜井君の演説は予想以上の正攻法。いたって真面目な演説だ。

　彼も生徒会の一員である以上、生徒会の実績をアピールしてくるのは予想の範囲内だ。

　施設予約の電子化、行事予算の見直し、女子運動部棟への照明設備の設置──。

　地味ながら効果の大きかった施策を、的確に拾っている。

　桜井君の演説を聞きながら、俺は違和感を覚えはじめていた。

　これはひょっとして……？　天愛星ていあらさんが俺の腕に手を触れる。

「温ぬく水みずさん、原稿を見せてください」

「ああ、ちょっと待って」

　こちらの作戦では、俺の応援演説で過去の実績をアピールし、天愛星さんはこれからの生徒会の方針について話す予定だ。

　俺の原稿に書かれた天愛星さんの実績は、施設予約の電子化、イベント予算の見直し、女子運動部棟への照明設備の設置──。

「これって……」

　天愛星さんが厳しい表情で頷うなずく。

　そう、桜井君が演説でアピールしているのは、天愛星さんが実現した施策だ。

　──完全なる狙い撃ち。

　もちろん、実施にあたっては生徒会として取り組んでいるし、桜さくら井い君は自分は補佐役だと、はっきり明言している。

　なにも噓うそはついていない。ミスリードも誘っていない。

　にもかかわらず──このあとに同じアピールをすれば、二に番ばん煎せんじどころか手柄を横取りした印象を与えるかもしれない。

「……まずいな、桜井君がこうくるとは思わなかった」

「正当な作戦です。私たちも演説の順番を利用して、衣装でインパクトを与えることを選びました。桜井君は先行の不利を、有利に変える戦術をとったにすぎません」

　天愛星ていあらさんがキリリとした表情で拳こぶしを握る。

「用意した原稿はあきらめましょう。代わりに得意のフリートークで繫つないでください」

「そんな特技はないけど?!」

　テンパる俺たちをキョトンと眺める八や奈な見み。

「さっきからなに騒いでるの？　そろそろ温ぬく水みず君の出番だよ」

　俺たちの耳に拍手の音が聞こえてくる。桜井君の演説が終わったのだ。

　観客席に向かって深く頭を下げると、桜井君が舞台袖そでに戻ってくる。

　腕組みをして、それを迎える天愛星さん。

「やってくれましたね、桜井君」

「ごめん、馬ば剃そりちゃん。お詫わびならあとでいくらでも」

　桜井君が謝るべき相手は俺ではなかろうか。

　……いや、文句はあとだ。

　慌てて原稿に目を落とすが、見れば見るほど桜井君の演説の焼き直しだ。

　やはり全校生徒の前で即興のフリートークに挑むしかないのか……？

「それでは続きまして、馬剃天愛星の応援演説。２年Ｃ組、温水和かず彦ひこ。よろしくお願いします」

　放ほう虎こ原ばる会長の凜りんとした声が響く。俺の番が始まるのだ。
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　生徒会長候補　馬剃天愛星応援演説　～温水和彦～




　……いくしかない。俺は目をつぶって深呼吸をする。

　よし、そろそろ覚悟が決まってきたぞ。あと一回だけ深呼吸をしたらステージに出よう。

「温水さん、呼ばれてますよ！」

「ああ、うん大丈夫。いい感じにあったまってきたから、もう少し」

「続きはステージでお願いします！」

「あ、ちょっと──」

　ステージに押し出された俺に、全校生徒の視線が集中する。

　視線から逃のがれるように演台に歩み寄ると、震える指でマイクのスイッチを入れた。

「ええと、その……私は馬ば剃そりさんの推薦人を拝はい命めいしました温ぬく水みずです」

　早くも言葉に詰まった俺は、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

　一人でステージに立つ緊張感は、４月の部活説明会とは段違いだ。

「馬剃さんは、あの……とても真面目で……」

　再び言葉が止まり、体育館の静けさが身体からだを覆う。

　──現実は追いこまれたからといって、秘めた力が解放されるわけじゃない。

　完全に気持ちが折れた俺は、舞台袖そでの天愛星ていあらさんに視線を送る。

　天愛星さんのあきれた表情が俺を待ち受けて──いなかった。

　予想に反して天愛星さんは、真剣な表情で俺を見つめている。

　信頼に満ちた、強い瞳で。




　──私だけを推おしてくれませんか。




　喫茶店での彼女の言葉。

　天愛星さんはこの期ごにおよんでも、俺を信じている。

　全校生徒の前で、醜しゆう態たいをさらしている俺を。

「……私が初めて彼女に会ったのは、去年のツワブキ祭前です」

　俺は顔を上げ、全校生徒の視線を受け止める。

　覚悟したって開きなおったって。俺はただの目立たぬ一生徒だ。

　ただの温水和かず彦ひことして、出会って１年も経たっていない天愛星さんを語るしかない。

「彼女の第一印象はとても真面目な生徒でした。ええと、たしかにツワブキ祭で彼女はメイド服を着てニャンとか言ってましたが、総じて真面目な生徒です」

　なんか舞台袖の天愛星さんから、プレッシャーを感じるぞ……。

「今回の生徒会選挙。学校新聞や新聞部ＨＰの掲示板には、あることないこと書かれていました。その内容は悪口のようなものも多かったですが」

　掲示板の話をするときの、天愛星さんの表情。

　なにげなさを装よそおっていたが、確かに傷付いていた。それぐらいは俺にも分かる。

「まあなんというか、頷うなずける部分も多かったです。彼女は融通が利かなくて、固くて強情で。少しわがままなところもあって──」

　増していく天愛星さんのプレッシャーにおびえつつ、大きく深呼吸。

「でも彼女のわがままは自分のためじゃなく、いつもだれかのためなんです。だから今回の立候補は彼女にとって初めての、彼女自身へのわがままだと思いました」




　──ひょっとして、桜さくら井い君が会長になったほうがいいのかもしれない。




　彼は優秀で、なにより人望がある。

　俺も当事者でなければ桜井君に投票していただろう。




「私は彼女の初めてのわがままをかなえたくて推薦人になりました。たしかに彼女は、いまの会長とくらべれば頼りなく見えるでしょう」




　だけど俺は当事者だ。馬ば剃そり天愛星ていあらの推薦人だ。




「ですが彼女は彼女です。馬剃さんには馬剃さんの長所がある。きっといい生徒会長になる。それでも馬剃さんのことを悪く思う人がいたら──」




　だからここに立った以上──俺は、俺だけは彼女を推す。




「俺のところに来てください！　悪口を言われたら、その何倍も彼女を褒ほめてみせます！　これまで見てきた馬剃さんの不器用だけど強くてまっすぐで、思いやりのあるところを──朝までだって語ってみせます！」




　頭の中をすべて吐きだした俺は、大きく息をつくと体育館を見回す。

　生徒たちは凍りついたように静まりかえっている。

　ひょっとして俺、やらかしたか……？

　こわごわ舞台袖そでに視線を送ると、天愛星さんは真っ赤な顔をして、チカピョンポーズで俺を指差している。それ、どういう感情なんだ。

　──その時、俺の首筋をヒヤリと冷たい風が撫なでた。

「私も……朝まで語りたい……」

「っ?!」

　驚く間もなく、バツンと音がして、体育館の灯あかりが突然消えた。

　体育館は昼間とは思えない暗闇に包まれ、体育館のそこかしこから戸と惑まどいの声が上がる。

　一瞬、目の前がクラリと揺れて、暗さに目が慣れてきた俺は、思わず驚きに目を見開く。

　いつの間にか演説が始まる前にいた舞台袖に立っていたのだ。

　再びバツン、と音がして、いっせいに体育館の照明が復活した。

　ざわめきが波紋のように体育館に広がっていく。

　ステージの中央、演台の前に立っているのは──志し喜き屋やさんだ。

　マイクを前に志喜屋さんがゆらりと揺れると、ヒュインとハウリング音が響く。

　その音がおさまったころ、志喜屋さんがゆっくりと口を開いた。

「３年Ｅ組……志喜屋夢ゆめ子こ……選手……交代……」

　この場にいる全員が息をのんだ瞬間。

　またもや体育館の天井の照明がチラつきはじめ、一部の女生徒が小さく悲鳴をあげた──。




◇




　生徒会長候補　馬ば剃そり天愛星ていあら応援演説　～志喜屋夢子～




　当然、放ほう虎こ原ばる会長にも予想外の事態なのだろう。

　反対側の舞台袖そでで首を横に振りながら、志喜屋先輩を手招きしている。

　志喜屋さんはそれに構わず、ボソボソ声で話しだす。

「生徒会長候補……天愛星ちゃんは……ご存じのとおり……副会長……してる……」

　それを啞あ然ぜんと見つめる俺の腕を、天愛星さんが引っ張る。

「なんで志喜屋先輩があそこにいるんですか?!」

「いや俺にもなにがなんだか……」

　詰め寄られている俺に向かって、八や奈な見みが親指をビシリと立てる。誤解されるからやめて。

　天愛星さんをなだめながらステージを見ると、志喜屋さんの演説は続いている。

　去年の４月、天愛星さんが校内美化のボランティアに参加していたときの話のようだ。

「天愛星ちゃん……他の人とうまく……いかなくて……」

　周りと衝突する天愛星さんの姿、容易に想像できる。

　出会ったころの彼女は、いまより少し（？）とがっていたし、色々あったに違いない。

「でも……私がしばらく休んだとき……大切な花か壇だん……きれいにしてくれて……」

　志喜屋さんはゆらゆらと揺れながら視線を宙に泳がす。

　生徒たちは釣られて頭上を見るが、もちろんそこにはなにもない。

「枯れてると思ったから……嬉うれしかった……」

　抑よく揚ようのない言葉の節々に、志喜屋さんの不器用な感情が乗っている。

　俺に分かるくらいだ。天愛星さんもそれを感じたのだろう。

　それまで殺気立っていた天愛星さんの肩が降りていく。

「──志喜屋先輩には、自分の大切なモノをあきらめるクセがあるんです」

　天愛星ていあらさんが独りごちるようにつぶやいた。

　俺の視線に気付いたのだろう。ぶっきらぼうな口調で言葉を付け足す。

「だから周りが代わりに、守ってあげないといけないんです」

　花か壇だんの話は、天愛星さんが生徒会に入る前のエピソードだ。

　まだ深くは知らない志し喜き屋やさんのことを、なぜそこまで理解できたのだろう。

「……なんでそう思ったの？」

「見れば分かりますよ。私も同じですから」

　天愛星さんは俺の顔を見ながらそう言うと、再び視線を壇上に戻す。

　ステージでは志喜屋さんのボソボソ語りが続いている。

「あの子は……相手が自分の悪口言う人でも……気にせずに……助けてあげて……」

　だんだんと志喜屋さんの揺れが大きくなってくる。

「誰も見てなくても……ほめられなくても……みんなのためになること……してくれる……」

　言い終わると、ピタリと動きが止まる志喜屋さん。

　大丈夫か、桃水とか飲ませなくていいのか。

　全校生徒がハラハラと見守る中、志喜屋さんが再び動きだす。

「でも……最初にあの子を見つけたの……私じゃ……ない……」

　確か天愛星さんを生徒会に推薦したのは、志喜屋さんだったはず。

　てっきり志喜屋さんが天愛星さんを見み出いだしたのかと思ってた。

「いい子がいるって……教えてくれたの……桜さくら井い君……」

「えっ」

　隣で小さく、天愛星さんが驚きの声を上げた。

　彼女から視線を向けられて、桜井君が気まずそうに鼻の頭をかく。

「懸命で……思いやりがある子がいるから……生徒会に推おしたいって……」

　志喜屋さんはリズムをとるように、ウキウキと身体からだを揺らす。

「会ってみたら……可か愛わいくて……真面目で……チョロくて……優しい子で……」

　天愛星さんのいいところを語る志喜屋さんは、とても楽しそうだ。

　ほめられている本人は、居心地悪そうにソワソワしはじめる。

「ホクロが可愛いし……石せつ鹼けんのいい匂い……背中が弱くて……可愛い……」

　あれ、なんか話がズレてきた。

　さっきまで照れ笑いを隠していた天愛星さんの表情が変わっていく。

「ブラのサイズ……あってないのも可愛いけど……最近育ってきた……予感……」

　あ、天愛星さんが拳こぶしを握り締めてプルプル震えはじめたぞ。

　志喜屋さんは言うだけ言って気がすんだのか、ステージの上で黙って揺れはじめる。

　残り時間がわずかになったころ、志喜屋さんが再び口を開いた。

「天愛星ていあらちゃんは……人のために……なれる子……だから」

　グラリ、と演台に向かって大きく身体からだが倒れこみ、会場からどよめきが起こる。

　志し喜き屋やさんは両手でマイクを握って身体を支えると、消え入りそうな声で言った、

「みんな……天愛星ちゃんに……入れてあげてほしい……けど……」

　最後の力を振りしぼるように息を吸う。

「桜さくら井い君も……可か愛わいい後輩だから……みんなよく考えて……投票して……ほしい……」

　言い終えた瞬間、体育館の窓から陽の光がサッと差しこみ──壇上の志喜屋さんを照らした。

　それを合図にしたように起こった拍手は、さっきまでが夢であったかのように、体育館を大きく揺らした。




◇




　反対側の舞台袖そでに戻った志喜屋さんが、放ほう虎こ原ばる会長にチョップされてる。可愛いな。

　天愛星さんの様子をうかがうと、顔をふせ、プルプルと震えている。

「ホントにもう……みんなもう……っ！」

　マズイ、この人もうキレそうだ。

「でもなんか、うまくいったみたいだし。そろそろ天愛星さんの番だよ？」

「みんな自分勝手にもほどがありますよね?!　いいかげんにしてくれませんか?!」

　そんなこと俺に言われても。

「──みなさん、おまたせしました。生徒会長候補演説を続けます。２年Ｆ組──馬ば剃そり天愛星。よろしくお願いします」

　まだなにか言いたそうな顔をしていた天愛星さんは、会長のアナウンスに表情を引きしめる。

　胸に手を当て深呼吸。

「……じゃあ私も、やりたいようにするしかないですね」

「え、なんかやる気？」

　天愛星さんは頭の横でチョコンとしばった髪を指先ではじくと、俺に白い歯を見せて笑う。

「それでは行ってきます、温ぬく水みずさん」




◇




　生徒会長候補演説　　～馬剃天愛星～




　舞台袖から姿を現した天愛星さんの姿に、体育館にざわめきが広がる。

　つい忘れがちだが、この人って公開コスプレしてるんだよな……。

　天愛星ていあらさんは演台の横で会場に深く一礼してから、マイクの前に立つ。

「このたび、次期生徒会長に立候補させていただきました、馬ば剃そり天愛星です」

　見た目に反して真面目な滑りだしだ。

　志し喜き屋やさんの登場でフワフワしていた空気が、次第に落ち着いていく。

「さきほどの桜さくら井い君と同じく、私も現在の生徒会で副会長を務めさせていただいてます。校内行事でお世話になっているかたも、この中にいるでしょう」

　天愛星さんは会場の雰囲気を確認すると、柔らかい口調で続ける。

「この一年間、生徒会でなにをしてきたかアピールしようと思っていましたが──すでに桜井君にとられてしまいましたね」

　少し笑って、舞台袖そでの桜井君に視線を送る。

　会場からは、つられて笑い声も聞こえてきた。

　天愛星さんは正面に向き直ると、あらたまった口調で話しだす。

「中学時代、私にとってツワブキ高校はあこがれの学校でした」

　……どこか懐かしそうに語りだした内容は、打ち合わせとまったく違う内容だ。

「ここに通っている先輩たちは私にとってヒーローであり、ヒロインでした。私もいつかツワブキに受かって、一緒に高校生活をすごすことが夢でした」

　目の前の聴衆ではなく、かつての自分と対話をしているような、そんな口調。

　天愛星さんは独りごちるように話し続ける。

「ツワブキで普通に勉強して、普通に部活に汗を流し、普通に学園生活をすごす──」

　そしていったん言葉を切ると。真剣な表情で会場を見つめる。

「この学校に受かれば、私もツワブキの『普通』になれると思っていました。ですが、現実はそんなに甘くありませんでした」

　天愛星さんは少しだけためらってから、口を開く。

「私は決して成績がよくはありません。いえ、むしろ悪いといってもいいでしょう。毎回、赤点を回避するのでやっとです」

　──かつて、ひた隠しにしていた秘密。それは彼女のコンプレックスそのものだ。

「スポーツも苦手ですし、友人との会話でも、差を見せつけられることがたびたびです。私は、あこがれていた『普通』にはなれない。入学してすぐに思い知らされました」

　そこまで話すと、天愛星さんはどこか吹っ切れたような顔をする。

「ちょうど去年のいまごろです。生徒会主導のボランティア活動に参加していた私は、先輩たちに声をかけられて生徒会に入りました。どうやら私の名前をだしてくれたのは、そこの桜井君だったようですが」

　悪戯いたずらっぽく笑い、話を続ける。

「それからの私にかんしては、色々とご存じのかたもいらっしゃるでしょう」

　冗談めかして言うと、天愛星ていあらさんはすぐに表情を引きしめる。

「正直、私はこれまでみなさんに多くの迷惑をかけてきました。未熟さゆえに人を傷つけたこともあります」

　いつの間にか桜さくら井い君が俺の隣に立っている。

　なにか言いたげな桜井君に軽くヒジをぶつけると、「結果オーライだよ。ありがとう」と小声で告げる。桜井君は「どういたしまして」と答えて──それで終わりだ。

　あとは並んで、天愛星さんの本気を見守る。

「──生徒会活動をつうじて気付いたんです。私は子供のころあこがれたヒーローやヒロインにはなれない。だけど、そのヒーローやヒロインを支えることはできるって……！」

　天愛星さんはスタンドからマイクをもぎ取る。

「そう、ツワブキのみなさんは──ここにいるみなさんは！　私が昔からあこがれて、なりたかったヒーローであり、ヒロインなんです！」

　感情任せの大声が、体育館に響きわたった。

「私が──生徒会が作ります！　みなさんが勉強に部活に、打ちこめる環境を！」

　ハウリング音にも構わず、マイクに叫ぶ天愛星さん。

　暴力的な感情にさらされた生徒たちは身動き一つせず、天愛星さんを見つめている。

「それでも力不足で、ご迷惑をおかけすることもあるでしょう！　不満を覚えることもあるでしょう！　その時はどうぞ私にぶつけてください！　ぜんぶ受けとめます！　ぶつけてください！　遠慮しないで！」

　言葉の裏にさらなる扉が見え隠れしている気がするが、ここは全力でスルーだ。

　……しかし、いい流れだぞ。天愛星さんは前のめり気味だが、生徒たちは引いていない。

　むしろ会場は、ド直球の天愛星さんの熱に引きこまれている。

　これまでの展開で頭の上に浮かんだハテナマークを、みんな持てあましていたのだ。

　顔を上気させて、演台に身を乗りだす天愛星さん。

「だから……だから……っ！」

　それはそうと、少しばかり興奮しすぎじゃないか。あんまり興奮すると──。

「私は──っ?!」

　慌てて両手で鼻を押さえる天愛星さん。

　落としたマイクが演台の上に落ち、ゴトンと鈍い音が響く。

　……まさか。

　天愛星さんの肩がフルフルと震えだす。えーと、これはつまり。

　突然の中断に会場がザワつき始める。

「ねえ、馬ば剃そりさんどうしたの？　食べすぎ？」

　なにかをモグモグしながら近付いてきた八や奈な見みが心配そうな視線を送る。お前、授業中だぞ。

　そんなことより、これはまずい。

　どうまずいのか微妙に分からんが、どうにかしないと……。

　ポケットのティッシュを探っていると、いつの間にか天愛星ていあらさんの震えが止まっている。

　その瞳には──覚悟の光。

　天愛星さんは意を決したように両手を離すと、マイクをつかむ。

　──鼻から血を流しながら。

「つまり、みなさんは私の『推おし』なんですっ！　だからっ！」

　なりふり構わぬ叫びと鼻血。

　そして天愛星さんは大きく息を吸うと──今日一番の大声を叩たたきつけた。





[image: ]









「お願いします！　私にみなさんを推させてくださいっ！」




　スピーカーからキィィン……とハウリング音。

　あまりの迫力に静まりかえる体育館に、天愛星さんのゼイゼイと荒く息をつく音が響く。

　そして、もう一度大きく息を吸うと、舞台袖そでの志し喜き屋や先輩をビシリと指差す。

「それと志喜屋先輩っ！　人前で、私を下の名前で呼ばないでくださいっ！」

　天愛星さんは流れる血を服の袖でグイとぬぐうと、ツワブキの全校生徒に向かって──。




「以上！　馬ば剃そり天愛星ていあらでしたっ！」




　吠ほえた。










　この日、ツワブキ高校の次期生徒会長に、馬剃天愛星が指名された。

　そして彼女は後日、こう呼ばれることになる。




　──紅くれないの生徒会長、と。





Intermission　あとかたづけのお時間です







　夕方の生徒会室。

　放ほう虎こ原ばるひばりと志し喜き屋や夢ゆめ子この二人は、壁のホワイトボードになにかを書きこんでいた。

　しばらく続いた沈黙を放虎原が破る。

「志喜屋、あれには驚いたぞ。馬剃君が落選していたら、冗談ではすまなかったな」

「うん……天愛星ちゃん勝って……よかった」

　志喜屋は他ひ人と事ごとのようにそう言うと、赤いマーカーでクルクルと花丸を描く。

「天愛星ちゃん……おうちに……帰れた……？」

「ああ、ちゃんと弘ひろ人とが送ったから大丈夫だ」

　放虎原は書いた字が気に入らなかったらしく、間の数文字を消すと書き直しはじめる。

「なあ、志喜屋」

「どうしたの……？」

「やはり解げせんな。どうしてあんなことをした？」

　──あんなこと。

　言うまでもない、応援演説の一件だ。

　志し喜き屋やは手をとめると、ふさわしい言葉を探すようにフラフラと視線を泳がせる。

「二人とも……可か愛わいい……あんまりバチバチするの……ヤダ……」

　少し甘えるような仕し草ぐさで首をかしげる。

「ごめんね……？」

「どうしてあやまる。怒ってるわけではないぞ」

「だって……桜さくら井い君……落ちた……」

　志喜屋の申し訳なさそうな態度に、放ほう虎こ原ばるは苦笑いを浮かべる。

「より想いが強いほうが選ばれた。満足いく結果だ」

「いいの……？」

「ああ、馬ば剃そり君なら安心して生徒会を任せられる」

　放虎原はホワイトボードにマーカーを走らせる。

「そっちじゃ……なくて……」

　それだけ言うと、言葉を止める志喜屋。

　放虎原は表情を迷いながら、そっけない口調で答える。

「とうの昔にすんだ話だ」

　それからしばらく、マーカーがホワイトボードの表面をすべる音だけが生徒会室に響いた。

　満足いく字が書けたのだろう。放虎原が大きく頷うなずく。

「志喜屋こそ、もう決めたのか？」

　不意に放たれたひと言に、志喜屋の身体からだがグラリと揺れる。

「ん……少しずつ……決めてる……」

「そうか」

　再び沈黙が始まる。

　放虎原が描く絵を見ながら、志喜屋がポソリとつぶやく。

「天愛星ていあらちゃん……桜井君に副会長を頼むって……」

「ああ、だろうと思った。弘ひろ人とのやつ、受けたのだろう」

「うん……」

「そういえば、他のメンバーは聞いているか？　さすがに二人だけでは人手が足りないぞ」

「天愛星ちゃん……なにか……考えてるみたい……」

　まだもたずねようとした放虎原は、口元に自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべる。

「いなくなるものが心配しすぎるのも無粋だな。……よし、描けたぞ」

「私も……終わり……」

　二人はマーカーのフタを閉めると、後ろに下がってホワイトボードを眺める。

　中央に大きく『あとは任せた！』の文字。その周りには可愛らしいイラストやメッセージが書かれている。

「ひばり……これ……ペンギン……？」

「可か愛わいいだろう？　ペンギン人間の新形態、オジペンだ」

「要……審議……」

　志し喜き屋やはフラリと放ほう虎こ原ばるの後ろに回ると、背中合わせに体重を預ける。

　そして、掌てのひらを自分の頭より高くかかげる。

「ひばり……背……のびた……？」

「かもしれない。まったく、縦にばかりよく伸びる」

　お互いに表情は見えない。

　二人は、背中越しに伝わる息づかいを感じながら、名残惜しそうに口を開く。

「……楽しかったな」

「うん……楽しかったよ……」

　現生徒会は明後日あさつての体育祭を最後に解散。次期生徒会に引きつがれる。

　否いや応おうなしに時はすぎていく。

　３年間の限られた時間は、彼女たちをひとところに留とどまらせてはくれない。

「それはそうと志喜屋、前から聞きたかったのだが」

　放虎原は、ホワイトボードの猫を不思議そうに見つめる、

「この『ヌコ』というのはなんなのだ。ネコとは違うのか？」

　その絵は大きな枕に寝転んだ猫のイラストだ。ヌコマクラとの題名がついている。

　志喜屋は放虎原の隣に並ぶと、ゆらりと首をかしげる。

「ヌコは可愛い……から……？」

「可愛いからか。なるほど、合が点てんがいった」

　感心したように頷うなずく放虎原。

　その横顔を見つめていた志喜屋が、おもむろに言う。

「ホッペ……キスしていい……？」

「ダメだ。いざというときにとっておけ」

　放虎原はキッパリと告げると、満足げな表情でホワイトボードを見つめ続けた。





～４敗目～　女の敵ってだれのこと？







　ツワブキ高校体育祭の当日。願いもむなしく、とびっきりの快晴だ。

　会長選挙も無事に終わり、この体育祭が終われば現生徒会は解散する。

　もちろん大半のツワブキ生にとってそんなことは関係ないし、俺にとっても選挙が終わった以上、直接関係のない話だ──。

　そんなことを思いながら、声援を受けながら走る陽キャたちを眺める。

　俺はすでに全員参加の徒競走と綱引きに出場し、疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

　特に徒競走にかんしては、３月に高１男子の平均以上の走力を身につけた俺なら、人並みにやれると思っていたのだが、ひとつ誤算があった。

　──みんな高２になっていたのである。

　しかも一緒に走った５人が外れ値という他なく、陸上部を含む運動部所属のやつらと、袴はかま田だ草そう介すけだったのだ。

　袴田のやつ、陸上部男子を差し置いて１位になるんだから、主人公補整というのはおそろしい。もちろん俺は最下位だ。

　なんだか肩も痛くなってきた。綱引きでこんなに満まん身しん創そう痍いになるとは、俺はもうダメなのだろうか……。

「おい温ぬく水みず、そろそろだぜ」

「ああ、分かってる」

　俺と綾あや野のは視線を交わすと、再びグラウンドに視線を戻す。

　現在行われているのは、クラス対抗の男女混合リレー。

　俺とは縁のない陽キャ感マックスの競技だが、今回ばかりは無視できない。

　２‐Ｅのアンカーとして焼やき塩しおが出場するのだ。

　第４コーナー付近に陣取った俺たちが見守る中、焼塩にバトンが渡る。

「見ろよ、檸檬れもんにトップで渡るぞ！」

「見てるから、服を引っ張るなって」

　アンカーが走るのは、他より長い４００ｍだ。

　焼塩が走りだしたとたん、グラウンドにどよめきが走る。

　中距離が専門だとは思えない勢いで、一気に第１コーナーに差しかかる。

　……速い。もちろん去年も速かったが、凄すごみが増している。

　圧倒されながら眺めていると、綾野が腕組みをしながらウンウンと頷うなずく。

「知ってるか？　実は檸檬のやつ、短距離のタイムも伸びてるんだぞ」

「え、そうなのか」

「ああ、リレーの前に参考で計ったら、自己ベストを更新したんだって」

　なぜか得意げな綾あや野のに向かって、これ見よがしに肩をすくめる。

「その自己ベスト、俺と勝負する前の公式タイムだろ？　悪いがそれ、俺との勝負で３月には更新してるからな」

　それを聞いた綾野は、キラリと眼鏡を光らせる。

「じゃあこれは知ってるか？　檸檬れもんは試合当日、固形物は食べないようにしてるんだ。ゼリーや飲み物のほうが調整しやすいんだってさ」

　へえ、そうなんだ。八や奈な見みには絶対無理だな。

　それはそれとして、彼女持ちが後方理解者ヅラをするのはどうなのだろう。

「綾野、これは知ってるか。焼やき塩しおは試合前、集中するために音楽聞くんだけどさ」

「ああ、もちろん知ってるぞ」

「だろうな。で、ここからが本題だ。こないだの大会でイヤホンじゃなくて本体から流れてて、メッチャ恥ずかしかったんだって」

「へえ、檸檬らしいな」

「だろ？」

　熱いマウントバトルを繰り広げているうちに、焼塩は第４コーナーに差しかかっていた。

　一瞬、目が合った──ような気がした次の瞬間、焼塩は俺に人差し指を立てると、一気に目の前を走り抜ける。

　そして最後にもう一度加速すると、追う男子から逃げ切ってゴールを割った。

　ワッと上がる歓声を背中に受けながら、２‐Ｅのリレーメンバーの輪に飛びこむ焼塩。

　焼塩の走りに圧倒されていた俺たちは、顔を見合わせて言った。




「「──さっき、俺に合図したよな？」」




　なぜハモる。

　俺はヤレヤレと溜ため息いきをつくと、綾野の肩に手を置く。

「冷静になって考えてくれ。友人とはいえ、焼塩が彼女持ちの男にそんなことするのは考えづらい。つまり消去法で俺に合図したと考えるのが自然だ」

「それは関係ないだろ。応援する友人に向かって合図するのは、べつに変なことじゃない」

「なら、相手は俺でもいいんじゃないか？　俺が焼塩の友人だと言ったのはお前だぞ」

　俺の言葉にしばらく考えていた綾野は、指先で眼鏡をクイッと上げる。

「……眼鏡だ」

「どういうこと？」

「眼鏡が光ったから、檸檬が気付いたんだよ。そうでもないと、これだけの人数から俺を見つけられないだろ」

「それ、まぶしくて迷惑だったんじゃないか。立ててたの、中指だった気がしてきた」

　俺は綾あや野のと無言で視線をかわしあう。第２ラウンドが始まろうとした矢先、

「みーつきさん！」

　姿を現したのは朝あさ雲ぐもさんだ。俺に軽く会え釈しやくをすると、綾野に微ほほ笑えみかける。

「檸檬れもんさんの走り見ました？　すごかったですね」

「ああ、千ち早はやも見てたのか。やっぱりあいつはすごいよな」

「ですね。温ぬく水みずさん、光みつ希きさんをお借りしてよろしいですか？　ちょっと話があるんです」

　俺が無言で頷うなずくと、朝雲さんは綾野の腕を両手でつかむ。

「千早、話ってなんだ？」

「はい、なんでしょう。こちらで話しましょうね」

　俺は連行されていく綾野の背中に向かって手を合わせる。

　……さっきの会話、聞かれてたな。

　まあ彼女持ちが振った女にデレデレするほうが悪い。反省しろ。

　さて、午前の競技はそろそろ終わりに近づいている。

　あとはなにが残っていたかな……。

　ポケットの競技表をさぐっていると、八や奈な見みが俺に駆けよってきた。

「ここにいた！」

「どうしたんだ、そんなに急いで」

　八奈見は息を整えると、澄んだ瞳で俺に両手を差しだした。

「温水君、お弁当ちょうだい！」

「イヤだが」

　即答した俺に、八奈見はヤレヤレとばかりに肩をすくめる。

「仕方ないな、温水君にも分かるように説明するね？」

「答えは変わんないよ？」

　念押しする俺にかまわず、八奈見は話し続ける。

「応援合戦って午後の部の最初にあるでしょ？　うちら、昼休みに入ったらすぐに着替えて、お弁当食べながら打ち合わせするんだけどさ」

「はあ」

　それが俺になんの関係が。

　気のない俺の返事に、八奈見がジロリとにらんでくる。

「ほら、朝から運動すればお腹なかも空すくよね。それで──」

「……早弁したんだ」

「少し味見しただけだって。お弁当が意外と根性なかったんだよ」

　根性。弁当にそんな隠しパラメーターが。

　事情は分かったが、佳か樹じゆの特製弁当をこんな価値の分からないやつに渡すわけにいかない。

「購買でパンでも買えばいいじゃん」

「これから私、パン食い競走に出ないとだから買いに行くヒマがないんだよ。代わりに買ってきて」

「そのパン、お昼ご飯にしたら？」

「足りると思う？」

　うん、足りないよね。俺が悪かった。

　俺が頷うなずくと、八や奈な見みはお礼を言ってその場を去ろうとする。

「待って、パンのお金。借金はいけないしね」

「……私、お金を返さないような女に見える？」

　それについてはノーコメントだ。

　八奈見は短パンをゴソゴソして５００円玉を取りだす。

「それじゃ、根性のありそうなパンお願いね」

　手を振って走り去る八奈見を見送りながら、俺は首をかしげる。

　根性のあるパンって……どんなんだ？




◇




　購買からの帰り道、俺は両手いっぱいにパンを抱えていた。

　消費期限が今日までの特売カレーパンを７個もゲットできたのだ。

　カレーパンなら根性もありそうだし、八奈見もニッコリだろう。

　鼻歌まじりで中庭沿いの通路を歩いていると、目の前から可か愛わいい女生徒が歩いてきた。

　白しら玉たまさんだ。彼女は俺に気付くと、テケテケと近付いてくる。可愛い。

　彼女が可愛いことに議論の余地はないが、今日の彼女は一味違う。

　頭にケモノ耳のカチューシャ、フワフワ素材のシッポ付きのケモノ衣装を装着し、可愛さがさらに増している。

　白玉さんは俺の前で両手を掲げると、

「部長さん、ガオー！」

　と、可愛くおどけてみせた。

「ひょっとして、応援合戦の衣装？」

「はい。私のクラス、キツネとタヌキのコンポコダンスを踊るんです。私、タヌキになっちゃいました」

　テヘ、と舌を出す白玉さん。あざとい。そして可愛い。

　白しら玉たまさんは俺が抱えたカレーパンを見て、目を丸くする。

「うわあ、部長さんたくさん食べるんですね」

「いやこれは──」

「八や奈な見みさんですか」

　白玉さんはクスリと笑うと、俺の瞳を上目遣いで見つめてくる。

「１‐Ｅの応援合戦、部長さんも見にきてくれますか？」

「え？　ああ、うちのクラスとかぶらなければ……」

　モニョモニョと答えた俺に向かって、花のような笑顔をみせる白玉さん。

「わあ、楽しみです！　私、踊ってるときにサインを送りますね。絶対に見てください」

「え、俺に？」

「……部長さんにだけ、ですよ？」

　ささやくように、つぶやく白玉さん。

　白玉さんがクルリと背を向けると、衣装に付けたタヌキシッポがフワリと宙を舞った。
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　午前の競技は終了し、昼休みに入った。

　桜さくら井い君と綾あや野のは応援合戦組なので、俺は校庭の隅で独りの弁当タイムを満喫していた。

　木陰の中、サワサワと揺れる枝の音。頭上からは時折、鳥の声。

「たまには落ち着いた時間もいいな……」

　さて、ウズラベーコンの次はどれを食べよう。

　串に刺したミニおでんか、定番の唐揚げか──。

　佳か樹じゆの特製弁当を眺めていると、手元に影がさしかかった。

　顔を上げると、そこには弁当の包みを持った小こ鞠まりの姿。

「うぇ……あの……」

　モジモジと前髪をいじる小鞠。

「あれ。応援合戦のメンバーは、一緒に打ち合わせしながら弁当食べるんじゃなかったか？」

「わ、私、本番はやることないから。お、音楽も実行委員がかけて、くれるし」

「ふうん、そうなのか。じゃあなんでこんなとこに──」

「うなっ?!　そ、それは、その……」

　あせる小鞠を見て、俺は大きく頷うなずく。なるほど、そういうことか。

「分かった、人目につかない場所を探してるんだろ？」

「……うぇ？」

　俺は親指でビシリと背後を指す。

「お勧めはそこの茂みの裏だ。静かだし、地面に芝しば生ふっぽい草が生えてるから座り心地がいい。俺は鳥の声が聞こえるからここにしたが、トータルではあっちが上だな」

　よし、いいことしたぞ。同じ陰キャ同士、助け合わないとな。

　満足して唐揚げを箸でつまむ俺に、小こ鞠まりが低くつぶやく。

「……し、死ね」

　なぜ罵ば倒とう。

　唐突な理不尽に戸と惑まどっていると、風に乗って花の香りがあたりに漂ってきた。

　段々とこちらに近付いてくる、軽快かつ荘そう厳ごんなＢＧＭは──。

「よかった、ここにいた！」

　駆け寄ってきたのは、チアガール衣装に身を包んだ姫ひめ宮みや華か恋れんだ。

　姫宮さんが小鞠の前で急ブレーキをかけると、慣性の法則で男子の夢が大きく上下する。

　……すごい。なにがとは言わないけど、とてもすごい。

　あまりの迫力に固まっていると、姫宮さんは小鞠の両手を強く握る。

「ねえ小鞠ちゃん、応援合戦に出てくれないかな！」

「うえっ?!」

「さっき小鳥遊たかなしさんが足ひねっちゃって。彼女、リフトされる役だったから、代わりが必要なの！」

　小鳥遊さんって、たしか小鞠ぐらい小柄な女子だったよな。

　姫宮さんは小鞠にグイグイと詰め寄る。

「小鞠ちゃんなら流れを全部覚えてるでしょ？　小鳥遊さんの代わりに、リフトされる役をしてくれないかな！」

「え、えと……」

　おびえる小鞠が俺に助けを求めてくる。俺はそっと目をそらす。

「お願い、小鞠ちゃんにしか頼めないの！」

「や、八や奈な見みにさせれば……」

「だって杏あん菜なは重──じゃなかった。パワーがあるから、持ち上げるほうをお願いしたいの。大丈夫、みんなでフォローするから！」

　キラキラキラ。姫宮さんの輝く笑顔に、小鞠の生気が抜けていく。

　小鞠の首が力なく、カクンと落ちる。

　それを承しよう諾だくと受け取った姫宮さんは、小鞠を強引に引きずっていく。

　……なんか大変そうだな。

　俺はおでんの串を手に、頭上の枝を見上げる。

　あ、いまのってジョウビタキだ。北に渡りそびれたのかな……。

　俺は悲しげに鳴く鳥の声を聴きながら、味の染みたこんにゃくをかみしめた。
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　まもなく午後の部が始まった。

　校庭のスピーカーから軽快な音楽が流れだし、２‐Ｃの応援合戦が始まる。

　わがクラスの演目はチアガール＆学ランの応援団。

　体育祭ならではのゆるい踊りが微ほほ笑えましいが、そんなことは二の次だ。

　──姫ひめ宮みや華か恋れん。暴力的な胸囲と美び貌ぼう。そして輝くオーラが、周囲を支配する。

　彼女の周りだけ別の物理法則が働いているかのように、夢が詰まったなにかが宙を舞う。

　これは日中の公立高校で流れていい光景なのか……？

　気付けばやたらと観客が多い。全校の男子生徒がここに集まっているに違いない──。

　ちなみにカレーパンを７個食べた八や奈な見みも元気です。

　チアガール衣装はお腹なかがチラチラ見えるデザインだが、心配していた八奈見のフニフニも目立たない。白しら玉たま一族に『肥えた』と言われて以降、ダイエットを頑張っているようだ。

　でも、あれだけのパンがどこに入っているんだろ……。

　チラ見えする八奈見のお腹を気にしながら、小こ鞠まりの姿を目で探す。

　逃げたのかと心配になった矢先、女子たちの背後で小さくポンポンを振る小鞠の姿があった。

　……あいつ、器用に死角に隠れてるな。あ、また消えた。

　野生動物を見守る気分で眺めていると、曲は早くもクライマックスに差しかかった。

　チアガールのフォーメーションが変わり、全員で誰かを取り囲んでいる。

　囲まれているのは──小鞠だ。

　応援団の綾あや野のが大きく笛を鳴らすと、チアガールたちは弱々しく抵抗する小鞠を持ち上げ、肩の高さまでリフトする。

　衆人環視にさらされた小鞠は、真っ青な顔のまま、ロボットのような動きで両手のポンポンを頭上に掲げた。

　そのタイミングで音楽が止まる。

　もう一度笛の音がすると、チアガールたちは号令と共に──小鞠を宙に放り投げた。

　小鞠の悲鳴がグラウンド中に響き渡る中、落ちてきた小鞠をチアガールが受け止める。

　その瞬間──盛大な拍手がわき起こった。大成功だ。

　女子連中にもみくちゃにされる小鞠を見ながら、俺は感慨深く頷うなずく。

　小鞠、立派になったな。本人は気を失っているみたいだけど。
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　さて、白しら玉たまさんの演技も見ておかないとな。

　俺は１‐Ｅの応援がよく見える位置に陣取ると、腕組みをしてようすをうかがう。

　もちろん、部長として後輩の活躍を見るだけで、合図をするとか言われたから鼻の下を伸ばして駆けつけたわけではない。待てよ、もうちょい近いほうがよく見えるかな……。

　１‐Ｅの応援は、男女問わずキツネかタヌキの仮装をして踊るらしい。

　男女でワイキャイしている光景は実に妬ねたまし──いや、微ほほ笑えましい。

　白玉さんはその中でも別格に目立っているが、男子生徒としか絡んでないな……。

　音楽が始まると、そろって招き猫みたいな仕し草ぐさで可か愛わいく踊りだす１‐Ｅの面々。男子も可愛い動きをして笑いをとるのがミソなのだろう。

　そして動きが加わると、白玉さんはさらに目立つ。仕草の一つ一つがアイドル並みに可愛いし、あざとい手招きポーズは熟練の域に達している。

　これがアイドルグループなら、格差で内部崩壊待ったなしだ。

　白玉さんの可愛さが伝わり始めたのか、だんだんと観客が増え始める。

　……こうなると、俺に合図とか無理だよな。

　そう、白玉さんはみんなのアイドル。俺だけのものではなくなったのだ──。

　少し寂しく思っていると、不意に白玉さんと目が合う。

　白玉さんはニコリと笑うと、両手で俺に向かって投げキッス。

　……あの女、やりやがった。

　照れくさいし、なんだかちょっとドキドキするな。

　一人でソワソワしていると、周りの男子たちがザワメキ始める。




「いま俺に投げキッスしたよな？」「バカ、俺だろ」「いや俺に決まってる」




　俺は内心で苦笑しながら髪をかき上げる。

　悪いな、彼女が合図したのは俺なんだ。これからも節度を守って白玉さんを推おしてくれ──。

「おや、温ぬく水みず君も見てたんだ」

「あ、どうも」

　いつの間にか俺の後ろに立っていたのは田た中なか先生だ。

　先生は軽くヒザを曲げると、俺の耳元でたずねてくる。

「最近はリコちゃんとはどうだい？」

　どうって……まあ、けっこう俺たちになじんできたよな。多分。

「ええと、わりと落ち着いてますよ。いつのまにか妹と連絡先を交換したみたいだし」

「妹って、温水君の？」

　なぜか驚く田中先生。

「ええ、最初はあんまり上う手まくいってなかったみたいですけど。ここのところは、白しら玉たまさんがうちに来ても塩を撒まかなくなったので、和解したんだと思います」

「塩……？　それにリコちゃん、もう家に遊びに行ってるのかい？」

「まあ、たまにですけど」

　あれ、そういえば田た中なか先生、まだ俺と白玉さんがつきあってると思ってるんだっけ。

　まあでも実際につきあってるわけではないし、そのうち誤解もとけるだろ。

「先生こそ、白玉さんと最近はうまくいってますか？」

　われながら攻めた質問だが、田中先生の砕けた表情がその不安を振り払った。

「ああ。いまもリコちゃんに呼ばれてね、合図するから見てほしいって」

「へえ、白玉さんがそんなことを……へえ……」

　白玉リコ……あの女め……。

　１‐Ｅの演技が終わり、田中先生が拍手をする。

　俺も並んで拍手しながら、田中先生の穏やかな横顔に視線を送る。

　……この人も、まさか白玉さんに狙われてるとか夢にも思ってないだろうな。

「そういえばリコちゃん、小説書いてるんだって？」

「え、まあ、いちおう」

　田中先生が興きよう味み津しん々しんな表情を向けてくる。

「いくら頼んでも、恥ずかしがって読ませてくれないんだ。どんなの書いてるのかな」

　白玉さんの小説は、主人公のモデルが田中先生で、その婚約者はすでに故人。そして故人の妹がヒロインで──うん、見せられないな。

「時代小説なんですけど、家族の書いた小説って、読むのも読ませるのも結構ハードル高いんですよ。自分も妹の書いた小説とか、読むの覚悟がいりますし」

「言われてみればそうかもね」

　心当たりがあるのか、納得したように頷うなずく田中先生。

「もう少しまとまったら、お渡ししますから」

「ああ、楽しみにしてるよ」

　田中先生は俺の背中をたたくと、その場を去る。

　俺は男子生徒に囲まれている白玉さんをチラリと見てから、自分のクラスに向かう。

　出場する障害物競走の時間が近付いているのだ。

　さて、今度こそ少しくらいカッコいいところを見せるとするか──。
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　体育祭実行委員会の本部テントは、臨時の救きゆう護ご室しつも兼ねている。

　わざわざここまで出向いてきたのは他でもない──転んでヒザをすりむいたのだ。

　障害物競走のネットくぐりを華麗にクリアしたまではいいが、走り出そうとした足に網が絡まったのが原因である。体育祭、危険なので禁止したほうがいい。

「あのー……」

　恐る恐るテントの中に声をかけると、白衣を着た小こ抜ぬき先生が振り向いた。

「あら、どうしたの温ぬく水みず君。私に会いにきたのかしら」

「いえ、足をすりむいたので消毒を」

「あいかわらずつれないわね。はい、そこの椅い子すに座って」

　小抜先生は傷口を確認すると、背後の生徒を手招きする。

「これなら消毒するだけね。実行委員、お願いできるかしら」

「はい、分かりました」

　小抜先生と交代したのは──桜さくら井い君だ。苦笑いをしながら、向かいの椅子に座る。

「さっきはお疲れさま。おしかったね」

　おしくもないし６人中５位だったが、最下位をまぬがれただけでもありがたい。

　選挙が終わってからの桜井君は、体育祭の準備に忙殺されていて、じっくり話をする機会もなかった。俺はどことなく気まずさを感じながら口を開く。

「こんなことまでするんだ」

「生徒会は実行委員もしてるし、最後のお勤めってとこかな。はい、染みるよ」

　桜井君は消毒液を染みこませた脱脂綿で傷口をポンポンとたたく。

　手際よく処置をする桜井君を見ながら、俺は思わず口を開く。

「馬ば剃そりさんを先輩たちに勧めたのって、桜井君だったんだな」

　桜井君は手を止め、迷いながら口を開く。

「一緒にボランティアをしてたとき、馬剃ちゃんを嫌ってるグループがいてさ。あることないこと言って、けっこう大変だったんだ」

　なにかを思い出したのか、桜井君の表情が曇る。

「でもね、そのグループのリーダーがトラブルで孤立したとき、一人だけその子の味方になった子がいたんだ。それが──」

「馬剃さんだったのか」

　桜井君は無言で頷うなずくと、再び手を動かし始める。

　……天愛星ていあらさんにそんな過去があったのか。

　嫌われてしまうのも、そんな相手をかばうのも。全部が天愛星さんらしい。

　生徒会の３人は天愛星さんのいいところをたくさん知っていて、大事な仲間だと思っていて。

　俺が気を回す必要なんて、なかったのかもしれない。

　そして我が校のボランティア活動、わりとドロドロしてるんだな……怖い……。

「はい、これで終わり」

　消毒したヒザには、傷口を覆いかくすようにガーゼが貼られている。

　感心していると、バタバタと一人の女子がテントに入ってきた。

　ひっつめ髪と立派な眉まゆ毛げ。次期生徒会長、天愛星ていあらさんだ。

「桜さくら井い君、閉会式の準備に回ってもらえませんか。志し喜き屋や先輩がホックを外すので仕事に──」

　と、俺に気付いた天愛星さんが慌てて駆け寄ってくる。

「温ぬく水みずさん、ケガでもしたんですか!?　私が手当てをしますから！」

「あ、桜井君がしてくれたから大丈夫」

　俺は立ち上がると、足をトントンと鳴らす。

「え、そうなんですか」

　消毒液と包帯を持ったまま肩を落とす天愛星さんを横目に、桜井君が椅い子すを立つ。

「閉会式の準備だね。じゃあここは馬ば剃そりちゃんに任せたよ」

「あっ、はい。任されました」

　テントに残されたのは俺たち二人。こんなときに限って小こ抜ぬき先生はいない。

　鼻血選挙以来ろくに話してないので、なんとなく気まずいな……。

「ええと、じゃあ俺も──」

「このあと私、借り物競走に出るんです。温水さんは見てくれますか？」

　語尾にかぶせるように、天愛星さんがそんなことを言う。

「まあ……借り物競走なんてめずらしいから、見るつもりだけど」

「ふふ、ですよね。こういうのって少女漫画みたいで、少しあこがれがあったんです」

　天愛星さんは砕けた雰囲気で笑うと、俺の背中を両手でポンと押す。

「引き留めてすみません。温水さん、私の出番ちゃんと見ててくださいね」

「あ、はい。分かりました」

　白しら玉たまさんに続いて天愛星さんもか。選挙も終わったのになんの目的が……？

　俺は首をかしげながら、自分のクラスに向かった。
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　借り物競走とは、メモに書かれたお題を会場から借りてくる競技だ。

　お題はハチマキやメガネあたりが定番で、『尊敬する人』などの場合もある。

　少女漫画だと『あなたの宝物』と書かれたメモを手にしたヒーローが、主人公の女子をお姫様だっこでゴールするのがお決まりだ。

　天愛星さん、そういうのにあこがれてるんだ。腐ってるばかりじゃないんだな……。

　しみじみと１年生の借り物競走を眺めていると、隣の綾あや野のがしまりのない笑顔で口を開く。

「次、千ち早はやが出るんだ。見み逃のがすとあとでうるさいからな」

　スキあらばノロケである。まったく油断のできないやつだ。

「そういえばさっきは大丈夫だったのか？　朝あさ雲ぐもさんに話があるって連れていかれただろ」

「千早が俺を……？　なんの話だ？」

「ほら、男女混合リレーで焼やき塩しおを応援した後だって」

「檸檬れもんを応援……？」

　本気で分からないらしく、腕組みをして考えこむ綾あや野の。

　えっ、待って。朝雲さん、綾野になにをした……？




「──次は借り物競走、２年生です。選手はスタートについてください」




　俺の恐怖を振り払うように、グラウンドに響くアナウンス。

　よし、綾野夫妻のことはこのまま忘れよう。

　スタートラインには各クラス２人、計１２名の選手が並んでいて、その中には朝雲さんと天愛星ていあらさんもいる。

　朝雲さんに話しかけられた天愛星さんが、おびえたようにビクリとしたが、その直感、信用したほうがいい。

　実行委員がスタートラインの前方にお題のメモを並べ終わると、まもなく競技が始まった。

　ピストルの音と同時に飛びだした朝雲さんは、メモを一いち瞥べつするとまっすぐこちらに走り寄ってきた。彼女が手にしたメモに書かれていたのは──。

「私のお題は『眼鏡』です。光みつ希きさんの眼鏡を貸してもらえませんか？」

「ああ、お安い御用だ。頑張れよ」

「はい、光希さん！」

　朝雲さんはなぜか眼鏡を自分にかけると、フラフラと走りだす。

　ゴールとは違う方向に走ってるけど、大丈夫かな……。

「綾野も一緒に行ったほうがよくなかったか？　朝雲さん、反対方向に向かってるぞ」

「そうなのか。俺は眼鏡がなくて全然見えないぞ」

　うん、そうなるよな。なんか二人とも楽しそうだし、まあいいか。

　グラウンドに注意を戻すと、もう一人こちらに駆け寄ってくる女子がいる。

　天愛星さんだ。俺の前で立ちどまると、白い肌を上気させながら息をつく。

「あの、温ぬく水みずさん。一緒に来てくれますか？」

「へ？　俺？」

　なんだろ。お題で『陰キャ』とか引いたのだろうか。

　お題を聞きだす前に、天愛星さんが俺の手をつかむ。

「じゃあ、走りますよ！」

「え、ちょっと?!」

　クラスメイトの好奇の視線の中、俺は手を引かれて走り出す。

　なんかこれ、ちょっと少女漫画のヒロインっぽくないか。俺が。

「ねえ天愛星ていあらさん、なんのお題引いたの？」

「速度上げます！　舌かみますよ！」

　天愛星さんは俺の質問には答えず、足を速める。

　こうなると話しているヒマなどない。天愛星さんと歩調をあわせながら、ゴールに向かう。

　すれ違う他のクラスの選手が、俺たちを驚いたように見る。

　俺、女子と手をつなぎながら全校生徒の前を走ってるのか。なんだか急に緊張してきたぞ。

　あれ、足は左右のどっちを先に前に出すんだっけ……？

　テンパった俺の足がもつれかけた瞬間、天愛星さんが俺の手を強く引っ張り、ゴールラインを割った。

　天愛星さんは手を握ったまま息を整えていたが、実行委員の女子生徒が近付いてくると、俺の手を離す。

「すいません、お題を確認します」

「お疲れ様です。はい、どうぞ」

　天愛星さんはメモをとりだすと、実行委員の眼前にそれをかざす。

　目を丸くして固まる彼女に向かって、柔らかく微ほほ笑えむ天愛星さん。

「大丈夫ですか？」

「あ、はい」

　コクコクと頷うなずく実行委員に背を向け、俺に頭を下げる天愛星さん。

「温ぬく水みずさん、ありがとうございました。助かりました」

「それはいいけど、お題ってなんだったの？」

「気になりますか？」

　そりゃ気になるけど、なんか面倒そうだな……。

　対応を迷っていると、キラリと反射した光が俺の視界を奪った。

　見れば、すぐそばに眼鏡をかけた朝あさ雲ぐもさんがいる。

「その声は温水さんですか？　じゃあそちらは馬ば剃そりさんですね」

　朝雲さんは好奇心を隠そうともせず、眼鏡越しに俺たちを見つめる。

「私のお題は眼鏡でした。馬剃さんのお題は温水さんだったんですか？」

　無邪気な問いかけに、天愛星さんはクスリと笑って朝雲さんの手を取る。

「そんなとこです。朝雲さん、危ないですから待機場所に案内しますね」

「あら、親切にありがとうございます。ちなみにゴールはどこですか？」

「もうゴールしてますよ。はい、こっちです」

　天愛星ていあらさんは朝あさ雲ぐもさんを誘導しながら、俺の横を通りすぎる。

「それでお題は──」

　言いかけた俺を見て、天愛星さんは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　そしてすれ違いざま、

「じゃあ今日の放課後、少し時間をいただけますか？」

　俺の耳元でささやいた。




◇




　ツワブキ高校体育祭は、俺に擦り傷と筋肉痛を残して幕を閉じた。

　大小さまざまなチアガール、焼やき塩しおの激走に白しら玉たまダンス、佳か樹じゆの特製弁当──。

　記憶はすでに思い出へと変わり、白組と紅組のどっちが勝ったかなんて、早くも忘却の彼方かなたに消え去ろうとしている。

「そろそろ時間だな……」

　腕時計のデジタル表示を一いち瞥べつすると、暗くなりはじめた空をボンヤリと見上げた。

　──俺がいるのはツワブキ高校から自転車で約１５分、向むかい山やま大おお池いけの橋の上。

　前回、ここに来たのは半年前。月つき之の木き先輩が書いたナマモノＢＬ同人を回収するために、天愛星さんに呼びだされたとき以来だ。

　そのころとくらべて、ずいぶんと陽が長くなった。

　青から群ぐん青じよう色いろに染まりだす夕方の空は、どことなく不安と憧しよう憬けいを混ぜたような、落ち着かない気分にさせる。

　なにかがすぎ去ろうとしてしているのに、それがなにか分からない。焦あせりに似た感情。

　──まだ１６歳。もう高校２年生。

　矛盾はしないのに相反する言葉が、頭に浮かんでは消えていく。

　しかしなぜ中庭のテーブルではなく、ここが待ち合わせ場所なんだろう。

　天愛星さん曰いわく、中庭は周りに声が聞こえないから、秘密の話をするには最適とのことだ。

　つまりこの場所を選んだということは──隠すべきは聴覚ではなく視覚。

　見られたくないなにかがある、ということだ。

　借り物競走のお題というのはフェイクで、本命は──。

「……アニメグッズか」

　もろもろのインパクトで忘れかけてたが、そもそも天愛星さんを手伝うきっかけは、チカピョンの販促グッズだ。きっとそれを渡してくれるつもりだろう。

　たしかに校内でアニメグッズのやりとりは気が引けるだろうが、わざわざこんなところまで呼びださなくてもいいのにな。

　ワクワクしながらあたりを見回していると、池を横断する長い橋の反対側から、ツワブキ高校の制服に身を包んだ女子が近付いてくる。天愛星ていあらさんだ。

　橋の俺がいるあたりは、少し広くなっていてベンチまである。前回はこの場所で待つ天愛星さんのところに、俺が来たんだったよな……。

　懐かしく思い出していると、俺に見られていることに気付いたのだろう。天愛星さんが小走りで駆け寄ってきた。

「すみません、お待たせしました。仕事が長引いてしまって」

　制服姿の天愛星さんは、ほつれ毛を押さえながら軽く頭を下げる。

「大丈夫、俺もいま来たところだよ」

　軽くウソブく俺に微ほほ笑えむと、天愛星さんは俺を手招きする。

「ほら、見てください温ぬく水みずさん。カモの親子がいますよ」

「あれはカルガモかな。いまは繁殖期だし」

　なんか今日の天愛星さん、やけに浮かれてるな。

　橋の欄らん干かんに身体からだをあずけ、カモの親子を指さす天愛星さん。

「大人のカモはお母さんですかね。お父さんはどこにいるんでしょう」

「ここにはいないと思うよ。カルガモのオスは、メスが卵を産んだら姿を消すんだ」

「あ、そうなんですね……」

　微妙に下がるテンション。あれ、会話の選択肢を間違ったか……？

　天愛星さんはなぜか上機嫌で水面を泳ぐカモの親子を眺めている。

　はて。チカピョングッズは、いつもらえるのだろう。

　並んでぼんやりカモを眺めていると、天愛星さんの言葉が流れてくる。

「応援演説──私と初めて会った時のこと、おぼえてたんですね」

「初対面で𠮟しかられたのは忘れられないって」

　生徒会室に書類を提出に行ったとき、名札を見た俺に天愛星さんがかみついてきたのだ。

　天愛星さんは口元を押さえながら、クスリと笑う。

「あの時は失礼しました。当時、文芸部はとんでもない人の集まりだと思っていましたから」

「いやまあ、それもあながち間違ってないというか」

「もう、せっかくフォローしているのに台無しじゃないですか」

　こらえきれずに声を出して笑う天愛星さん。

「そういえば、いかがわしい同人誌を学校に持ちこんだこともありましたね」

「もちこんだのは俺じゃなくて月つき之の木き先輩だけど」

「あら、そうでしたっけ」

　からかうような天愛星さんの表情に、俺は苦笑いをする。

「天愛星ていあらさんも、昔と違って言うようになったね」

　俺はそう言うと、天愛星さんのツッコミを待つ。

　……。

　…………あれ？　ツッコミは？

　天愛星さんは欄らん干かんに両りよう肘ひじをついて、俺を見上げてくる。

「どうかしました？　すいません、よく聞いてなくて」

「あ、いや──今日の天愛星さんは怒らないなって」

「怒るようなことされなければ、怒りませんよ」

　なるほど、もっともだ。

　天愛星さんは、いつも俺が怒らせるようなこと言うから、怒ってたということか……。

「いやでも。多少は嫌がられないと、やりがいがないというか」

「やっぱり、いつも私をからかってたんですね?!」

　マズイ、思わず口をすべらせた。

　天愛星さんはプンスカしながら俺に詰め寄ってくる。

「そういうとこですよ！　いつもそうやってからかってきて、私の話とか真面目に聞いてくれないじゃないですか」

「いやいや、天愛星さんをからかったりしないって」

「だから、下の名前で呼ばないでください！」

　よし、いつもの調子が戻ってきたぞ。

　天愛星さんはあきれたように溜ため息いきをつく。

「せっかく今日は、これまでのお礼を言おうとしてたのに台無しです」

「え、そうなんだ。もうお礼はなくなったの？」

「はい、惜しいことしましたね」

　わざとらしいふくれっ面つらも長くは続かない。

　天愛星さんは緩ゆるむ口元を隠そうともせずに、ふたたび欄干に両肘を置く。

「……本当に、温ぬく水みずさんには感謝しているんです。私のこんなわがままにつきあってくれて。一緒に会長選を戦ってくれて」

「結局、いいところは志し喜き屋や先輩にとられたけどね」

「はい、あれには驚きました」

　天愛星さんを心配する志喜屋さんの想い。

　きっと、あの人は天愛星さんと同じくらい不器用で。

　だからこそ、あんな形で気持ちを表現したのだろう──。

　考えにふける俺を、頰ほお杖づえをつきながら天愛星さんが見つめている。

「……志喜屋先輩のこと、考えてるんですか？」

「え？　だって話題に出たし」

「ここにいる私より、先輩のこと考えているんですね」

　天愛星ていあらさんはプイと顔をそむける。

　……なぜ突然、面倒くさい彼女みたいなことを。

　俺は隣で同じように手すりに肘ひじをおくと、暗くなっていく空を眺める。

「生徒会、桜さくら井い君が副会長をするんだよね」

「ええ、引き受けてくれました。もう一人くらいは人手が欲しいところですけど？」

　天愛星さんは、俺に意味ありげな流し目を送ってくる。

「えーと、俺はむずかしいかな。文芸部の部長だから……ほら、コンプラ的にね？」

「あら、むずかしい言葉知ってるんですね」

「まあね。ひょっとして、もう国語は教えなくていいの？」

　ちょっと意地悪に言うと、天愛星さんは白い歯を見せて笑う。

「ええ、かまいませんよ。反対に私が教えてあげます」

「じゃあ、頼りにしてるよ」




　くだらない話をして。少し笑って。

　ただそれだけが、意外と心地よいのに気付く。




　二人の目が合う時間が増え、その分言葉が少なくなったころ。

　俺は気まずさに似たくすぐったさを感じて、欄らん干かんから身体からだをはなす。

「ええと……風が冷たくなってきたね」

「そうですね、少し冷えてきました」

　さて、暗くならないうちに戻ろうか。

　歩き出そうとすると、天愛星さんが不意に呼びとめてくる。

「すいません、忘れてました」

　あ、そうだった。大事なことを忘れてた……！

「チカピョンの──」

「借り物競走のお題、教える約束でしたね」

　……え？　それはそんなに気にならないけど。

　戸と惑まどう俺に向かって、天愛星さんは両手で小さな紙片を差し出す。

「どうぞ」

「え、ああどうも」

　断るほどのことでもないか。

　きっと素直にお礼を言えないから、これを呼びだす理由にしたに違いない。

　軽い気持ちでメモを見た俺は、そこに書かれた言葉に一瞬──息がとまった。

　……。

　…………。

　………………これって、借り物競走のお題だよな。




　紙に書かれていた言葉は──好きな人。




　ええと、このお題を引いて、天愛星ていあらさんが俺を連れに来たということは……？

　完全に混乱した俺を、天愛星さんの瞳が見つめてくる。

　天愛星さんは胸の前で両手の指を組み、祈るようなまなざしで。

　そしてなにかを決心したように、口を開く。




「温ぬく水みずさん、好きです」
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　突然で、唐突な愛の告白。

「えっ、あの……」

　いや待て、告白だと判断するのはまだ早い。

　ラブコメだとこれは勘違いイベントで──。

「もちろん恋愛的な意味です。私とつきあってくれませんか？」

　これは告白だ。

　誤解とか、聞き間違いなんかじゃない。




　俺は──告白されている。




　ラノベでしか見たことのなかったイベントが、当事者として目の前で起こっている。

　本当に……俺でいいのか？

　天愛星ていあらさんは一緒にいても楽しいし、見た目も可か愛わいくて。

　どう考えても、俺にはすぎた相手だ。

　ひと言『はい』と答えるだけで、妄想の存在だった彼女が俺に──。

「え、ええと……」

　俺は乾いた唇をようやく開く。

「あの、ほら……俺、馬ば剃そりさんのこと友達だと思ってたから」




　……あれ？




「急なことだからビックリして、その」




　……俺、なに言ってるんだ。




　天愛星さんはいい子で可愛くて。一緒にいると楽しくて。

　最初は少しとっつきにくかったけど、よく知ると笑顔がとても無邪気で。




「俺、こんなこと言ってもらえたの初めてだから、混乱してるのかな」




　二人でいても気が楽で。




　つきあえば、きっと──楽しい。




　断る理由なんてなにもなく、だから俺は『はい』とひと言、口に出せばいい。

　それだけで天愛星さんと、つきあえる──。




「あの、俺は」




　言いかけた俺は、続く言葉が見つけられずにそのまま黙りこむ。

　……なにやってんだ俺。こんなチャンス、二度とないかもしれないんだぞ。

　とにかく無理にでも言葉を出そうとした矢先、

「ちょっと待ってください！」

　天愛星ていあらさんがそれをさえぎってきた。

「ええと、その」

「あまりに急でしたよね！　いえ、実は私も心の準備というか、告白したら覚悟ができるかと思ったんですけど、わりといっぱいいっぱいで──」

　天愛星さんは胸を押さえて、その場にしゃがみこむ。

「大丈夫？」

「……はい。あの温ぬく水みずさん」

　しゃがみこんだまま深呼吸をしていた天愛星さんは、ゆっくりと顔を上げる。

「──まずは友達から始めませんか？」

　そう言って、俺に手を伸ばす。

「友達って……いまでも俺たち友達だと思うけど」

「温水さんが私のことを友達だと思ってくれていたのは嬉うれしいです。ですが」

　俺の手を取ると、ふらつきながら立ち上がる天愛星さん。

「もう少し気楽に話しかけたり、出かけたり。そういうことができると嬉しいなって」

「はあ、そのくらいなら」

　気が抜けた返事をした俺に、天愛星さんは優しい笑顔を向けてくる。




「そして……いつか私を好きになってもらえたら」




　──不意打ち。




　そういう他にない。

　答えを先送りした先に待ち構えていた、天愛星さんの笑顔。

　それが俺にはまぶしすぎて。







　胸が痛んだ。







　感情の迷子になっている俺の前で、天愛星ていあらさんは赤くなった顔をパタパタと掌てのひらであおぐ。

「いまになって緊張してきました。うわ、私、思いきったこと言いましたね！」

　それを見ながら、俺は気まずく頰ほおをかく。

「あの、告白されたことはすごく嬉うれしかったよ。だから、ちゃんと考えるから……」

　なんとか言葉を絞りだすと、天愛星さんは、はにかむような笑みを浮かべる。

「はい、色よい返事を期待してます。ですけど、私も女ですから」

　天愛星さんは後ろ手に指を組むと、俺を見上げるようにして、言葉をつなげた。







「──早いうちに、私を好きになったほうがいいですよ？」





エピローグ　大人への階段







　衝撃の告白から一夜が明けた。

　昨夜はあまり眠れなくて、睡眠不足のままむかえた放課後。

　俺は印刷室で、複ふく写しや機きから吐き出される原稿をボンヤリと眺めていた。

　……昨日の天愛星ていあらさん。やっぱり本気だったよな。

　いま思えば、なんで俺は即答しなかったのだろうか。

　告白に『はい』と言えば、その時点で俺に彼女ができていたのだ。

　彼女だぞ。２次元の存在だと思っていた彼女が、現実の世界に現れようとしていたのだ。

　天愛星さんも俺の気持ちとか構わずに、もっとグイグイきてくれたらよかったのに……。

「ぬ、温ぬく水みず。コピー機、止まってる」

　俺の物思いを破ったのは小こ鞠まりだ。

　印刷の終わった原稿をトントンと揃そろえながら、心配そうな視線を向けてくる。

「だ、大丈夫か。い、いつも以上に目が死んでるぞ」

「あー……小鞠いたんだ」

「し、死ね」

　罵ば倒とうされるのも無理はない。放課後、俺と小鞠の二人は部誌の印刷をしているのだ。

　俺はホゥ……と溜ため息いきをつきながら天井を見上げる。

「……なあ小鞠」

「な、なんだ」




「お前は──恋をしたことあるか？」




　バサバサバサ。小鞠が手に持つ紙束を床にぶちまける。

「どうした。小鞠も疲れてるのか」

「しっ、死ね！　いま、ここで！」

　なんでそんなに怒ってるんだ。解せぬ。

　しゃがんで紙をひろい集めていると、小鞠も隣に並んで手を伸ばす。

「ぬ、温水。や、八や奈な見みの小説、ページの順番違ってるぞ」

　あれ、ホントだ。オチのページが最初にきてる。

「いやでも、こういう演出だと言い張れば」

「だ、だまれ。やり直すぞ」

「……はい」

　八や奈な見みの小説は新展開に突入している。

　俺の高校生活も次のステージに進む──可能性に、俺自身がストップをかけたのだ。

「そういや小こ鞠まりは今回も書いてないんだな。スランプか？」

「うえっ?!」

　なぜか動揺する小鞠。

　ははあ、これは……ＢＬでも書いてるんだな。人には見せられないやつに違いない。

　俺は優しい笑みを浮かべながら、集めた紙を小鞠に渡す。

「うん、いそがしいもんな。分かる分かる」

「な、なんだ、気持ち悪いやつだな」

　そんな照れ隠しも、いまの俺にとっては可か愛わいいもんだ。

　なにしろ俺は彼女ができる寸前までいった男なのだ。

　いやでもなんで俺、即答しなかったのかな……。

　考えこんでいると、小鞠がいぶかしげな眼で見てくる。

「や、やっぱり今日のお前、おかしいぞ。ほ、本当に大丈夫か？」

「大丈夫だって。ある意味いままでの俺とは違うというか、そういうのがあるのかも」

　小鞠はあきれたように溜ため息いきをつくと、印刷室の扉を指差した。

「の、残りはやっとくから。お、お前は部室で待ってろ」

「あ、はい」

　是非もない。冷酷な戦力外通告に対し、俺は素直に頷うなずいた。




◇




　文芸部活動報告　～八奈見杏あん菜な『君におはよう』




　毎朝来ていたコンビニの改装が終わりました。長かったです。

　私は建物の前のベンチに座って、割引シールが貼られたカレーパンの袋を開けます。

　季節は変わってそろそろ夏です。夏ですが特に予定はないです。

　センチな溜息をついていると、××君がベンチの反対側に立っています。

「Ａ子さん、ここの工事終わったんだ」

　そう言って××君は店の看板を見上げます。

　無視してパンを食べていると、××くんは懲りずに私に話しかけてきます。

「たしか改装が終わるのを、楽しみに待っててとか言ってなかったっけ」

　はい、言いました。だからなんだというのでしょう。

　無視を続けてると、××君は建物の看板を見上げます。

「で、結局どういう意味だったの？」

　まったくイヤミったらしい男です。そんなのだから友達がいないんでしょう。

　友達がいないくせに、女子とばかりベタベタするのはやめたほうがいいと思います。

　カレーパンをくわえながら、私も看板を見上げます。

　大きく『洗せん濯たく天国』と書かれた看板を。

　そう、いつも来ていたコンビニは改装してコインランドリーになったのです。

　てっきり新しいコンビニが入ると思っていた私はガッカリです。

　きっと××君が悪いんです。知らないですけど。

「Ａ子さん、コインランドリーが好きなんだ」

　いえ、特に好きではありません。

　私の返事に、××君はふーんと言ってベンチのすみっこに座ってメロンパンを食べはじめました。

　とても無神経です。

　なぜかというと、最近の私は甘いものを避けているんです。理由は秘密です。

　目をそらすと、道路に面した大きな看板が目に入ります。

　なんでここの看板には、たぬきの絵が描いてあるのでしょう？

　そう言うと××君は、あきれたような顔をします。

「これはアライグマだよ。模も様ようが全然違うし」

　はい、そのくらい知ってます。だって洗濯といえばアライグマに決まってます。

　寝起きなので、ちょっとウッカリしただけです。

　こんな女心の分からない人につきあってあげられるのは、私だけに違いありません。

　なぜ彼がここでパンを食べているのか分かりませんが、きっとさみしいのでしょう。

　たまには朝ご飯を一緒に食べてあげてもかまいません。

　カレーパンを食べ終わってチラリと見ると、××君は私に背をむけました。

「なに？　あげないよ」

　なんて失礼な人でしょう。

　私が、人の食べ物を欲しがるような女に見えるのでしょうか。

　でもスマートな男子って、私が言わなくても、ひと口くれるのではないでしょうか。

　やれやれです。まだまだ子供な彼を、当分は面倒をみないといけませんね・・・。




◇




　印刷室から追放された俺は、部室に向かって廊下を歩いていた。

　たしかに今日の俺、寝不足のせいでテンションがおかしいかもしれない。

　昨晩は深夜まで眠れなかったところに、寝ぼけた佳か樹じゆが俺のベッドに入ろうとして、ひと悶もん着ちやくあったからな……。

　トイレから戻るときに部屋を間違えるとか、佳樹もウッカリ屋さんだ。

　掲示板の前を通りすぎようとした俺は、慌てて足を止める。

　そこに貼りだされているのは──学校新聞の最新号。

　今回の特集は生徒会選挙に体育祭の話題など盛りだくさんだ。

　紙面のトップは、やはり生徒会選挙。

　鼻血にかまわず絶叫する天愛星ていあらさんのショットが、大きく掲載されている。

　これ、天愛星さん読んだんだろうな……。

　記事を読み進めると、実は今回の演説会での一件は、女の敵である男子生徒Ａをめぐる騒動だったらしい。

　志し喜き屋やさんの乱入は男子生徒Ａが仕組んだことで、Ａ菜さんの謎の演説は、振られた腹いせのあてこすりとのことだ。最低だな、男子生徒Ａ。

　それにしても豪快なデマだ。生徒会の人たちが俺のことを好きなんて──。

　……。

　…………いや、デマばかりじゃないな。

　天愛星さんは俺のことが好き。

　それを前提としてこれまでをふりかえると、わりと俺、ろくでもないことしてないか……？

　過去の記憶を心の棚に整理していると、学校新聞のとある広告に目が留まった。

　……全国出場を決めた焼やき塩しおの秘蔵ショットを有料公開？

　こういうので金かね儲もうけをするのは感心しないが、見ずに批判するのもよくないな。

　えーと、有料版ってどうやって買うんだっけ……。

　ＱＲコードにカメラを向けていると、

「ぬっくん、なにやってんの」

　明るい声と同時に、焼塩が俺の背中を強く叩たたいた。痛い。

「学校新聞、見てただけだって。焼塩こそ練習はどうしたんだ？」

「休憩中だから校舎の中を走ってるの。グラウンド走ると、休憩も大事だってコーチに怒られるし」

　焼塩はいたずらっ子の表情で、俺の脇腹をヒジでグリグリしてくる。

「え、なに？」

「あたしになんか言うことない？」

　……そういや、バタバタしてて直接言ってなかったっけ。

「あー、全国出場おめでとう」

　恥ずかしくてぶっきらぼうに言うと、焼塩が不満そうに口をとがらせる。

「……そんだけ？」

「え？　これじゃなかったの？」

「それだけどさ。２種目も全国決めたのに、ぬっくん喜びが薄くない？　ひゃっほーいって、ハグとかしないの？」

　しないぞ。陰キャは２４時間、恐る恐る生きているんだ。

「まだ続きがあるしな。全国獲とるんだろ？」

「まあね、狙ってるよ」

　焼やき塩しおがニヤリと勝気な笑みを浮かべる。

「それじゃ、全国獲ったらハグしてもらおっかな」

　なにそれ。俺、得しかないじゃん。

　ユニフォーム姿の焼塩とのハグを想像する俺の横、焼塩が丸い目で掲示板を見る。

「そういえば、ぬっくんなに見てたの？　学校新聞？」

「あ、いや、これは──」

　読み進めるにつれ、焼塩が真顔になっていく。

　そして記事を読み終えた焼塩は、俺にジト目を向けてきた。

「……あ、女の敵がいた」

「デマだって。そもそもこの男子生徒Ａってのが俺とは限らないだろ？」

「ぬっくんじゃん」

　そうだけどそうじゃない。

　なんて説明しようか迷っていると、焼塩が俺のスマホをジロジロと見てくる。

「え、なに？」

「……ねえ、ひょっとしてあたしの写真、買おうとしてたの？」

　っ！　まずい、カメラを起動してたの忘れてた。

「いやこれはその、ぐうぜん指が触れてカメラが起動しただけで……」

　しどろもどろで言い訳していると、焼塩はニンマリと笑顔を浮かべて──俺の背中を思いきりたたいた。とても痛い。

「なに?!」

「やっぱりぬっくん、女の敵だね。チハちゃんに告げ口しちゃお」

「なんで朝あさ雲ぐもさん?!」

　関係ないけど、なんかヤダ。怖いので。

　動揺する俺の背中をもう一度たたくと、焼塩はひらりと身をひるがえして走りだした。




◇




　俺が部室に戻ると、そこでは微ほほ笑えましい光景がくり広げられていた。

「八や奈な見み先輩、あーん」

「はい、あーん」

　八奈見が大きく口を開けると、白しら玉たまさんが豆ちくわを放りこむ。

　竹たけ島しま水族館のアシカショーで見た光景によく似ている。

「二人でなにやってんの」

　俺が入ってきたのに気付くと、白玉さんがニコリと微笑む。

「親戚から、ちくわをいただいたのでおすそ分けです。部長さんも、あーんしますか？」

「ありがと。でも遠慮しとくよ」

　ここ最近、なぜか二人の仲がいい。

　決定打になったのは、消しゴムならぬおにぎりを拾ってもらったことらしいが、どんなシチュエーションだったのか、そして八奈見は拾ったおにぎりを食べたのか、疑問は尽きない。

「温ぬく水みず君、部誌の印刷は終わった？　私たち準備万端なんだけど」

　カチカチとホッチキスを空打ちする八奈見。

　俺と小こ鞠まりは印刷、八奈見と白玉さんは製本の担当なのだ。

「もう少しで終わるよ。ちなみに俺はリストラされた」

　あー……とハモる二人。今日の俺、誰から見てもポンコツだったらしい。

　こうなったら、女の敵らしく女子に働かせて俺はゆっくりするとしよう。

　椅い子すに座って壁を眺めていると、コンコンとノックの音。

　八奈見の「はいどーぞ」の声に扉が開く。

「失礼します、温水さんはいますか？」

　部室に入ってきたのは天愛星ていあらさんだ。

　昨日の今日に思わず飛び上がる俺を見て、天愛星さんはホッとしたような顔をする。

「えっ、あの、部室まで来てどうしたの？」

「約束のモノを届けにきました。すっかり渡しそびれちゃって」

　……約束のモノ？　天愛星さんが差しだしたのは、可か愛わいらしい紙袋。

　中身を見ると、チカピョンの店頭ポップの詰め合わせだ。

「これ、もらっていいの？　本当に？」

「だって約束したじゃないですか」

　たしかにそうだが、普通に苦労が報われるなんて、入学以来初めてなので驚いたんです。

　うわ、これって第１期放送前の激レアなやつだ。

　ポップを手にニヤニヤしていると、天愛星さんが俺の顔をのぞきこんでくる。

「温水さん、今日って遅くなりそうですか？」

「えーと、部誌を作るから少し遅くなるかな」

「あら、残念。生徒会の用事が早く終わったから、一緒に帰ろうかと思ったのに」

「へっ、俺と？」

　カチン。八や奈な見みがホッチキスの音を鳴らす。

「……もう選挙は終わったでしょ？　なんで二人が一緒に帰るの？」

「特に深い理由はないですけど。友達同士、たまには一緒に帰ってもいいかなって」

　天愛星ていあらさんは軽く言うと、今度は白しら玉たまさんに向き直る。

「では代わりに白玉さんをお借りしますね。一緒に来てもらっていいですか？」

「はい、少しなら大丈夫です」

　チラリと俺を見て立ち上がる白玉さん。なぜ天愛星さんが白玉さんを？

　怪け訝げんな顔をする俺に向かって、白玉さんは可か愛わいらしくウインク。

「部長さん。私、生徒会に入ることにしたんです」

「へ？」

　生徒会って犯罪者が入ってもいいの？

　いやでも、先代会長が共犯者だったし、そのへんは案外ゆるいのかもしれない。

　一人で納得していると、天愛星さんが俺に小さく会え釈しやくする。

「私からお願いしたんです。もちろん文芸部の活動に支障がないよう、配はい慮りよしますから」

　こちらこそ、不発弾の共同管理はとても助かります。

「うちは大丈夫。じゃあ馬ば剃そりさん、白玉さんのことよろしくね」

　部室から出ようとしていた天愛星さんが、肩越しに振り返る。

「あら、今日は下の名前で呼ばないんですね」

「だって、下の名前で呼ばれるのイヤなんじゃ」

　俺の素直な疑問にかえってきたのは──天愛星さんの笑顔。




「温ぬく水みずさんなら構いませんよ、下の名前で呼んでも」




　天愛星呼びの許可が出た……だと？

　固まる俺にもう一度クスッと笑うと、天愛星さんは白玉さんと部室をあとにした。

　扉が閉まったのを確認すると、俺はドサリと椅い子すに座る。

　きょうは上う手まく乗りきったからいいとして、これから大変だぞ……。

「……じーっ」

　八奈見が口に出して言いながら俺を見ている。なんだそれ。

「俺になにか言いたいことでも」

「さっきのアレなに。馬剃さんとあんな感じだったっけ」

「あんなって……なんだっけ」

「私のことはいつも名字に『さん』付けなのに、馬ば剃そりさんは下の名前で呼ぶんだ？　へーえ」

　なるほど、そこを突いてくるか。なるほどなるほど……。

　俺は両りよう肘ひじをつき、組んだ指で口元を隠す。

「まあ八や奈な見みさん聞いてくれ。たしかに馬剃さんとは選挙戦を通じて、相互理解が進んだといってもいい。新・生徒会長とのコネクションを作るのは今後の文芸部の立場を補強するもので、八奈見さんの目的と合致するんじゃないのかな」

　俺の完璧な説明にも八奈見は不機嫌そうな顔のまま、豆ちくわを口に入れる。

「生徒会選挙ってのはさ、生徒の代表を選ぶ神聖なものなんだよ？　それを選挙活動にかこつけて女子と仲良くなるとか、ちょっと不純じゃないかな？」

「そんなこと言うなら、八奈見さんだってアレじゃないかな」

「アレって？」

　思わず口をついた言葉に、八奈見が怪け訝げんそうな顔をする。

「八奈見さん、選挙期間中は桜さくら井い君とずっと一緒にいただろ。あいつ女子人気があるし、そういうのって、あんまりよくないと思うぞ」

「桜井君？　あの人、生徒会の仕事が忙しかったし、そんな一緒には──」

　言いかけた八奈見は、ハッとなにかに気付いたような顔をする。

「八奈見さん、どうしたの」

　それには答えず、八奈見はおもむろに立ち上がると、俺の隣にドサリと座る。

　……え、なに。怖いんだけど。

　ビクビクする俺に、八奈見は面白がるような口調で言った。




「温ぬく水みず君──やっぱ妬やいてるじゃん」




　……へ？　妬いてる？　俺が？

　なに言ってんだ八奈見さん。俺は慌てて首を横に振る。

「違うって。桜井君があるコトないコト言われるのはさすがにイヤかなって」

「……なんでここで桜井君の話？」

　急に真顔になる八奈見。

「なんでって、俺は最初からその話をしてたんだが」

「違うでしょ?!　私が桜井君と仲良くしてたから、温水君が妬いてるって話だったじゃん！」

　おんなじじゃん。ええとつまり、言い方を変えればいいのかな……？

「つまりだな、八奈見さんとの変なウワサがたつと、桜井君がかわいそう──」

「変じゃないですけど?!」

　じゅうぶん変だぞ八奈見さん。やはりこいつには俺の桜井君を任せられないな……。

　八や奈な見みはあきれたように溜ため息いきをつくと、豆ちくわの袋に手を突っこむ。

「そういうとこだよ、温ぬく水みず君。……はい、これ美お味いしいよ」

　八奈見が口の前に豆ちくわを差しだしてくる。

　思わず食べると、口の中にちくわの香りがふわりと広がる。

「あ、これってショウガ入ってるんだ」

「いいでしょ、これ最近はまってるんだよね」

　なぜか急にご機嫌になった八奈見が、最後の１個を口に入れる。

　それをぼんやり眺めながら、俺は八奈見の発言を考える。

　……こいつには、俺が妬やいてるように見えるらしい。

　桜さくら井い君は俺の数少ない男友達だし、八奈見と仲良くしてると疎そ外がい感かんを覚えるのは確かだ。

　それを妬いてると表現するのも、あながち間違いではないのかもしれない。

　つまり桜井君の相手が友人の八奈見だったから、余計に疎外感を感じただけなのだ──。

　自分の気持ちに説明がついてホッとしていると、ちくわを食べ終えた八奈見が、指先で髪をクルクル巻きながらたずねてくる。

「……それよりさ、馬ば剃そりさんの借り物競走のお題って、なんだったの？」

「なんでそんなこと気になるの？」

「だって馬剃さん、全校生徒の前で男子の手を引いてゴールしたんだよ？　学校新聞でもメッチャ書かれてたし、説明しないと誤解されるって」

　誤解……とは言い切れない。

　天愛星ていあらさんが引いたお題は──好きな人。

　学校新聞の下世話なゴシップ記事は一つだけ、真実を言い当てていたのだ。

「こういうのって下手に反論すると長引くし。無視するのが一番だって」

　よし、決まった。これで八奈見も納得したに違いない。

「それもそうだね。で、お題はなんだったの？」

　……うん、納得してないな。

　なんか視線が怖いし、適当にごまかそう。

「友達──そう、男友達だって！」

「ふうん、誰が引くかも分からないお題が、男友達ねえ」

　八奈見は独りごちるようにつぶやくと、頰ほお杖づえを突きながらジト目を向けてくる。

「そ、そうだけど……」

「まあいっか。生徒会には白しら玉たまちゃんを送りこんだし」

「それってどういう意味？」

「さて、どういう意味でしょう」

　八奈見は芝居がかった口調ではぐらかすと、勢いよく立ち上がる。

　そのまま窓際に歩み寄る八や奈な見みの表情は、俺からは見えない。




　──橋の上で天愛星ていあらさんに告白されたとき。




　俺は正直、戸と惑まどった。

　告白に対してではなく、その答えに迷った自分自身に。




　そしてなにより──告白に『はい』と答えようとした瞬間、目の前をチラついた人影に。




　その意味だとか自分の気持ちとか。たった一晩では、まだなにも分からない。

　天愛星さんは俺に告白をすると決めるまで、どれだけの夜をすごしたのだろうか──。




「そろそろ暗くなってきたね」




　窓の外を眺めていた八奈見がカーテンを閉める。

「……なに？　俺をジッと見て」

　八奈見は不機嫌と呆あきれと、その他の感情と。

　いくつかを混ぜこんだような表情で、黙って俺を見つめる。




　気まずい沈黙。

　しびれを切らした俺が口を開こうとすると、八奈見は不意に──笑った。







「──温ぬく水みず君ってやっぱ、女の敵だね」





　　あとがき




　ついに！　『負けヒロインが多すぎる！』第２期決定です！

　これも応援してくださった皆様、かかわっていただいた皆様のおかげです！

　７巻のあとがきでアニメについて書かせていただきましたが、８巻で２期決定のご報告ができるなんて思ってもいませんでした。

　前世の私が、また世界を救ってしまったみたいですね……。

　第１期（そう呼べる喜び！）の放送後、作品を取り巻く様々な状況が変わりました。

『このライトノベルがすごい！　２０２５』で総合１位をいただき、舞台となった豊橋市にも多くの聖地巡礼のファンが来てくれました。

　リピーターになってくれた人も多く、中には移住を決めた人までいると聞いています。

　これも推おしてくれるファンの気持ちを、豊橋市の皆様が受けとめてくれたおかげです。

　アニメ２期の放送はまだ先ですが、１期アニメ、原作、コミカライズ、コラボに聖地巡礼。

　お楽しみはこれからです。

　みなさんもツワブキ高校の一員として、いっしょに青春を送りましょう！




　……実はこれを書いているのは、昭島市で行われた『ツワブキ高校文芸部課外活動』の翌日だったりします。

　キャストの皆さん、ぼっちぼろまるさん、もっささんの最高のパフォーマンスに揺さぶられた感情が、いまだ収まっていません。

　２期発表の瞬間、会場が喜びで包まれた瞬間を私は一生忘れることはないでしょう。

　この感動を胸に今後もマケインを書き続けられればと思います。




　さて、この８巻は天愛星ていあらさんがメインです。

　勇気を出して一歩を踏み出した彼女のこれからを、温かく見守ってあげてください。




　今回も素晴らしい数々の神イラストを生みだしてくださった、いみぎむる先生。

　根気よく改稿に付きあってくださった岩いわ浅あさ氏。

　大変お世話になりました！




　そして８巻を手にとってくれたみなさん！

　次の巻でまたお会いできますように！





　鈍感なんて言わせない







　体育祭の応援合戦が終わり、２‐Ｃの教室では男子生徒たちが着替えをしていた。

　綾あや野の光みつ希きは学ランのボタンを外しながら、隣で着替える友人に話しかける。

「なあ、最近の温ぬく水みずってどう思う？」

「どうって？」

　唐突な質問に首をかしげたのは桜さくら井い弘ひろ人と。

　脱いだ学ランから砂ボコリをはたきながら、不思議そうに問いかえす。

「あいつ最近、よく馬ば剃そりさんと一緒にいるだろ。俺の見立てではあの二人、いい感じじゃないかなって」

「どうだろうね。馬剃ちゃんが気をゆるしているのは確かだけど」

　突然の恋愛トークに戸と惑まどう桜井。

「どうして急にそんな話を？」

「温水には千ち早はやの件でずいぶん世話になったからな。恩返しで、あいつの恋愛を手伝おうと思ってさ」

　それは本人から相談があったときでいいのではなかろうか。

　そう思う桜井だが、口には出さない。桜井弘人は大人なのだ。

「まずは温水君の気持ちを確かめないとね。こないだは、焼やき塩しおさんとの仲が怪しいって言ってなかったっけ」

「少し前までそう思ってたけど、どうも煮えきらないっていうか。温水にその気がないんじゃないかなって」

「まあ……温水君って、女の子にどんどんいくタイプじゃないからね」

　言いながら体操服を着る桜井に向かって、綾野はキラリと眼鏡を光らす。

「檸檬れもんほどの相手だぞ。普通の男なら好きになるのは当然だ。それにもかかわらず告白のひとつもしないってことは、温水に他に好きな相手がいるってことだ」

　自信満々の綾野光希に、桜井弘人は考える。

　ここは回答によってはトラブルにつながりかねない。

「そうだね、焼塩さんのことはよく知らないけど……それほど素敵な人が相手なら、憧れとか尊敬とか、いろんな感情があるんじゃないかな」

　お茶を濁そうとした無難な一般論に、綾野が食い気味に反応する。

「なるほど、そういうものか。確かに俺も──」

　言いかけた瞬間、机に置いた綾野のスマホの画面が光る。

「……ああ、千早か」

「呼びだしでもあったの？」

「いや、たまに千ち早はやから空白のメッセが届くことがあるんだ」

　綾あや野のが締まりのない笑みを浮かべる。

「俺からのメッセを見返してて、間違って返信しちゃうんだってさ。参るよな」

「それはごちそうさま」

　……この話題を深ふか掘ぼりするのはマズイ。野生の勘でそう感じた桜さくら井いは話題を変える。

「そういえば温ぬく水みず君とは中学でいっしょだったんでしょ。どんな感じだったの？」

「同じ中学だけどクラスは違ったんだ。檸檬れもんが、同じクラスに俺みたいに本ばっかり読んでる人がいるよって言うから、塾で話しかけたのがきっかけだ。あのころは檸檬のやつ──」

　再び、綾野のスマホの画面が光る。

　……この話題もよろしくない。理由は分からないがそんな気がする。

　桜井は綾野が脱いだ学ランに視線を移すと、再び話題を変える。

「それより綾野君、中学時代の制服がよく入ったね」

　自じ慢まんげに学ランを持ち上げる綾野。

「千早が学生服の袖そでを伸ばしてくれたんだ。うまいもんだろ」

「へえ、たいしたもんだね。直した跡がぜんぜん分かんないな」

　感心したように見ていた桜井の視線が、学ランの一点に留まる。

「どうかしたか？」

「第２ボタンだけ新しいんだ。ひょっとして卒業式で誰かにあげたとか？」

「そんなイベントはなかったけど……本当だ、ボタンが新しくなってるぞ」

　ボタンが入れ代わっていることに、初めて気付いたのだろう。

　不思議そうにしていた綾野は、なにかに思い至ったのか、照れたように微ほほ笑えむ。

「千早のやつ、第２ボタンが欲しかったんだな。素直に言えばいいのに」

　思わず口を開きかけた桜井は、綾野の笑顔に言葉を呑のみこむ。

「…………うん、そうだね」

　綾野の彼女、朝あさ雲ぐも千早の話は放ほう虎こ原ばるから聞いている。

　色々思うところはあるが、これ以上の詮せん索さくは無用だ。




　そう、時に鈍感になるのも──必要なのだ。





雨森たきび

Takibi Amamori




これからも盛り上がっていきましょう！
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